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　──神様、今日も一日平へい穏おん無事に過ごせるようにお導みちびきください。

　ティアは祭さい壇だんの前で深く頭こうべをたれてひざまずき、両手を組み合わせて神に祈いのった。

　もちろんのこと応いらえはない。

　それでもティアは瞼まぶたを閉じ、心を無にして、熱心に祈り続けた。

　祭壇の両側にはティアが生けた花々が瑞みず々みずしく凜りんとして輝かがやいている。

　この神殿にティアほど敬けい虔けんな信者はいない。

　毎朝の礼れい拝はいを欠かさず行う巫み女こはティアくらいだ。

　礼拝堂の窓から斜ななめに日差しが差しこみ、ステンドグラスの光が燦さん然ぜんと降り注そそぐ。

　やがてゆっくり瞼を開くと、はしばみ色の瞳ひとみには清せい楚そな光が宿っていた。透すき通るような金きん髪ぱつは腰まで伸び、穏おだやかな春の海のように豊かに波打っている。だがティアが身につけている衣装は、神しん殿でんでも下位の巫女であることを示す灰色の麻の衣装だった。

　高位の巫女は真っ白な絹の衣装を当然のごとく身につけていたが、ティアはそれを羨うらやましいと思うことはない。穏やかな毎日、平穏な日々を暮らすことだけがティアの望みだった。

「おはよう、ココ」

　礼拝堂を出て、持ち場である炊すい事じ場ばにやってきたティアは同どう僚りようのココに声をかけた。

「おはよう、ティア。……あなたまた礼拝堂に行っていたの？」

「ええ」

　ティアの答えにココはあきれたようにため息をついた。

「あなたったら、とんでもない変わり者ね」

「そう？　でもここは神殿よ。ディセルナティアの神をあがめる場所だわ。お祈りをしてなにが悪いの？」

「……それは、この神殿が敬虔な信者を必要とする場所ではないからよ」

　ココがたまねぎの皮をむきながら苦笑した。

「そこの二人！　ほら、おしゃべりをしてないで、もっとしっかり手を動かして！」

　先輩巫女に急せかされて二人はあわてて動きだす。

「明日は王おう太たい子し殿でん下かがこの神殿にやってくるんだから、のんびりしている暇ひまなんかないわよ」

　ティアとココは互いに目を見み交かわして肩をすくめた。

　いよいよ明日、この国、ディセルナティアの命運を左右する『聖なる花嫁』が決まる。

　とはいえ、下位の巫女にすぎないティアには遠い夢のような話だ。

「まるで、襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのようね」

　同じ年でありながら、位くらいの高い巫女に面と向かってそう言われたこともある。

　ティアの身につけている灰色の衣装を嘲あざ笑わらったのだ。

　その巫女の取り巻きたちが、くすくすと含みのある笑いをティアに投げかけてくるのもよくあることだ。悪意を向けられたことに対する不快感はあるものの、悔くやしいという気持ちは湧わき上がってこなかった。

　自分は彼女たちとは立場が違うのだから、そう思うこと自体無意味に思えた。

　神殿で高い位を有する巫女のほとんどは、正しよう真しん正しよう銘めい貴族の生まれだ。庶しよ民みん育ちのティアとはすべてが違う。彼女たちはもの心ついたころから、俗ぞく世せとの縁えんを絶たたれ神殿に入り、巫女となるべく養よう育いくされた少女たちだ。

　神殿では表向き、巫女となる少女たちに生まれた家はなく、すべては神の前に平等であるとされていた。だが現実には、ティアのように襤褸雑巾と揶や揄ゆされる立場の巫女もいれば、生家からの援えん助じよで裕ゆう福ふくな暮らしをしている巫女もいる。高位の巫女の位を親が高い金を払はらって手に入れるのだ。容よう姿しを見込まれて神殿に売られてきたティアとは違って、別格の存在なのである。

　毎日、下働きに従じゆう事じしているが、ティアはこれでも自分は運がよかったほうだと思う。

　ティアの生家は貧しい農家だったが、ティアが七歳のときに父は流は行やり病やまいで亡くなり、後を追うように母も病で世を去った。父の弟が、ティアを引き取り面めん倒どうを見てくれたが、数年不作が続いたため家計は苦しく、あっという間に借金に追われる生活となった。叔お父じの子供は男の子が三人で、末の娘はまだ三歳。

　ティアは、自分の存在が叔父の負ふ担たんになっていることを心苦しく思った。

　叔お母ばは、ことあるごとにティアに辛つらくあたり、炎えん天てん下かでの畑の雑ざつ草そう取りや、真冬の水みず汲くみといったきつい仕事をすべて押しつけてきた。

　そんな肩身の狭せまい暮らしをしていたティアを待ち受けていたのは、借金のかたにいかがわしい商売を営む店に娘を売り飛ばそうとする金貸したちだった。叔父は、哀れむような視線をティアに向けたが、口出しはしなかった。ティアを売れば、ひと冬飢うえずに家族が暮らしてゆけるからだ。

　ティアは、たくさんの大人おとなたちに舐なめるように値ね踏ぶみされて、心底ぞっとした。自分は売られていくのだという現実が細い肩に重くのしかかってきた。

　七歳と幼おさないながらも美しい容姿のティアは引く手あまただった。どうにかして手に入れようと、いくつもの娼しよう館かんが名乗りをあげていたが、ティアの命運を握にぎっていた金貸しは別の選せん択たくをした。凜とした美しさを持つティアを見て、神殿に売り飛ばしたのだ。

　ちょうどそのころ、都みやこでは公こう爵しやく家けのさるご令れい嬢じようが神殿入りすることが決まっていて、令嬢の世話をする新たな働き手となる少女を募ぼ集しゆうしていた。公爵家から神殿側に渡された支し度たく金きんで、見み目め麗うるわしい少女たちが次々に神殿に買われていた。ティアもその一人だった。

　娼館に売られることを覚かく悟ごしていたティアは、神殿に来た当初、体を売らなくても生きていけるという事実にほっと胸をなでおろしていた。だが、しばらくして、神殿に次々に美しい少女たちが集められている理由を知って驚いた。

　ティアの生まれたディセルナティア王国には、建国時から今も変わらないとあるしきたりがある。代々王おう妃ひとなる女性は、神殿に住まう巫女たちのなかから選ばれるというものだ。大巫女の神しん託たくによって選ばれる『聖なる花嫁』が、次の王の后きさきになる。

　今から千年ほど昔、ディセルナティアを二つに分ける大きな内乱が起きた。そのとき神により使わされた『聖なる花嫁』が末の王子の味方となり、聖なる力をもってして内乱を鎮しずめたのだという。それ以降、国王の后は神殿に住まう巫女から選ばれることとなっていた。

　ティアが神殿に売られた当時、国王によって新しい王太子がたてられたばかりだった。それに合わせて、王太子に見合う年頃の貴族の娘たちが、次々に神殿入りをしてきた。あわよくば、王妃の座を射い止とめようというもくろみからの行動だった。

　実はここ数年の間に神殿と貴族院の間で、なんらかのかけひきが行われ、大巫女の神託を待たずとも王妃は決まったも同然という状況だった。

　そう、神殿の巫女たちに実際に聖なる力などない。

　聖なる花嫁の伝でん承しようは、今や政治の道具と化していた。

　その話を聞いてティアは困こん惑わくした。

　神殿に売られたことに安あん堵どしていたが、神殿という名の娼館に売られたも同然という事実に目がくらみそうだった。

「あなたも、せいぜい自分を磨みがいて、高位の巫女のお気に入りにしてもらいなさいよ。そうすれば、こんなきつい仕事をしなくてすむし、真っ白な衣装も着られるわよ」

　上位の巫女に言われて、このときティアは誓ちかった。

　自分は一生下位の巫女として暮らそうと。

　たとえ永遠に灰色の衣装を身にまとい、襤褸雑巾とののしられてもかまわない。

　死んでも王宮にはあがりたくなかった。

　醜みにくい権力争いに巻きこまれるのもごめんだし、国王とはいえ愛あい妾しようなどにされて愛してもいない男性の寵ちよう愛あいなど得たくない。

　なにより自分が商品のごとく値踏みされることを恐れた。

　娼館に売られそうになったときの、身のすくむような思いにぞっとした。

　あんな思いは二度と味わいたくなかった。

　こうしてティアは広大な神殿の中で息をひそめるようにして暮らしてきた。

　神殿に来て数年がたち、美しさを買われた同僚たちが次々に有力貴族の巫女の世話係に引き抜かれていっても、いつも顔をうつむけて歩き、誰とも目を合わせようとしなかった。

　おかげで陰いん気きな少女という印象が定着したティアを、自分のそばに迎むかえようという巫女は現れなかった。ティアは、年頃になっても鏡とほとんど向き合わず、髪や肌の手入れにも興味を示さなかった。

　自分の体が、日ごとに大人の女性へと変へん貌ぼうしていくことにもおぞましさを覚えるほどだった。

　きつい下働きの仕事で荒れた指を見るたびにほっとした。

　知らぬ間に、ティアが輝くほど美しい娘へと成長していることに誰も気づかなかった。

　──あの日までは。
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　初雪が、ディセルナティアの国々を銀色の世界に染め上げるころ、王太子ラスカが神殿に来訪することになった。彼の二は十た歳ちの誕生日を祝う儀ぎ式しきのためだ。

　またこの日、ラスカが大巫女の神託を受けるために足を運ぶことを知らない巫女は一人もいなかった。ようやく王太子である彼の妃きさきが決まるのだ。

　この日のために巫女たちは準備に余よ念ねんがない。

　彼女たちは、自分たちのなかから未来の王妃が選ばれることを信じて疑わなかった。

　そんななかで、有力候こう補ほと目されている巫女は二人いた。

　ハルバート公爵令嬢アニスとニーベレン伯はく爵しやく令嬢のヘレインだ。

　二人は、あまたいる巫女たちのなかでも飛びぬけて美しく、財力にも恵まれていた。彼女たちについて王太子のお情けをもらおうと目もく論ろむ下位の巫女たちが、先を争うようにして自分たちの有ゆう能のうさをアピールしたほどだった。

　ラスカの来訪を知った下位の巫女たちの気合いの入れようは尋じん常じようではない。

　しかも、彼女たちの間でラスカはいろいろな意味で有名だった。

「ラスカ様は、雪のように美しい銀ぎん髪ぱつに灰色の瞳の美び貌ぼうの持ち主よ。灰色の瞳も光の加減で、銀色に見えるんですって。王宮内では、ラスカ様をめぐって女たちの争いが絶えないそうよ」

「あら、でも、残念ね。ラスカ様の正妃は、神殿に住む巫女のなかから選ばれるのよ。どんなにがんばってもしょせん愛妾どまりね」

「ところが、ラスカ様はたいそうな女好きで、神殿に娘を預けた親たちが焦あせるほどの放ほう蕩とうぶりらしいわ。春を待たずに、花嫁を選ぶ儀式をすることになったのも、万が一、ラスカ様に庶しよ子しでも生まれたらと危き惧ぐする貴族たちが急いだからだそうよ」

「まあ」

　ラスカは天てん性せいの女好きらしい。

　つまり、下位の巫女であっても、愛妾になれる可能性が高いということだ。ラスカの噂うわさを聞きつけて、王宮で出世しようとたくらむ巫女たちが急増していた。

　ラスカが神殿にやってくる日が近づくたびに、彼女たちの興こう奮ふんは加か熱ねつしていった。

　神に仕つかえる巫女とは名ばかりの女の戦いが日々繰り広げられていた。

「まったく、ご苦労なことね」

　ココが、色めき立つ神殿内を見回してため息をつく。

　彼女もまた、出世の道を選ばずに、下位の巫女として暮らしている一人だった。

「ココも着飾ればきれいなのに。この前はアニス様に仕える巫女から、誘さそいを受けたんでしょう？　なぜ断ったの？　アニス様はお妃候補の最有力人物じゃない」

　ココは鼻で笑った。

「わたし、男の人って大だい嫌きらい。女を、子供を産む道具としか思っていないし、いばるし、すぐに暴力を振るうし。……わたしのお母様は、お父様の愛妾に殺されたの。なのにお父様はお母様が死んだあと、その人を後妻に迎えたわ。わたしは、厄やつ介かい払ばらいのために神殿に売られたの。昔は悔しかったけど、今ではせいせいしてるわ。だって、神殿にいれば結婚せずにすむのだから。わたしが王太子殿下の目に留とまる確率なんて、この立場にいる限りないに等しいし。……ティアのほうこそ、いいの？　あなた、ちゃんと着飾れば、アニス様たちに太た刀ち打うちできるくらい美しくなれると思うんだけど」

　ティアは苦笑いを浮かべた。

「わたしも無理。……その、なんだか男の人が苦手なの。いい年して恥はずかしいけど……。娼館に売られそうになったときの恐きよう怖ふが忘れられないの。全身の皮をはがれる心地ここちがしたわ」

「わたしたちは、似た者同士ということね」

　ココとティアはお互いに顔を見合わせてこっそり笑い合った。

「さあ、明日は忙しくなるわ。王太子殿下を迎えるために、神殿内をぴかぴかに磨き上げなくちゃね」
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　いよいよ王太子ラスカが神殿にやってくる日が来た。

　ティアは夜明け前から起き出して、儀式が行われる広間の床を磨き上げ、随ずい所しよに花を飾っていく。普段なら下働きに従事する下位の巫女まで着飾ることに夢中になり、人ひと手でが足りないのだ。

　巫女の一人が王太子妃に選ばれたら、そのまま神殿で『聖なる花嫁』の誕生を祝う祝しゆく宴えんが開かれる。厨ちゆう房ぼうでも人手が足りず、てんてこまいだった。

「悪いねティア！　こっちも手伝ってくれる？」

　神殿で料理人として働くのは、マーラという大柄の中年女性だった。

　ティアは、口うるさいが気のよい彼女が大好きだ。

　マーラもまた、ティアを実の子のようにかわいがってくれた。暇さえあれば得意の料理を教えてくれた。

「あんたもいつか、この神殿を出て嫁よめに行くことがあれば、料理のひとつもできないと恥はじをかくよ」

　戦いくさで夫と子供を亡くし寡か婦ふとなったマーラは、そう言って真剣に料理の手ほどきをしてくれた。

「マーラ、わたしはお嫁になんか行かないわ。ずっとマーラやココたちとここで暮らしたいの。……わたし、誰かのお嫁さんにはなりたくないの」

　それ以前に、神殿に売られたティアには、巫女として生きていく以外に道はないのだが、マーラはそう思ってはいないようだった。

　ティアの言葉を聞いて、マーラはため息をついた。

「あんたに子供を持つ楽しさや家族と過ごす幸せを知ってもらいたいんだよ」

「それなら、ここがわたしの家だわ。マーラやココがわたしの家族よ。それにもうあんまり覚えてないけど、亡くなったわたしの両親は、ちゃんとわたしを愛してくれたわ。その思い出さえあれば十分よ」

　ティアはいつもこんな風に言った。

「まったくあんたときたら、いつもそうやってみんなが嫌がる仕事ばかり引き受けて……。暇さえあれば神殿の救きゆう護ご院いんに看護の手伝いにまで行ってるそうじゃないか。本当に物好きな子だよ」

　どんな仕事も手を抜かずやりとげ、人の嫌がることも進んで引き受ける。浮かれたところがなく、楽な暮らしがしたいという欲もない。マーラはやれやれと思いつつも、そんなティアが愛いとしくてたまらないのだった。

　神殿の掃そう除じを終えたティアは、マーラを手伝って、にんじんの皮をむきはじめた。台所に用意された大皿には、すでにいくつものごちそうが並んでいる。それらのほとんどが、ティアが今まで目にしたなかでもとくに豪ごう華かな食材で作られていた。

　──今日は、本当に特別な日なんだわ。

「ティア、ありがとうね。そういやさっきから神殿の入り口あたりがずいぶん騒さわがしいねえ」

「王太子殿下が到とう着ちやくされたみたい」

　マーラがふんと鼻を鳴らした。

「どうりで、さっきから若い娘たちの姿が見えないと思ったよ」

「みんな、ひとめでも殿下の姿を見たいらしいわ」

「あんたは行かなくてもいいのかい？」

　ティアは頭かぶりを振った。

「王太子様だなんて、わたしには雲の上の存在だもの。見てもしょうがないわ」

「でも、ココの姿もさっきから見えないよ。あの子も殿下を見に行ったんじゃないのかい？」

「まさか！　ココは男の人が嫌いなのよ。殿下に興味を持つはずないわ」

「そういうものかね？」

　会話が途と切ぎれると、ティアは黙もく々もくとじゃがいもをむく手を動かし続けた。

　鍋なべの火ひ加か減げんを見ながらマーラが言う。

「ティア、裏の畑に行って、香こう草そうをいくつか採とってきておくれ」

「わかったわ」

　ティアは厨房を出て、急いで裏の畑に向かった。

　ふと空を見上げると、今にも雪が降りそうなほど重くたれこめた雲が広がっている。

　暖かい厨房から薄うす着ぎで飛び出したため、肌を突つき刺さすような寒さを感じた。

「嫌いやな天気」

　神殿の角を曲がれば、薬草園がある。

　ティアは全速力で駆かけ出した。

　建物の陰かげから急いで走り出たティアは、出会いがしらに誰かとぶつかった。

「きゃっ」

　弾はじかれたように体が後ろに転びそうになる。

　だが、地面に衝しよう突とつする寸前に、ティアの腕うでを誰かが摑つかみ強い力で引き戻した。

　反動で、今度はその腕に抱きしめられるようにして前に倒れこんだ。

　大きくて広い胸がティアを守るように包つつみこんでいる。

　ティアがおそるおそる目を開くと、そこには見知らぬ男性の顔があった。

「あ……っ！」
















　混乱したティアが男の腕の中でもがくと、男はティアを抱きしめる腕を緩ゆるめた。

「すまない。大丈夫か？」

　想像よりも若い声が気き遣づかうようにかけられる。

　神殿に来て九年、ほとんど男性と接することなく暮らしてきたティアは、おびえた目で男を見た。

　黒髪に深い海の色をした青い瞳の青年が、困ったようにティアを見る。

　青年は、今年で十六になるティアよりほんの少し大人びて見えた。と同時に青年が身につけている青色の礼服を見てティアははっとなった。銀の糸で刺し繡しゆうされた青の服は、騎き士しが身につける服装だと知っていたからだ。

　きっと身分のある男性に違いないと思いティアは青くなった。

「も、申し訳ありません。とんだご無ぶ礼れいをお許しください」

　ティアが、地面に頭をこすりつけんばかりに謝ると、青年は困ったように頭を振った。

「いや、許しもなくこのような場所に出入りした俺が悪い。どうか頭を上げてほしい」

「ですが……」

「それなら、迷めい惑わくついでに水を少し分けてもらえると助かる。馬を休ませたいんだ。ここまで休みなく走らせてしまったから」

　青年は穏やかな声でティアに言った。

　おそるおそる顔を上げると、青年が優しい眼まな差ざしでティアを見つめていた。

「ご案内します」

　ティアは、恥ずかしさに頰ほおを染めながら、青年を井戸まで案内した。用意した桶おけの中に水をくみ上げると、馬は目を細めて首をつっこんだ。

「ありがとう」

　礼を言われてティアは顔をうつむけた。なんだか、青年の顔を見るのが妙みように気恥ずかしい。ティアはふと、青年の額に流れ落ちる汗に気づいた。雪の降りそうなこんな寒いなかを、よほど急いでやってきたらしい。

「お待ちください。騎士様にもなにかお飲み物をお持ちします」

　すると青年はあわてたようにティアを止めた。

「いや、今日はなにかと忙しい日だ。あなたも支度があるだろう。気遣いは無用だ」

　青年はティアも神殿で行われる儀式に参加するものと勘かん違ちがいしたようだった。麻布で作られた粗そ末まつな衣装のままのティアを見て、これから着替えると思ったのだろう。

　ティアは、はにかむように笑った。

　灰色の衣装の端はしをつまんだまま言う。

「わたしは下働きの巫女です。建たて前まえ上じよう、儀式に参加させていただきますが、着飾る必要などありません」

　そう言うと、くるりと背を向けて厨房へと戻っていった。

　急いでマーラに事情を説明すると、気のよい料理人はコップ一杯のレモン水を分けてくれた。

　ティアからコップを受け取った青年は、いっきに水を飲み干す。

「ありがとう」

　男性を苦手とするティアだが、不思議なことに青年を怖こわいとは思わなかった。

　ふと青年の視線が水仕事で荒れたティアの指をたどる。

　それに気づいたティアは、恥じるように青年から一歩身を引いた。ティアの指は醜くひび割れて、皮が厚くなっていた。貴族の令嬢である高位の巫女たちとはあまりに違う。

　ティアは手入れの行き届いていない髪や粗末な衣装を身につけた自分を、いまさらのように恥ずかしく思った。

　そのときだった。

「レオ、そこでなにをしている？」

　ティアは飛び上がらんばかりに驚いた。

　またも男性の声がしたからだ。

　今度は深みのある、大人の男性の声だった。

　声とともに複数の足音が近づいてくる。

　ティアは緊きん張ちようした。

　すると青年は、はっとしたようにティアの腕を引いた。ティアを背中でかばうように隠かくしてしまう。

「早く戻れ」

　まるでなにかを警けい戒かいするように険けわしい表情だ。強ごう引いんにティアの手にコップを押しつける。

「え？」

「いいから、早く奥に戻れ」

　乱らん暴ぼうに背中を押されてティアは焦った。だが、ティア以上に青年はあわてていた。

　言われるままにティアはもと来た道を一いち目もく散さんに走った。

　だが、建物の陰に姿が隠れてしまう直前に、一いつ瞬しゆんだけ後ろを振り返った。

　それはあとになって考えると、もう一度だけ青年の姿をこの目に焼きつけておきたいという気持ちだったのかもしれない。

　しかし次の瞬間、強きよう烈れつな視線を感じた。全身を舐めまわすようなぞっとする視線が汚お水すいのようにからみついてくる。

　青年はティアに背中を向けていて、新たに現れた人物と会話をしていた。その男と目が合ったのは瞬まばたきをするような短い時間だった。だが、男はまるで獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのような目でティアを捉とらえて離さない。

　男の雪のような銀髪に灰色の瞳が悪夢のようにティアの視界の中央にあった。

　ティアは誘ゆう惑わくに負けて、後ろを振り向いたことを後こう悔かいした。

　そのままわき目もふらずに走り続けたが、どこまで逃げても男の強烈な眼差しに見張られているような気がしてぞっとするのを感じた。

　──あの人は、誰？

　しかし、ティアの疑問に答えてくれる人間は一人もいなかった。
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「レオ、今の女とずいぶん親しそうだったな。知り合いか？」

　レオは苦笑した。

「まさか。神殿の巫女に知り合いなどいませんよ。殿下こそ、このような場所でなにをされているのですか？」

「これはまた冷たい言葉だね。わたしの誕生日を祝うために戦場から駆け戻った弟を迎えに来たというのに」

　レオはむっとした顔になった。

「だからといって、殿下がこんな場所に来たと知られたら、わたしが親しん衛えい隊たいに睨にらまれます」

　王太子ラスカは、巫女たちが噂うわさする通り、真っ白い雪のような銀髪に灰色の瞳をした美男子だった。

　王宮の女たちを虜とりこにする笑顔が、今はすねた子供のようになる。

「レオ、おまえは本当に頭が堅かたいね。そんなことでは女性は口く説どけないよ」

「わたしは騎士団に忠ちゆう誠せいを誓った身。女性を誘惑するために王宮にいるのではありません」

　生き真ま面じ目めな顔でレオは答えた。

　この正反対の性格を持つ二人は、母親は違うが、間違いなく兄弟きようだいだった。容姿はどちらとも互いの母親似のためか、まったくと言っていいほど似ていない。

　だが今年十八歳になるレオには、ラスカにはないさっぱりとした魅み力りよくがあった。

　あと二年もすれば、兄にも劣おとらない容姿で女性たちを騒がすだろう。

「さあ、早くお部屋にお戻りください。皆が、しびれを切らして捜さがしに来る前に」

　ラスカは肩をすくめた。

「やれやれ、また戻るのか。わたしの部屋は、巫女たちが入れ替わり立ち替わり訪たずねてくるので肩が凝こるよ」

「なにを仰おつしやいます。これも殿下の義ぎ務むのひとつではありませんか。どんな女性が選ばれるのか、未来の王妃をじっくりと見定めてください」

「見ても無む駄だだ。わたしの花嫁は、貴族院の決定でハルバート公爵令嬢になってしまったのを忘れたのかい？　いまいましいことにね。まさかあんなつまらない男の娘を花嫁に選ぶことになるとはな」

「それでも、殿下のお眼鏡めがねにかなう女性が他にいるかもしれません」

「ああ、それもそうか。美しい娘が後こう宮きゆうに増えるほうがうれしいな」

　神殿に入れられた有力貴族の娘は、たとえ王妃に選ばれなくても、還げん俗ぞくして王宮に戻ることができる。美しく着飾ってラスカの前に現れることもできるのだ。うまくいけば、妾めかけになることもできる。だが、神殿に雇やとわれた下位の巫女に戻る家などない。彼女たちが神殿を抜け出すには、仕える高位の巫女が妃に選ばれるか、王太子ラスカの目に留まって愛妾にしてもらうしかないのだ。

　レオはため息をついて投げやりに言った。

「けれど、大巫女様の神託によっては、他の娘が花嫁に選ばれることもあるかもしれませんよ」

「……他の娘、ね」

　ラスカの目がすっと細められ、灰色の瞳に怪あやしげな輝きが宿る。

　わがままな兄を前にして、レオは内心そっとため息をついた。
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　神殿の大広間はしんと静まり返っていた。

　思い思いに着飾った巫女たちが、細長く続く赤い絨じゆう毯たんを囲むようにして集つどっていた。

　大広間の一番奥には、ディセルナティアがあがめる太陽神の像が鎮ちん座ざしている。

　祭壇の前には、高こう齢れいの大巫女がじっと目を伏ふせて神託を告つげる瞬間を待っていた。

　もうすぐ赤い絨毯を踏ふみしめて王太子ラスカが姿を現すはずだ。

　ハルバート公爵令嬢アニスは、誰よりも目立つ場所に立ち、白い絹の巫女装しよう束ぞくのふちに黄おう金ごんをあしらった華はな々ばなしい衣装を身にまといながら、運命の瞬間を前にして胸を躍おどらせていた。

　彼女はすでに、父親から自分が王太子妃に選出されることを知らされていた。

　未来の王妃になることは決まったも同然という状況で、興奮を隠せずにいる。アニスの父親であるハルバート公爵もまた、娘が王太子妃に選ばれることを疑いもしていなかった。美しく妖よう艶えんな女性に成長したアニスを見たラスカが、彼女を拒こばむはずもないと思っていたからだ。もはやニーベレン伯爵家のヘレインごときを敵てき対たい視しする必要もないとわかった今、アニスは晴れ晴れとした気持ちでこの日を迎えることができた。

　だが、彼女たちは次第に苛いら立だちはじめた。

　いつまでたってもラスカが姿を現さないからだ。

　控えの間を出たという報告は世話係の巫女から知らされていた。

　それにしては到着が遅おそすぎる。

　巫女の一人が、もう一度ラスカの所しよ在ざいを確認しようとしたとき、ふいにざわめきが波は紋もんのように広がった。

　巫女たちが、騒ぎの中心となっている横手の通路にいっせいに視線をやると、あっと驚きに息をのむ。

　雪のような銀髪が騒ぎの中央で揺ゆれていた。

「王太子殿下、お待ちください」

　親衛隊の声がラスカを止めようとするが、彼は静止する声を無視して広間の中へと歩いていく。やがてラスカに引きずられるようにして、一人の巫女が姿を現した。

　高位の巫女たちのいる場所から、その姿ははっきりと見えないが、ラスカに無理やりひっぱられてこけつまろびつする様子が見て取れた。

「お許しください」

　ラスカの背はい後ごから姿を現した親衛隊が主あるじの暴ぼう挙きよを止めようとするが、ラスカは上じよう機き嫌げんで、嫌がる巫女の腕をつかんで離さない。

「殿下、おやめください。ここは神聖な儀式の場ですよ」

　親衛隊長の鋭するどい声も、ラスカを止めることはできなかった。

　やがて真っ白な装束に身を包んだ巫女たちが、ラスカと見知らぬ巫女を取り囲むようにして輪を作った。

「放して！」

　少女特有の澄すんだ声が、広間に響ひびき渡る。

　と、床に投げ捨てるようにしてラスカが娘の腕を放した。

　状況を理解できていないのか、少女は呆ぼう然ぜんと周囲の様子を見渡していた。

　ラスカが傲ごう然ぜんと言い放つ。

「誰か、この娘を着飾らせて今すぐ広間に連れてこい」

　世話役の中年の巫女が人垣から飛び出して、ラスカの前に膝ひざをつく。

「殿下、この娘は……」

「わたしの命令が聞けないのか？」

「ですが……」

　高位の巫女たちとは明らかに身分の劣る娘を見て、困惑している。

　ラスカが哄こう笑しようした。

「神託など待つまでもない。この娘がわたしの聖なる花嫁だ。言う通りにしろ」

「……すぐに支度いたします」

　こうして哀あわれな巫女は、囚とらわれの身となった。
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　大巫女の神託の儀式が始まる少し前。ティアは、宴うたげの会場となる部屋で準備に追われていた。この日のために磨き上げられた銀のフォークやナイフをきれいに並べていく。銀の器うつわに果くだ物ものを盛もり、真っ白な布で覆おおわれたテーブルには小花を散らした。

　部屋の隅すみでは、下位の巫女たちが大皿に載せられた料理を運び入れ、小皿を並べていく。

　ティアは、慣れない作業にもたつく幼おさない巫女たちに指示を出しながら、細身のグラスを置いていった。

　上かみ座ざの雛ひな壇だんには王太子と聖なる花嫁のための席が用意され、複雑に編まれた花々で飾りつけが行われていた。

　あの席に座るアニスの得意満面な笑顔を想像して、ティアは苦笑した。いやもしかしたら、あの席につくのはヘレインかもしれない。それとも他の巫女かもしれない。だが誰であれ、この騒ぎが終われば、神殿は次の聖なる花嫁が誕生するまで静けさを取り戻すのだ。

　そのころにはティアは皺しわくちゃのおばあちゃんになっているかもしれない。

　早く今日が終わればいいのにとティアは思った。

　今日が過ぎれば、平穏な毎日に戻るのだ。

　そのときだった──。

　乱暴な物音とともに扉とびらが開かれる。

　皆が手を止めて、視線を入り口に集中させた。

　ティアはぎょっとして体をこわばらせた。

　大おお股またで部屋を横切っていく男の頭髪が、雪のような銀髪であることに目をむく。

　──この人、さっき井戸で見た人だわ。

　ティアは今更のように神殿で巫女たちが噂うわさしていたことを思い出していた。




　──ラスカ様は、雪のように美しい銀髪に灰色の瞳の持ち主よ。




　目の前の人物が誰であるのか気がついて、ティアの顔が蒼そう白はくになる。

　──まさか、王太子殿下？

　目を疑う光景だった。

　ラスカは、周囲の反応など気にも留めずに、誰かを捜すように部屋中を見渡す。

　その視線がティアを捉えた瞬間、甲かん高だかい音が部屋中に響き渡った。ティアが手にしていたグラスを取り落としたのだ。薄いガラス細ざい工くのグラスは、床の上でこなごなに砕くだけ散ちっている。

　ラスカは、不ぶ気き味みな笑みを浮かべてティアを目指して近づいてきた。

　ティアは恐怖のあまりその場から動けずにいた。膝ががくがくと震ふるえている。

　ラスカの靴くつが砕け散ったガラスの欠片かけらを踏みにじる。しなやかな指がティアのおとがいを乱暴につかんだ。

　ラスカの灰色の瞳がティアのはしばみ色の瞳をしっかりと捉えて離さない。

「ああ、やはりこの娘だ。この娘に決めた」

「……なんのことですか？」

　かろうじてあげた抵てい抗こうの声は、恐怖のあまりかすれていた。

「おまえの名前は？」

「……ティアです」

「ティアか。ではティア、いいから、わたしと一緒に来い」

「でも……！」

　ティアの声は震えていた。

「わたし、宴の準備が……」

　するとラスカが大声で笑った。

「そんな必要はない。おまえはもうこんなことをする立場ではなくなるのだから」

「……どういう意味でしょうか？」

「あとで説明してやろう。とにかく来るんだ」

「嫌！」

　ティアの抗こう議ぎの声を無視してラスカは部屋の出口に向かって歩きだす。ティアは荷物のように引きずられながらラスカに連れ去られた。

「殿下、いったい何事ですか？」

　親衛隊の一人が、ラスカがみすぼらしい姿の巫女を連れているのを見て仰ぎよう天てんした。

「愛妾候補の娘ですか？」

　親衛隊の男は、ラスカの乱れた女性関係を熟じゆく知ちしているので、すぐに事情を察さつした。

　愛妾という言葉にティアはぞっとする。

　──わたしが？　王太子殿下の？　妾？

　しかし次の言葉が、ティアをさらに驚かせた。

「愛妾ではない。この娘がわたしの妃、未来のディセルナティアの王妃だ」

　とても信じがたい話だったが、ラスカは冗じよう談だんを言っている様子でもなかった。

　まさかの事じ態たいに、親衛隊たちが焦る。

「お待ちください。それでは大巫女様のお怒いかりを買うことに……」

　ラスカは周囲の静止をふりきって、なかばティアを荷物のように引きずりながら、我がもの顔で神殿の奥へと踏みこんでいく。

　事態は徐じよ々じよにティアの体に浸しん透とうしていった。混乱のあまり渇かわききった口を開いてティアは懇こん願がんする。

「ど、どうか、お許しください。わたしは取るに足らない下位の巫女。王太子妃などになれる立場ではありません」

　だが、絹の上を滑すべるようにラスカが笑う。

「過去に下位の巫女が聖なる花嫁に選ばれた前例もある。気にする必要もあるまい」

「ですが……！」

　なおも抵抗するティアに、ラスカの表情が消え、冷えきった声で淡たん々たんと言葉を紡つむいでいった。

「……これ以上の口くち応ごたえは許さない。命が惜おしければ黙だまって従したがえ」

　恐怖のあまりティアの表情はますます色をなくし、息が止まりそうになる。

　こうして哀れなティアは、失しつ意いのあまり荷物のように引きずられながらラスカに連れていかれたのだった。
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　血の気の失うせた顔におしろいがはたかれ、唇くちびるには鮮あざやかな紅べにが塗ぬられる。

　下位の巫女たちの手で、頭のてっぺんからつま先まできれいに洗われ、緩やかな流れを描えがく金髪には丁てい寧ねいに櫛くしが通されていく。初めて袖そでを通す絹の衣装は、冷たくて心もとない。

　爪つめ先さきには薄うす紅べに色いろの染せん料りようが塗られ、耳には黄金と翡ひ翠すいの耳飾りがはめられた。

　ほつれが目立つ髪は、頭の後ろでひとつにまとめられ、銀の髪飾りがはめられていく。

　ティアの支度を請うけ負おうはめになった巫女たちは、着飾ったティアの姿を見てほうとため息をついた。

「これでは王太子殿下がお目を止められるのも無理はないわ」

　ティアは、瞼を震わせながらゆっくりと瞳を開いた。鏡をのぞきこむと、見知らぬ美しい少女が不思議そうにティアを見返している。はしばみ色の瞳が神秘的に瞬きをしていた。

　──これが、わたし？

　体の内側から清きよらかさがにじみ出るような美しさだった。アニスやヘレインたちとは違う種類の美貌がティアを輝かせている。

　これがあの『襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きん』とまで揶揄されたティアだとは誰も思うまい。

「さあ、ティア、殿下がお待ちよ」

　その言葉にティアの全身が凍こおりついた。

　すがるような目で、支度を手伝っていた親友のココを見る。

「ココ、助けて！　わたし、こんなの嫌。王太子妃になんかなりたくない」

　ティアは半はん狂きよう乱らんになって叫さけんだ。

　だが、ココは沈ちん鬱うつな顔で、頭を振った。

「殿下のご意向よ。逆らうなんて無理だわ」

「でも、わたしはただの下働きの巫女よ。王太子妃になれるような立場ではないのに」

「……それでも、ディセルナティアではすべての巫女に等しく権利があると認めているわ。ティア、あなたは選ばれたのよ」

「わたしは聖なる花嫁になんてなりたくない」

「ティア、あのラスカ様の妻になれるのよ？　とんでもない幸運じゃない。きっと大事にしてくれるわよ」

　とても親友の幸運を祝福しているような声ではなかった。

　ココの表情からいつもの快かい活かつさが失うしなわれ、他人を見つめるように冷たい瞳をティアに向けている。

　その眼差しのあまりの冷ややかさに、ティアは涙ぐみそうになる。

　そこへ、扉が叩たたかれる音がした。

　誰の断りもなく扉が開かれる。

　新たに現れた人物を見て、ティアの顔からさっと血の気が引いていった。

「王太子殿下……」

　勇ゆう猛もう果か敢かんで知られる王太子ラスカは、未来の花嫁をひとめ見るなり、満足そうに笑った。

「ほう、これは想像以上のできだな。聖なる花嫁の名にふさわしい美しさだ」

　未来の花嫁に触ふれようとしたラスカの手を、ティアがとっさに振り払った。

「ティア、なんてことを！」

　世話係の巫女が叱しつ責せきする。

　だが、ラスカはうれしそうにティアを見下ろし、強引に顎あごをつかむと顔を上向かせた。

「すぐに反抗する気持ちなどなくなるさ」

　ねっとりとまとわりつくような視線が、ティアを捉えて離さない。

　瞬間、ティアは理解した。

　これは狩りなのだと。

　ラスカにとって自分は狩られる獲物でしかないのだ。

　獲物がいくら抵抗しようがわめこうが、彼にとってはささいなことなのだ。

　絶望のあまり目の前が真っ暗になる気がした。

　ラスカの唇がティアに迫せまる。
















　不ふ愉ゆ快かいな熱を感じて顔をそむけようとするが、ラスカは許さなかった。

　二人の唇が重なる寸前、再び扉がノックされた。

　ラスカがちっと舌した打うちすると、ティアを解放して「入れ」と命めいじた。

　新たにやってきたのは、年とし嵩かさの巫女だった。丁寧に頭を下げて口を開く。

「殿下、儀式の支度が調ととのいました。急ぎ大広間へお越しください」

　こうしてラスカに手を引かれてティアは神託が告げられる広間へと足を運んだ。初めて履はいた絹の靴が赤く柔やわらかな絨毯を踏みしめる。ラスカの手がそっと離れ、ティアを絨毯の先へと押しやった。多くの巫女たちの視線を浴あびて、ティアは恐怖のあまり全身を震わせた。一歩一歩進むたびに、底のない穴に落ちていくような感覚に襲おそわれる。

　とくにティアをおびえすくませたのは、聖なる花嫁として有力候補とされていたアニスとヘレインからの容よう赦しやない憎にくしみの視線だった。これまで未来の王太子妃として養育されてきた彼女たちの怒りは尋常ではない。当たり前である。貴族の令嬢として生まれ、高位の巫女として神殿で暮らしてきた彼女たちに約束されていた聖なる花嫁の地位を、顔さえ知らぬ取るに足りない下位の巫女に奪うばわれたのだ。その怒りは計り知れない。

　本来なら責せめられるべきは、勝手に花嫁を選んだラスカだが、恋こい焦こがれるラスカを憎むことなど彼女たちにできようはずもない。行き場のない感情は当然のようにティアに向いた。

　こうしてティアは、憎ぞう悪おの奔ほん流りゆうにさらされ、身をすくませながら赤い絨毯の上を針を踏むように進んでいった。

　やがて大巫女の前までたどりつくと、ティアは頭こうべをたれた。

　これまで遠い存在だった気高き巫女がティアを見下ろしている。その表情からはどんな感情も窺うかがい知ることはできない。この茶ちや番ばん劇げきにも俗世にも興味がないとでも言いたげな静かな目で王太子ラスカを、そしてティアを見やると、手に持った錫しやく丈じようを二回振った。しゃんっと金属の打ち合う音が耳じ朶だをうつ。

「王太子ラスカの聖なる花嫁、ティアよ。お立ちなさい」

　ティアはそっと頭を上げて言われるままに立ち上がった。

　そば仕えの巫女が、真っ白な布にくるまれたなにかを捧ささげるように持っている。

　大巫女の手が大たい儀ぎそうにゆるりと動き、布を取り払った。

　次の瞬間、ティアは息をのんだ。

　黄金に輝く見事なティアラが姿を現した。

　精せい緻ちな細工のティアラの真ん中には燦然と光を放つ真っ赤なルビーが嵌はめこまれている。

　大巫女が細い指でティアラを取り上げるとティアは導かれるままに腰をかがめて、少しだけ頭を下げた。

　ティアラがそっとティアの頭に載せられる。

　黄金のティアラは頭の上で、まるで正統な主を取り戻したかのようにその輝きを増していった。

　この日、ディセルナティアに聖なる花嫁が誕生した。
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　聖なる花嫁は半年後の婚こん礼れいの儀式まで公おおやけにその素す顔がおをさらせない。ティアは、顔が見えないようにヴェールをかぶり、ラスカに連れられて祝いの席へと足を運んだ。

　すでに多くの貴族が集まり、聖なる花嫁の登場を今か今かと待ち構えている。ティアは緊張のあまり、息が止まりそうになった。

「大丈夫だよ」

　おびえるティアを楽しい見せもののように眺ながめながら、ラスカが笑った。

「王太子殿下のおなりです」

　声と同時に扉が開かれた。

　ラスカに腕を引かれながら、ティアは一歩を踏み出す。

　そのとたん、人々のざわめきがいちだんと大きくなった。

　ヴェール越しのため、ティアの素顔を見ることは誰にもできない。

「花嫁は下位の巫女だと聞いたが、どこの家の娘だ？」

「……さあ、それが誰も知らないんですよ」

　多くの人間がひそひそとティアについて憶おく測そくする。

　長く神殿で暮らしてきた巫女たちですら、ティアの顔を知らない者が多かった。

　ティアは今すぐにでも逃げ出したい気持ちでいっぱいだったが、ラスカがティアの腕をがっちりと捕らえて離さない。

　二人が、主役のために用意された雛壇に腰を落ちつけると、招しよう待たいされた貴族たちがすぐに花嫁にあいさつをしようと集まってきた。

「これは姫巫女様、以後お見知りおきを」

　姫巫女と呼ばれてティアは息をのむ。

　それは、ディセルナティアの未来の王妃に選ばれた巫女に与えられる尊そん称しようだった。

「……ありがとうございます」

　ティアは血の気のない顔で、しかたなく言葉を返していた。無言で通そうとすると、ティアのそばにつく高位の巫女がきつい視線で、ティアを威い嚇かくするのだ。

　やがて、小柄で風ふう采さいの上がらない男がラスカの前で一礼した。

「これは、ハルバート公爵、よく来てくれた」

　いかにも彼を信頼していると言いたげなラスカの言葉に、ハルバート公爵はほがらかにあいさつをした。娘が王妃に選ばれなかったことへの不満など、欠片も見せない。

「殿下はどうやら、大変お美しい花嫁を手に入れられたようだ。わが娘の姿がかすむのも無理はない」

　ラスカが泰たい然ぜんと笑う。

「そんなことはない。そなたの娘むすめ御ごには、先ほど会った。黒髪のたいそう美しい娘ではないか。彼女なら、きっとわたしの宮きゆう廷ていでも一いち目もく置かれる存在となるだろう。今から楽しみだ」

　ハルバート公爵の瞳に一瞬剣けん吞のんな光が宿る。王宮で娘をラスカの愛妾にして、どこの馬の骨とも知れないティアを蹴け落おとすのだと心ひそかに誓っていたのだ。

　また何組かの貴族との顔合わせを済ませると、一人の青年がラスカたちの前に現れた。

　ティアははっと息をのむ。

　黒髪に深い海の色を映したような青い瞳の青年は、ラスカの前に膝をつき、一礼した。深い青の騎士服姿がりりしい。

　見間違えようもない。昼間、井戸で会った青年だ。

「ああ、レオか」

　ラスカが砕くだけた口調で話しかけた。

　ティアは、わけがわからずにレオとラスカを交互に見る。

「ティア、わたしの弟を紹しよう介かいしよう。彼はレオ、現在騎士団に所属している」

「……殿下の弟君ですか？」

　ティアが驚きを隠すことなく目を見張る。

「そうだよ。彼は頼りになるから覚えておくといい。レオ、わたしの婚約者に言葉をかけてやってくれ。世間知らずなわたしの姫巫女は緊張のあまり今にも卒そつ倒とうしそうだよ」

　レオが神妙な面おも持もちで顔を上げた。ティアとレオの視線が一瞬交こう錯さくする。

　ティアは、自分が昼間井戸のそばで顔を合わせた下位の巫女だとレオに気づかれるのではないかと思った。だがレオの視線は、新たに姫巫女となった聖なる花嫁に敬けい意いを払ってはいても、初対面の相手に向けるものでしかなかった。

　ティアはほっとするとともに、なぜか一いち抹まつの寂さびしさを覚えた。

　ヴェールで顔を隠しているとはいえ、レオが自分のことを少しも覚えていないことを残念に思った。

　だが、それもしかたのないことだった。

　見違えるように美しく着飾ったティアを、厨房で下働きをしていた少女と重ね合わせることは難むずかしいだろう。

「姫巫女におかれましては、殿下とのご婚約無事に調いましたこと、お祝い申し上げます」

「……ありがとうございます」

　ティアは魂たましいの抜けきった声で、儀ぎ礼れい的てきに言葉を返した。

「レオ、おまえも早く妻を迎えるといい。おまえならよりどりみどりだろう？」

「……ですが、わたしはいまだ修行中の身ですので」

「気に入る娘ができたら、いつでもふさわしい爵しやく位いをおまえにあげよう。わたしの片腕として思う存分働いてくれ」

「はい、殿下のおおせとあらば」

　そのままレオは、軽く一礼すると宴の席へと戻っていった。

　ティアはすがるような思いでレオの背中をいつまでも見つめていた。

　すると隣となりの席に座るラスカが、くすくすと笑う。

「いいね、ティア、きみのその素直でかわいいところが気に入ったよ」

　ティアは無言で下を向いた。

　しおれた花のようにたちまち生気のない顔になっていく。

　ラスカはティアの耳元に唇を寄せると、こう言った。

「きみは、レオのことが気になるみたいだね」

　思いもよらないことを言われ、ティアは驚いたようにラスカを見る。

「え？」

「実は昼間、きみとレオが親しげに話しているのを見てしまってね。驚いたよ。あの堅かた物ぶつのレオが、聖せい域いきに住む巫女と顔見知りなんてね」

　ティアは激はげしく首を振った。

「顔見知りだなんて誤解です。レオ様とは、たまたま顔を合わせただけで、言葉を交わしたのも今日が初めてです」

「おや、そうなのかい？」

　ラスカが残念そうに肩をすくめた。

「まあ、レオの性格を考えると神殿の巫女に手を出すはずもないか。現にさっききみを見ても顔色ひとつ変えなかったしね。ここまで化けてしまえば、一度会ったくらいじゃ見み破やぶれないか」

　ラスカがくすくすと耳ざわりな笑い声をたてた。

「けど、ティア、きみはレオのことが気になるんだろう？」

　執しつ拗ように問われて、ティアはかっとなった。

「今日、初めて会ったばかりのろくに知りもしない方に好こう意いなど持ちようがありません」

「そうかい？　でも、わたしを好きになる女性はたいていひとめぼれで好意を持つ場合が多いよ。そうやって始まる恋もある」

「……わたしにはよくわかりません」

「今はそれでいいよ。でも、レオもいつか真実を知る日が来る。彼が片想いする女性をわたしが奪ったという事実を。そして、ティア、きみもわたしの妻という立場にいながら、レオに許されざる気持ちを抱いだき続けることになる。想像するだけで、ぞくぞくするね」

　ティアは、嫌悪の表情を浮かべながら唇を震わせた。

「殿下は、わたしが弟君の思い人かもしれないという馬鹿げた妄もう想そうから、わたしを妻に選んだのですか？」

「もちろんそれだけじゃない。きみの美しさは妃にするには十分だ。なによりわたしに媚こびないところが新しん鮮せんだ。それにハルバート公爵は、わたしのすることになにかと口を出してきて、少々目ざわりだからね。娘のアニスも美しかったが、したたかすぎて気を許せそうもない。でも、世情に疎うといきみなら安心だ。ハルバート公爵には、いずれ失しつ脚きやくしてもらうつもりだ。娘ともどもね……」

　灰色の目が、底の見えない湖のように深くよどんで見えた。

　恐ろしさのあまり体をこわばらせるティアを見て、ラスカは楽しそうにティアの耳たぶに唇を寄せた。
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　王太子ラスカの花嫁が決まったその日の夜から、ティアは慣例として還俗するための潔けつ斎さいに入った。沐もく浴よくを済ませ、三日の間、食を断ち、眠るとき以外はひたすら神に祈り続けるのだ。

　そうしたのち、ティアの身み柄がらは王宮に移され、半年後の結婚式までに王太子妃として宮廷での作法や政治・経済の勉強をさせられるのだ。

　ティアのたっての希望で、世話役には同じ下位の巫女である親友のココが選ばれた。絹の衣装を身につけ、姫巫女の付き人に恥じない姿をしたココを見たとき、ティアはほうとため息をついた。

「あなたが美しい人だとは知っていたけど、本当にきれいね……」

「わたくしなど、姫巫女様の足元にも及およびません」

　ココのへりくだった物言いにティアは、どきりとした。あの優しかったココの自分を見る目が今は、どこか突き放したように遠い。鋭い目線は険けんを帯び、静かな怒りを感じた。

「ココ、いったいどうしたの？　わたしたち親友でしょう」

　ティアが心細さのあまり涙ぐむと、ココは、ふいっと背中を向けた。

「世話役にあなたを選んだこと、怒っているの？　一緒に王宮まで行くことがあなたの本意でないことは知っているわ。でも、突然聖なる花嫁に選ばれて、わたしもどうしたらいいかわからないの。わたし、怖いの……」

　ラスカの存在自体がティアには恐ろしい。だが、なにも知らないココは冷たい目でティアを見下ろす。

「……ラスカ様がきっとティアを守ってくださるわよ。なんの心配もいらないわ」

　ティアは、ラスカのなぶるような視線を思い出して、自分を抱きしめるように腕をまわした。

「あんな男の妻になるなんて、想像するだけで身の毛がよだつわ。ココならわかってくれると思ったのに」

「王宮に入って、王太子妃とあがめられてきれいな衣装を着せられて、あの美しいラスカ様のおそばにいられるなんて、すごい幸運じゃないの？」

　ティアはかっとなった。

「幸運？　どこが？　王宮に行けば、たくさんの美び姫きがいるのよ。それこそ、ヘレイン様やアニス様みたいな完かん璧ぺきな淑しゆく女じよが。王宮にわたしの味方は一人もいやしないわ！　おまけに夫となる人は、狩り気分で女性に手を出すような最低な人よ！」

　ココは背中を向けたまま、依い然ぜんとして返事をしない。

　ティアの目からぽろぽろと涙がこぼれた。

「わたしはこんなこと、望んでいなかった。殿下がわたしなんかに目をつけたのも身勝手な理由からよ」

　ココの肩がぴくりと揺れた。

「……あなたが聖なる花嫁に選ばれた理由ってなに？」

「殿下は、そりが合わないハルバート公爵を失脚させたいのですって。だからアニス様を王妃にしたくなかったそうよ。そこでたまたま目についたわたしが選ばれたらしいわ」

　さすがに、ラスカの弟のレオが自分に片想いしているかもしれないからとはいえなかった。そんなはずはない。宴の席で、ティアを見た彼の視線はあまりにも冷静だった。緊張のあまり鼓こ動どうが跳はねあがったティアとは大違いだ。

　ティアは両手で顔を覆った。

「こんなひどいことってないわ。わたしはただ、神殿で心穏やかに暮らしていきたいだけなのに。贅ぜい沢たくなんかできなくていい。あんな男の妻にされるくらいなら、死んだほうがましよ」

　ティアは、声もなく泣き続けた。心に絶望だけが広がっていく。王宮という未知の場所に連れていかれる恐怖と、ラスカに対する嫌けん悪お感かんが全身を満たしていた。

「……そんなに王太子妃になりたくないの？」

「え？」

「……ラスカ様の花嫁になるのはそんなに嫌？」

　ティアは睨むようにココを見み据すえるときっぱりと言った。

「死んでも嫌」

　するとココが深々とため息をついた。

　くるりとティアを振り返ると、いつもの親しげな笑顔を見せてくれる。

　いたわるような優しい眼差しにティアは心底ほっとした。

　だが、次の瞬間ココの口から飛び出したのは、信じがたい言葉だった。

「そんなに嫌なら、わたしが身代わりになってあげる」
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　ティアを乗せた馬車は、神しん殿でんから王宮までの道を粛しゆく々しゆくと進んでいく。結婚式まで素す顔がおをさらせないティアは、頭からヴェールをかぶり、顔を隠かくしていた。これは姫ひめ巫み女この神性を保たもつための昔からの慣例だった。そのため、民衆が王宮へと移動するティアの素顔を知ることはできない。だが、ヴェールに包つつまれながらも、ティアの楚そ々そとしたたたずまいは人々の心を捉とらえて離さなかった。

　平民出身の娘が王おう妃ひに選ばれることなど、じつに数百年ぶりの出来事だった。

　周囲の人々はティアをまるで神の使いのようにあがめ、うやうやしく接してくる。そんな態度さえティアには恐ろしいもののように思えてしかたなかった。

　これまで神殿で慎つつましく暮らしてきたが、今や着替えや入にゆう浴よくにすら必ず誰かが付つき添そい世話を焼いてくれる。新たな環境に慣れることができないでいた。

　やがて馬車は、正門をくぐって、王宮の内部へと進んでいく。

　田舎いなか育ちのティアは、初めて目にする王宮の威い容ように目を丸くした。白はく亜あの宮きゆう殿でんは、まるでおとぎ話に出てくるお城のようだ。視界に入る草木も丁てい寧ねいに剪せん定ていされ、芸術作品のように美しい。めまぐるしい環境の変化に今日からこの城で暮らすのだと言われても、ティアにはなんの実感も湧わかなかった。

　馬車がゆっくりと止まった。

　扉が音もなく開かれる。

　顔を上げると、ラスカがいつもの傲ごう慢まんな笑みを浮かべてティアを待ち構えていた。ラスカは両手を広げてティアを抱き、馬車から下ろす。

「あっ……」

　ティアの顔がひきつる。だが、顔を覆おおったヴェールのせいで誰もティアの心を知ることはできない。ただ一人、ティアに直接触れたラスカだけが、未来の妃きさきの反応を楽しそうに笑っている。

　ラスカはヴェール越しにティアの頰ほおに素早く口づけて、耳元でささやいた。

「よく来たね。わたしの花嫁」

「殿でん下か……」

　ティアの声は暗い。そんな反応すら、ラスカは楽しそうに受け止める。

　ラスカに手を引かれて、王宮へ続く階段を上ると、真っ赤な絨じゆう毯たんが奥へと真まっ直すぐ伸びていた。ティアは、真っ白なドレスの裾すそをつまむと、ゆっくりと歩きだした。

　廊ろう下かの途中で、ラスカはいくつも角を曲がった。

　どんどん王宮の中心部から離れていく。

　ティアはだんだん、ここが王宮のどのあたりに位置するのかわからなくなっていた。

　いくつもの廊下を曲がり、階段を上ったところで、ぴんと背を伸ばしたいかめしい顔つきの女性が待っていた。同じように、感情の読めない無表情の女性たちが背はい後ごに控ひかえている。

「殿下、お帰りなさいませ」

「ティア、女によ官かん長ちようのミラルダだ。今日から、きみの世話をしてくれることになっている」

　ティアは、軽く一礼した。

「……お世話になります」

　ラスカは、ミラルダにティアを預けると、そのまま来た道を戻ろうとする。

　だが、お別れの口づけをヴェール越しにティアの頰に落としたとき、ついでのように言った。

「……今夜、部屋に行くよ。三度、扉とびらをノックする音が聞こえたら鍵かぎを開けておくれ」

　ティアの指先が小こ刻きざみに震ふるえた。

　ラスカの言葉が、ティアを絶ぜつ望ぼうのどん底に叩たたき落とした。

　結婚式もまだなのに、ラスカは今夜ティアの部屋を訪おとずれるという。

　その意味がわからないほどティアは無む知ちではない。

　かつては娼しよう館かんに売られそうになった過去もある。

　ラスカの言葉が、悪夢のように耳の中で反はん響きようした。

　案内された部屋には、今まで見たこともないほど華か美びな飾りつけがほどこされていた。

　籐とうの長なが椅い子すに線の細い優ゆう美びなテーブル、窓辺ではカーテンがささやくように揺ゆれ動き、テラスの向こうから真っ白な陽光が差し入り室内を照らしていた。

　衣装部屋には、色とりどりのドレスがぎっしりと詰つまっている。

　寝室には巨大な天てん蓋がい付きのベッドが用意され、羽う毛もうの詰まった枕まくらがいくつも敷しき詰められていた。

　ティアのために用意された部屋は、五つもあった。だが女官長の説明によると、王妃になれば、南の一いつ棟とうがまるごとティアのための住まいになるらしい。

　二階の窓から庭を見下ろすと、白い石で造られた噴ふん水すいがある。東あずま屋やには細かい彫ちよう刻こくがほどこされた石のベンチがあり、白い屋根には薔ば薇らのつるがからみついていた。

　こんな立場でさえなければ、興味を惹ひかれて散さん策さくしていたかもしれない。

　奥の部屋には、すでにティアと同じようにヴェールで顔を隠した巫女が控えていた。

　ココだった。どうやらティアの世話係として一足先に王宮に来ていたらしい。

　親友の姿を見て、ティアはほっと胸をなでおろす。

　ようやく見知った顔を見て、涙ぐみそうになった。

「ココ」

　ティアは、すがりつくように親友のココを抱きしめた。

「よかった。日が暮れないうちに、あなたに会えるか不安だったの」

　するとココが咳せき払ばらいした。

「姫巫女様、わたくしのような身分の者に軽々しく抱きつくことなどなさってはいけません」

　ティアが振り返ると、ミラルダたち女官が、無表情のまま背後に立っていた。

　苛いら立だったティアは、勇気を振り絞しぼって、彼女たちに命令した。

「少しの間、彼女と二人きりにさせてくださいませんか」

「今はできません。さあ、おめしかえを」

　結婚式まで素顔をさらせないティアの世話は、これから付き添いの巫女であるココと限られた女官たちの手によって行われる。

　部屋に腰を落ちつける暇ひまもなく浴室に連れこまれ、ヴェールをはがされ衣服を脱がされて、全身を丁寧に洗われた。

　ティアの見事な金髪は、櫛くしを通すたびに艶つやを増し、柔らかく肩を流れ落ちる。真っ白な肌に、ゆったりと曲線を描えがく胸や腰に香こう油ゆが塗ぬられていく。だがその甘あまい匂においに不快感を覚え、ティアは吐はき気けがするようだった。

　ようやくほっと息をつけたのは、着替えが終わったあとだ。

　着慣れた巫女装しよう束ぞくではなく、白の夜よ着ぎ姿である。夕食の時間まで休むように女官長のミラルダに言われたティアは、居間に案内されると丁寧に頭を下げるココがいて、ほっとした。

「ココ、寂さびしかったわ……」

　親友と二人きりになり、ようやくティアはココの細い体をぎゅっと抱きしめる。心安らいだティアだったが、ふいにはっとなった。

「ティア、どうかしたの？」

　ココが首を傾かしげて尋たずねる。

　ティアは、青ざめた唇くちびるを震わせながら言った。

「大変なの、ココ。今夜ラスカ様が、この部屋に来るわ」

　さすがのココも顔色を変えた。

「まさか」

「本当よ。さっき言われたの。三度扉を叩いたら、鍵を開けてくれって……！」

　ティアは涙目になる。

「ココ、どうしよう」

　だが、ティアの心配をよそにココはゆったりと笑った。

「大丈夫よ。準備はできているわ。こういう事態も想定していたから」

「ああ、ココ、ごめんなさい、ごめんなさい。……ありがとう」

　ティアはやりきれない気持ちでココに抱きしめた。

　抱きつくティアをそっと押し返すと、ココは衣装部屋の奥から荷物を取り出してきた。

「あなたは、日暮れとともに変へん装そうして、この部屋から逃げて。当面の資金は、あなたには悪いけど、姫巫女のために用意された装そう飾しよく品ひんを失しつ敬けいしたわ。ごめんね」

「いいの」

「もしものときは、換かん金きんして足しにして」

「わかったわ」

「あと、わたしの古いつてを使って、あなたを雇やとってくれそうな場所に連絡をしておいたの。もちろん、詳くわしい理由は話してないけど、働き者なら大だい歓かん迎げいだそうよ」

「ココ、なにからなにまで本当にありがとう。でも、わたしが逃げたあとは、どうなるの？　あなたに責任が及ばないかしら？」

　それは、ココが聖なる花嫁の身代わりとなり、ティアを逃とう亡ぼうさせると聞かされてからの、一番の懸け念ねんだった。

「大丈夫。姫巫女は今夜から病やまいを患わずらって寝込む予定だから。半年後の婚礼を待たずして、聖なる花嫁は儚はかない命を終えるというわけ」

「うまくいくかしら？」

　ココは自信ありげに言いきった。

「必ず成功させてみせるわ。わたしだって、身代わりのまま一生を終えるなんてまっぴらですもの。ティアはただ、わたしを信じて無事に逃げてちょうだい」

「わかった。あなたを信じるわ」

　ティアは力強く頷うなずいた。ふと、ココが用意した荷物の中に、護ご身しん用ようの短たん剣けんを見つけると、ひどくはりつめた表情で鞘さやから剣を抜く。驚くココの前で、ティアは腰まで緩ゆるやかに流れ落ちる金髪を肩の上までばっさりと切り落とした。
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「レオ、交代の時間ですよ」

「ああ、ダーレン、わかっている」

　レオは、王宮にある騎き士し団だん専用の控えの間で革の手袋をはめている最中だった。愛用の剣を腰に佩はき、椅子から立ち上がる。

　生き真ま面じ目めなレオの行動に、くすんだ金髪に鳶とび色いろの瞳のダーレンはやれやれとため息をついた。

「仮にも王子であるあなたが、律りち儀ぎに夜や勤きんにつくなど、信じがたい話ですよ」

「馬ば鹿かを言うな。王宮の警備は騎士団に課かされた立りつ派ぱな仕事だ。なまけるわけにはいかない」

　この謹きん厳げん実じつ直ちよくなレオの性格をダーレンは高く評価しながらも、惜おしいと思う。

「本来なら、庶しよ子しのラスカ様ではなく、正妃を母親に持つあなたこそが王太子の座につくはずだったのに……」

　またその話かと、レオがうんざりした顔をみせた。

「兄上は、有ゆう能のうな方だ。今では病に臥ふせりがちな陛下に代わって業ぎよう務むをこなされている。それに俺は国王の器うつわじゃない」

「ですが、ラスカ様は貴族たちの思おも惑わくを裏切って、ハルバート公こう爵しやく令れい嬢じようではなく、取るに足りない下位の巫女を花嫁に選ばれた。おかげで新しい姫巫女の立場は危あやうい」

「時間の問題だろう。姫巫女が無事に王子を出産すれば、立場は安定する。必ず後こう見けん人にんになろうとする有力貴族が現れるだろうからな」

　ダーレンが神しん妙みような顔つきでレオに告つげた。

「……その姫巫女の後見人ですが、さっそく大物貴族が名乗りをあげていますよ」

　レオが驚く。

「誰だ？」

「わたしの父です」

　意外な人物にレオが眉まゆをひそめる。

「スタンレイ公爵が？」

「ええ。昨晩、内々に呼び出されて相談されました。姫巫女が王妃にふさわしい女性なら、スタンレイ公爵家が彼女の立場を守ると」

　ダーレンはスタンレイ公爵の息子むすこである。その有能さを買われて、騎士団に入れられ、レオの側近になった。また、レオとダーレンはいとこ同士でもある。というのも、先代の王妃である巫女が、スタンレイ公爵家の出身だったからだ。レオの母親は、出産がもとで命を落としている。スタンレイ公爵は、たまたま同時期にダーレンを出産した妻に頼んで、二人を一緒に育てた。レオにとってダーレンは唯ゆい一いつ心を許せる存在だった。

　レオの母の死後、妻として国王の横に立っていたのは、愛あい妾しようから成り上がった女性で、正式な后ではない。だが、その愛妾はいくつもの策さく略りやくをめぐらせて、自分の息子であるラスカを王太子の座につけた。

　もともと王宮での醜みにくい権けん力りよく争いが苦手なレオは、父王が正妃の息子である自分を王太子にたてようとしたのを拒こばみ、一人の騎士として人生を歩むことを選んだ。騎士としての務つとめを忠ちゆう実じつに守るのも、ラスカに反はん意いがないことを示すためだ。

　ダーレンはそんな欲のないレオが不満だった。

「今夜は忙しいだろうな」

　レオは話を切り替えた。

「そりゃそうでしょう。姫巫女が王宮に移られた最初の夜ですよ。不ふ手て際ぎわがあったら責任は重大ですよ」

「兄上が惚ほれこんで迎むかえた花嫁だからな」

「でもここだけの話、本人は嫌いやがっていたということですが、大丈夫でしょうか」

「相手は兄上なんだから問題ないだろう」

　ラスカは意中の女性の心を摑つかむ術すべに長たけていた。かつて、婚約者と無理やり引き離された女性が、一晩でラスカの虜とりこになったという話を知らない者はいない。

「それにしても、ラスカ様の気まぐれにも困ったものですね。ラスカ様がそこまで惚れ込むほど、花嫁は美しいのですか？」

　第二王子であるレオは、新たな姫巫女誕生を祝う宴うたげに参加した際、姫巫女と直接言葉も交かわした。ヴェール越しとはいえ、顔も合わせている。

「ああ、美しい少女だった。まあ顔はヴェールで全然見えないんだけどな。彼女のかもしだす雰ふん囲い気きが見る者を圧あつ倒とうしていたよ」

　日ごろ、女性に対してあまり興味を示さないレオが、珍しく姫巫女を美しいと言いきった。

　ダーレンがくすりと笑う。

「あなたがそこまで言うのなら、わたしもひとめ見てみたいものですね。下位の巫女でありながら、殿下を一瞬で籠ろう絡らくするとはたいしたものです」

「いや、そういうたぐいの少女ではなくて……、そうだな、兄上の妻になる女性にしては、違い和わ感かんがあるといった感じかな？」

「違和感？」

「……清きよらかすぎるというか……」

　興味深そうに、ダーレンは姫巫女について語るレオを見つめていた。

「……本当に、神の意志というものが存在するのなら、彼女は間違いなく天がディセルナティアに遣つかわした聖なる花嫁なのかもしれない」

　ダーレンがますます愉ゆ快かいそうにレオの話に聞き入る。

「ほう、あなたにそこまで言わせる女性とはいったいどういう方なのでしょうね」

「まあ、どのみち俺たちには関係のない話だ」

　レオはそこで話を打ち切った。

　もう動かなければ、宿しゆく直ちよくの時間に遅れてしまう。

　レオはダーレンと別れて持ち場についた。

　そこは、姫巫女のいる棟と本宮をつなぐ連絡路だった。

　廊下に点々と灯ともされた明かりのおかげで、通路は明るい。

　そのときだった。

　レオの鋭えい敏びんな勘かんが何者かの気配を捉えた。誰かがこちらへとやってくる。

　心にやましいことでもあるのか、妙みように周囲を警けい戒かいしている様子だ。

「間かん者じやか？」

　レオは、闇の塊かたまりが動く気配を追って、ゆっくりと動きだした。

　やがてその人ひと影かげは庭に下り、細い小道を小走りに進んでいく。

　レオも息を殺して後をつけた。

　と、人影が戸と惑まどうように周囲を見渡しているのがわかった。

　道に迷ったらしい。

　なんとも間ま抜ぬけな間者があったものだ。

　レオは苦笑しながら見張る。

　すると闇の塊でしかなかったものが、月明かりに照らされて、一瞬姿を現した。小こ柄がらな少年の背中が、あたりをうかがうようにさまよっている。くすんだ黒髪が耳の後ろで揺れていた。

　おかしい、とレオは思った。

　あんな素人しろうとくさい間者の侵しん入にゆうをやすやすと許すほど、王宮の警備は甘くない。

　嫌な予感がした。

　なにより彼が、姫巫女の住まう棟の方角からやってきたことが気になった。

　もし、なにか重要な犯はん罪ざいにあの少年がかかわっているのなら、騎士団も警備の責任を問われることになる。

　迷っている暇はない。

　レオは闇にまぎれて少年の背後に近づくと、口をふさぎ胴どう体たいをはがいじめにした。

「……っ」

　少年が激はげしくもがく。

　レオは、暴あばれる少年を荷物のように引きずりながら近くのリネン室にひっぱりこんだ。

　力任まかせに床に突き飛ばすと、部室は薄暗がりのため顔はよく見えないが、少年のおびえる気配が伝わってくる。黒髪に縁ふち取どられた少年の顔は血の気を失うしない、淡あわいはしばみ色の瞳ひとみに不安がにじむ。床には、彼が持ち歩いていた荷物の中身が散らばっていた。

「答えろ」

　レオは鋭するどく問いただす。

「なんの目的で王宮をうろついている？」

「わたしは……」

　妙に甲かん高だかい声は、変へん声せい期き前の少年のものに似ていた。

「正直に答えないと命はない」

　床に尻しりもちをついたままの格かつ好こうの少年が、そのまま後ずさる。

　レオの覇は気きに満ちた声が、さらに少年をすくませた。

　ふと、彼はなにかを探すように胸元を指でたどった。

　レオは舌打ちした。

　武器を持っていると判はん断だんしたのだ。

「隠しているものを出せ」

　言われて少年が、困こん惑わくしたように目を丸くする。

　レオは、素早い動作で少年の両手をつかむと床に押し倒すように上からのしかかった。

「やめて！」

　少年が叫さけぶ。

　だがレオは容よう赦しやしなかった。

「嫌だ！」

　片手で器用に少年の両手を封ふうじると、凶きよう器きを取り上げようと懐ふところに手をつっこんでおもいきりまさぐる。

　と、柔やわらかな感かん触しよくがレオの指にからみついてきた。きめ細かいなめらかな肌にぎょっとする。もう一度、確認するように手を動かすと、あるはずのない膨ふくらみが、たしかにある。

「なっ」

　レオは思わず少年の上から体を起こした。

　同時に、鈍にぶい輝かがやきを放つなにかがレオの指に弾はじかれるように、床を転がった。

　それは、恐きよう怖ふにおびえる少年がすがる思いで握にぎりしめていたものだった。

　そのときだった。

「レオ、何事ですか？」

　少年の悲鳴を聞きつけて飛びこんできたのは、王宮を巡じゆん回かいしていたダーレンだった。

　彼の持つランタンの明かりが室内を照らし出す。

　そのときのダーレンの驚きは、形けい容ようしがたいものだった。

「レオ、あなたとは長い付き合いですが、年とし端はもいかない少年を手ごめにする趣味があったとは知りませんでしたよ」

　レオは真っ赤になって叫んだ。

「馬鹿をいうな！　こいつは女だ」

　ダーレンはため息をつく。

「相手が女性とはいえ、無む理り強じいはよくない」

「おまえ、面おも白しろがっているだろう！　冗じよう談だんじゃない。こいつは侵入者だ。姫巫女の住む棟からこそこそと出てきた。怪あやしいから捕らえただけだ」
















「姫巫女の……？」

　ダーレンが一歩リネン室に足を踏ふみ入れると、彼の靴くつ先さきになにかがあたった。それはレオが、凶器と勘かん違ちがいして少年から奪うばおうとした小さな金属製のものだった。ダーレンが拾い上げて、興味深そうにまじまじと見つめる。

　やがてため息をひとつつくと少年を見み据すえた。

「とりあえず、事情を聞きましょう。あなたは誰ですか？」

　少年、いや少女は乱れた胸元をかき集めるようにして自分の体を抱きしめると、追いつめられた子羊のようにおびえた様子で震えていた。はしばみ色の瞳が恐怖に揺らいでいる。

「もう一度、お尋ねします。あなたはどこのどなたですか？」

　だが、少女は緊張のあまり言葉が出ないようだった。

　ダーレンは指輪を少女の前にかざしながら言う。

「あなたは、おそらく神殿の関係者でしょう。姫巫女と一緒に王宮にやってきた巫女の一人ではありませんか？」

　すると少女がぴくりと反応した。

　おそるおそるダーレンを見上げると「どうして……？」とかすれた声で聞いてきた。

「どうしてわかったのかと聞きたいのでしょう？　簡単です。この指輪は、神殿に住まう巫女の証あかしだからです。しかも、下位の巫女のものであるため、銅で作られている。仮に、あなたが物取りだったとしても、この指輪を盗ぬすむ意味がない。金や銀なら潰つぶして売ることもできますが、銅の指輪など使い道もないから、なんの役にもたたない」

　ダーレンは、饒じよう舌ぜつに語りながら、ゆっくりと少女に近づいてくる。

　ランタンを床に置き、おびえる少女の腕うでを取った。右手の中指の付け根の皮ひ膚ふが赤黒くへこんでいる。ずっと長い間、指が変色するほどなにかがはまっていた跡あとなのは明白だ。ダーレンは無言で指輪を少女の指に通した。すると指輪は皮膚のへこみにぴたりと当てはまるようにきれいに埋うまった。

「ああ、やっぱり、ぴったりだ」

　確認が終わると、ダーレンは、素早く指輪を抜き取り、自分の懐にしまいこんだ。

　少女が一瞬非ひ難なんするような視線を向けたが、すぐに力なくうなだれた。

　冷静さを取り戻したレオが、少女に尋ねる。

「おまえは、本当に姫巫女の関係者なのか？」

　やがて観かん念ねんしたように少女は頷いた。

　レオは、床に散らばった宝石類を見やると、咎とがめるように言った。

「これは、姫巫女の私物か？」

　また、少女が頷く。

「街に出たら売れると聞きました……。換金すればしばらくは困らないと」

　ダーレンがあきれたように言う。

「困ったものだ。こんなに値が張るものばかりでは、すぐに足がつくでしょうに。浅はかな行動でしたね」

「そう、なのですか……？」

　少女が不思議そうに聞いてくる。

　レオは頭ず痛つうをこらえる仕草をした。

「なんで、こんなことをしでかしたんだ？　理由を言ってみろ」

　少女は顔をうつむけたまま答えた。

「今夜、王太子殿下がわたし……、いえ、姫巫女の部屋を訪れたいと言ってきて……。でも、姫巫女様はどうしてもそれが嫌で……」

　レオが先回りをするように言った。

「おまえに代わりをしろとでも言ってきたのか？」

　少女は、しばらく迷ったあとに頷いた。

「……はい」

　ダーレンがあとの言葉を引き取った。

「なるほど、それで親切で野心あふれる同どう僚りようが、金目のものを集めてこれを持って逃げるようにあなたにすすめたというわけですか。おそらくその同僚は、あなたが逃げれば、自分がラスカ様の相手になれると思ったのでしょう」

　少女はもはや答える気力がないらしく、うつむいたまま動こうとはしなかった。

　レオは、苦い顔をしたまま、ダーレンに視線を送った。

　ダーレンは、しばらく考えこんだあとおもむろに口を開いた。

「とにかく、ことの真しん偽ぎがはっきりするまで、この少女の身み柄がらを預かるしかないでしょうね」

「どこに匿かくまうんだ？」

「レオの部屋が一番いいでしょう。あなたは、王子でもあるし、部屋は許された人間しか出入りができない。幸い、続き部屋でわたしの部屋ともつながっているし使いやすい」

「馬鹿な。騎士団の宿舎で女を預かるのか？」

「いたしかたないでしょう。当分の間男の子のふりをしてもらって、周囲には、新しい小こ姓しようを雇ったとでも言ったらいい」

　抗こう議ぎの声をあげようとするレオにダーレンはにっこりと笑顔で言った。

「もちろん、あなたが無む抵てい抗こうな婦ふ女じよ子しに不ふ埒らちな真ま似ねをするはずがないと信じていますよ」

「誰がそんな真似をするか！」

　ダーレンが愉快そうに笑いながら、ティアに聞いた。

「ところで、あなたのお名前は？」

　しばらくの無言が続いたあと、少女は小さな声で答えた。

「ココ……」
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　翌日、ティアはいつもの習慣で夜明けとともに目を覚ましていた。

　眠い目をごしごしとこすりながら、やがて、ぼんやりとしていた視し界かいがはっきりすると、ぎょっとする。

「ここ、どこ……？」

　古びた簡かん易いベッドの上で目を覚ましたティアは、呆ぼう然ぜんと部屋中を見回した。

　簡素な机と本ほん棚だな、小さなテーブルと二に脚きやくの椅子があるだけの質しつ素そな部屋だった。薄うすいカーテンの向こう側が、ほんのりと明るい。

　やがてティアは、昨晩の悪あく夢むのような出来事を思い出した。

　──そうだ。わたし、ココと入れ変わって逃げ出そうとしたところを物取りに間違えられて……。

　思い出しただけで全身が震えた。

　成り行きとはいえ、男性に体をまさぐられたのだ。気分がいいわけがない。

　だが、その後の彼らの態たい度どは紳しん士し的てきだった。

　ことの真偽がはっきりするまで、ティアを小姓として匿うとまで言ってくれた。

　しかも、彼が神殿の井戸で会った青年であったことにティアは驚きを隠せないでいた。

　彼なら信用できるかもしれない。そんな気がしていた。

「しっかりしなくちゃ」

　本来ならココの紹しよう介かいしてくれた知人のところに行くはずだったが、事態が事態だ。

　この部屋に住む限り、ティアはレオの小姓として振る舞わなければならない。

　ティアはベッドから起き上がると、丁寧にシーツの皺しわを伸ばした。換かん気きのために窓を少し開けると、明け方の冷たい空気が吹きこんでくる。

　壁にかけられた小さな鏡をのぞきこむと、淡いはしばみ色の瞳に短い黒髪の少年が映っていた。着ている服の肩かた幅はばが合わないのは、レオのお古をもらったからだ。ココが用意してくれた服では、みすぼらしすぎて、主あるじであるレオの恥はじになると言われたので着替えたのだ。

　昨晩、ココと入れ変わる直前、ティアは腰まであった見事な髪を自みずから切った。ココの覚かく悟ごに答えるためだ。ココはティアの行動に驚いていたようだった。

　ココにすすめられるままに染めた髪が一分の隙すきもなく黒く染まっていることを確認すると、出入り口の扉に手を伸ばした。ところがティアの逃走を懸念してか、部屋にはしっかりと鍵がかけられている。

　ティアはいっきに気分が落ちこむのを感じた。

　もし朝になって、姫巫女の失しつ踪そうが世間に知られたら、大おお騒さわぎになるに違いない。

　ココの作戦がうまくいくことを祈いのりつつ、ベッドに腰掛けて時間が過ぎるのを待った。

　やがて完全に夜が明けきったころ、扉の鍵が開く音がした。

　レオが戻ってきたのかと、とっさに身み構がまえた。

　だが、ひょっこり顔を見せたのは、侍じ女じよのお仕し着きせに身を包んだ中年の女性だった。

　ティアと目があったとたん、女性はぎょっとしたように立ち止まっていたが、やがて事情を理解したのか、優しく声をかけてきた。

「あなたがレオ様の新しい小姓？」

「はい」

「ダーレン様から、話は伺うかがっています。お名前は？」

　ティアは口ごもりながら答えた。

「……カ、カイです」

　とっさに偽ぎ名めいが口をついて出た。

「そう、カイ、よろしくね。わたしは、メレア。本来は王宮の侍女なんだけど、週に一回だけ、騎士団の宿舎の清せい掃そうとシーツ交こう換かんを任されています」

　ティアはあわててベッドから立ち上がった。

「お手伝いします」

　メレアは顔を曇くもらせて首を振った。

「慣れない人には無理よ。それに、三十人以上の騎士様方のお部屋のシーツを変えるのは、楽ではないわよ」

「たぶん大丈夫です。毎日の仕事でしたから」

　ティアの言葉を疑わしそうに聞いていたメレアだったが、ティアが手早くシーツを交換するのを見て、目を丸くした。

「まあ、本当に上手じようず。しかも、速いわね」

　メレアは、暇を持て余すティアを遠えん慮りよなくこき使うことにした。そのほうが、ティアの表情が生き生きとして、働く喜びをかみしめているからだ。メレアはいつもの三分の一の時間でシーツ交換と掃除を終わらせた。

「せっかくだから、お茶にしましょう」

　メレアが厨ちゆう房ぼうに向かうのを見て、ティアは場所を覚えようと後ろをついて行った。メレアがすれ違う人たちに、レオの小姓として紹介してくれる。おかげでティアは、自ら名乗らなくても、その存在を周囲に認識してもらえるようになった。

　メレアは厨房でお茶の支し度たくをしながら、ティアにレオとダーレンの好みの味を教えてくれる。ティアは真剣な顔つきでメレアの説明を聞いていた。だが、メレアとお茶をする暇はなくなってしまう。

　カイの存在を聞きつけた料理長が口をはさんできたからだ。

「そいつが、レオ様が新しく雇った小姓かい？」

「ええ、そうよ」

　ぞんざいな口調の料理人に、メレアはおっとりと答える。

「そいつはちょうどいい。レオ様たちの部屋に朝食を運んでくれないかい？　今日は、部屋で食事をとりたいと言ってきてるんだが、今手が空あいてるやつがいないんだ」

「まあ、それはわたしの仕事ではないし、カイはまだ宿舎に来たばかりよ。自分たちの仕事は自分たちでやってちょうだい」

「でも新人とはいえ、小姓は、小姓なんだろ？」

　なおも言い返そうとするメレアを止めるように、ティアは口をはさんだ。

「あの、大丈夫です。……ぼく、料理運べます」

　こうしてティアは、部屋と厨房を往おう復ふくして二人分の料理を運んだ。

　おいしそうな匂いに空腹を刺し激げきされたが、小姓の立場上、主と食卓を共にすることはできない。ティアの分はあとで食堂に用意される予定だった。

　レオの部屋にある簡素なテーブルにナイフとフォークをきれいに並べ終えたころ、メレアが頃合いを見計らったように顔をのぞかせた。

「あなた、甘いもの好きかしら？」

「はい」

　ティアが頷くと、メレアはいたずらっぽい表情で布の包みを差し出してきた。中身を開くと香ばしい匂いとともに、焼きたてのクッキーが姿を見せた。ティアの顔色が輝く。

「これ、ぼくにですか？」

「手伝ってくれたお礼よ」

　ティアは、ひと息ついたところでレオの部屋の寝しん台だいに腰を下ろすとクッキーをひとくちつまんだ。

「おいしい」

　蜂はち蜜みつとバターをふんだんに使ったクッキーはとろけるように甘かった。ひとくち食べるごとに幸せの味がした。ティアは、料理の載せられたテーブルになにげなく視線を移し、そこではっと気がついた。水差しがないのだ。

　グラスは用意したのに、肝かん心じんの飲み物がないのでは話にならない。

　ティアは、ベッドの端にクッキーの包みを置くと、あわてて厨房に引き返して、水差しをもらうと足早に部屋へと急いだ。

　と、そこで怖こわい顔をして立ちふさがるレオと遭そう遇ぐうした。

「おまえは、なにをやっているんだ！」

　ティアは意味がわからないと言うように瞳を瞬またたいた。

「？　お水をお持ちしたのですが……」

　だが、レオの怒いかりは止まらない。

「誰が、部屋を出ていいと言った！」

　ティアは、自分に盗人ぬすつとの嫌けん疑ぎがかけられていることを思い出して肩をすくめた。

　レオはティアの腕を乱らん暴ぼうにつかんで、部屋の中に押し戻す。水差しを抱きしめたまま、ティアの表情がこわばった。レオが部屋の内側から鍵をかけたからだ。もちろん、話を人に聞かれないための配はい慮りよだろうが、ティアは昨晩体をまさぐられたことを思い出し、本ほん能のう的てきな恐怖を感じた。

　だが、夜勤を終えたあとの疲ひ労ろうもあるのか、激げつ昂こうするレオを止めるのは難しかった。

「俺たちのいない間に、逃げ道でも探そうとしていたのか？　そうはいかないぞ。やましいことがあるから部屋を抜け出そうとしたんだろう」

　ティアは首を振った。逃げようという発想さえ持たなかったティアは、怒ど鳴なられても困惑するしかなかった。はしばみ色の瞳を大きく開いて、必死に無実を訴うつたえようとするが、レオは聞く耳を持ってくれない。

「わたしはただ、朝食の支度を手伝っただけで……」

「見苦しい噓うそをつくな。厨房は通用門のすぐ近くだ。隙を見て逃げ出す機会をうかがっていたんだろう？」

「違います」

　レオの剣けん幕まくにティアは水差しをかかえたままじりじりと後こう退たいする。壁かべ際ぎわにある本棚が背中にあたったとき、足が震えた。

　そのとき、ふいに扉が開いた。

　くすんだ金髪に鳶色の瞳のダーレンが、鍵を握りしめたまま、ティアとレオを交互に見る。

「あなたがたは、朝っぱらから、なにをやっているんです？」

　レオが苛立たしそうに言った。

「こいつが逃げ出そうとしていたんだ。やはり、騎士団長に相談して牢ろう屋やに入れたほうがいいだろう」

　ティアが無言で首を振る。

「違う……」

　ダーレンは室内を見回し、テーブルに用意された食事を見るとほがらかに笑った。

「あなたが用意してくれたんですか？」

　こくんとティアが頷くと、ダーレンは「ご苦労でしたね」とねぎらってくれた。

　ティアは、水差しをかかえたまま部屋を走ると、ダーレンの後ろに隠れるようにして背中にしがみついた。ダーレンが軽くレオを睨にらむ。

「あなたはもう少し、女性への心こころ配くばりを学ぶべきでしょうね。身近にいい見本がいるのに、どうしてこうせっかちなんでしょうね。ココがすっかりおびえている」

　ティアは、思わず顔を上げた。自分が昨晩ココの名を騙かたったことを思い出す。

「せっかく用意してくれたのですから、さっそく朝食をいただくことにしましょうか」

　ダーレンがなんのためらいもなく席につくと、不ふ機き嫌げんなレオの顔がますます険けわしくなる。

「ダーレン、やめとけ。毒でも盛もられたら大おお事ごとだぞ」

「おや、レオ、あなたは食べないのですね。それではココ、あなたがいただきなさい」

「……ですが」

「それとも本当に毒でも入っているのですか？」

　すると、むっとした顔になったティアが、堂々と食事の席についた。水差しをテーブルの真ん中に置くと手を組んで祈りの言葉を口にする。目を閉じて祈る姿は敬けい虔けんな聖職者そのものだった。

　その姿にレオは思わず見とれてしまう。だがすぐに我に返ってそっぽを向いた。

　ティアの祈りが終わると、ダーレンがパンをちぎって口に運んだ。朝から動きっぱなしだったティアも空くう腹ふくを感じて、蒸し鳥のサラダを口にする。そのまま目玉焼きを飲みこみ、新しん鮮せんなチーズに舌した鼓つづみをうった。

　レオは不愉快そうにその様子を見ていたが、自分の考えなしの言動を後こう悔かいしはじめたようだ。つまり、レオも空腹を感じているのだ。

　盛大にお腹を鳴らしたレオに、ダーレンがおかしそうに吹き出した。

「レオ、あなたの負けですね。この通り毒など入っていません。さあ、あなたも席に座りなさい」

　ティアが席を離れると、不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じでレオが食卓に座った。

　食事を終えたあと、ダーレンはおもむろに席をたった。

「ちょっと用事がありますので、お先に失礼しますね」

「行ってらっしゃいませ」

　ティアは丁寧に頭を下げたが、レオはあわてて呼び止める。

「ちょっと待て、ダーレン、どこへ行くつもりだ？」

「スタンレイ公爵家ですよ。父上からお呼びがかかっているんです」

「例の姫巫女の後見人の件でか？」

「ええ。そのことで話があると」

　ティアがさっと顔色を青ざめさせる。とっさに身代わりになってくれたココのことが気になった。

「あの……姫巫女様は、ご無事なのですか？」

「ええ。今朝は早くから神殿に礼拝されていたとか。ずいぶん敬虔な神の信しん徒とと聞いていますからね」

「……姫巫女様はその……ご病気なのでは？」

　ティアがいぶかしげに問う。

　ココの計画では、姫巫女は病に倒れ床につくはずだった。どういうことだろう？

「さあ、そのような話は聞きませんが……」

「そう、ですか……」

　ティアはほっとする。どういういきさつがあったのかはわからないが、大事にはなっていない様子から、ココは昨晩をなんとか切り抜けたらしい。あとは彼女の計画がうまくいくことを神に祈るしかなかった。

　ダーレンが部屋を去ったあと、レオは隣りん室しつに続く扉を開く。ティアを匿うために、レオとダーレンが一緒の部屋を使うことになったのだ。レオの部屋が、一時的にティアの部屋となっている。

「しばらく仮眠をとるから、おまえは入ってくるな」

　そういってレオは乱暴に扉を閉めた。

　ティアは、ふう、と肩で息をつくと朝食の後片づけを始めた。

　正直、レオという人間がよく分からない。

　最初に出会ったときは、礼れい儀ぎ正しい青年だった。

　次に会ったときは、王太子である兄に従じゆう順じゆんな騎士だった。

　だが、三度目の出会いは、最悪だった。

　王宮を脱走しようとしたティアに非ひがあるとはいえ、言動は乱暴で、少しも優しくない。きっとあれが素すのままの彼なのだろう。髪の色が違うせいか、井戸でぶつかったことも覚えていないようだ。

「男の人なんて、やっぱり嫌きらいよ」

　食器を片づけながら、ティアは独ひとり言ごとをつぶやいた。
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　スタンレイ公爵家に足を運んだダーレンは、そのまま公爵の執しつ務む室しつに通された。

　古い樫かしの木の扉を開くと、大きな執務机に座った公爵が顔を上げた。

　四十をとうに過ぎた今でも、スタンレイ公爵ヨークは、老おいを感じさせない立派な貫かん禄ろくの持ち主だった。くすんだ金髪を後ろに流し、深しん緑りよくの上等だが華美ではない衣服を身につけている。それがかえってヨークの存在感を際きわ立だたせていた。

　ダーレンが一礼すると、ヨークはさっそく話を切り出した。

「王宮はどんな様子だ？」

「いつもと変わりありません。姫巫女の世話を任された女官長たちも、何事もなく仕事にあたっているとか」

「その姫巫女はどんな様子だ？」

「実は今朝、王太子殿下と仲良く庭を散歩する姿を目もく撃げきしました。はためにも、初うい々ういしい恋人同士であることがうかがえます」

　公爵は、憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

「……巫女は敬虔な神の信徒で結婚を嫌がっていると聞いていたが、女とは単純だな」

　ヨークは残念そうに肩をすくめた。

　だが、ダーレンはなぜか楽しそうに笑った。

「なにがおかしい？」

　ヨークに聞かれて、ダーレンは唇をほころばせた。

「実は、昨晩、レオがネズミを一匹捕とらえてきました」

「どこかの間者かなにかだったのか？」

「いえ、世間慣れしないみすぼらしい少年の姿をしていましたが、実は少女でした。しかもレオの説明によると、彼女は姫巫女の住まう棟から抜け出してきたとか。少女はココと名乗り口を割らせたところ、姫巫女に仕つかえる巫女であることが判明しました。神殿に確認をとったところ、たしかにココという名の巫女はいるそうです。なんでも昨晩、王太子殿下の来らい訪ほうを嫌がる姫巫女に懇こん願がんされて、殿下の相手をするように言われたそうです。それを嫌ったココが、王宮を出しゆつ奔ぽんしようとした。そこをたまたまレオに捕まったというわけです」

　ヨークが興味深そうに目を細めた。

「その娘は、今、どうしている？」

「とりあえず、ことの真偽がはっきりするまではとレオとわたしで匿っています。ですが、今のところ姫巫女のまわりで仕える巫女の一人が失踪したという話は聞きません。……一方で、今朝がた、王太子殿下が親しん衛えい隊たいと信頼できる数名の騎士たちに、一人の少女の捜そう索さくを依頼したそうです。年のころは十五、六、金髪で美しいはしばみ色の瞳の少女だそうです」

　ヨークは言葉を失った。新しい姫巫女の誕生を祝う宴で、ヨークもまた、人づてに彼女の容よう姿しと特とく徴ちようを耳にしていた。

「つまり、失踪したのは、姫巫女本人だと言いたいのか？」

「それはまだなんともわかりませんが……」

　そこでダーレンは、懐からなにかを取り出した。薔薇の意い匠しようがほどこされた銅の指輪だった。ダーレンが指輪を机の上に置くと、ヨークは指輪を手に取りくるくるとまわした。先代の聖なる花嫁を身内に持つヨークは、その指輪がなんなのかを知っている。

「この指輪がどうした？」

「内側をよく見てください、文字が彫ほられています」

　ヨークが指輪を斜めにして言われた通りに見てみる。瞬間、その表情が険しさを帯おびた。

　──ティア

　スタンレイ公爵ヨークが、その名前を知らないはずがない。不幸な偶ぐう然ぜんで姫巫女に選ばれた少女の名前が間違いなく彫られている。

「この指輪をどこで見つけたんだ？」

「ココを名乗る少女が身につけていたものです」

「そのココとやらが、不当な手しゆ段だんで手に入れたものである可能性は？」

「ありません。間違いなく本人の持ち物です」

　ヨークは深々とため息をついた。

「つまり、そのココを名乗る少女こそ、ラスカ様に見み初そめられた、聖なる花嫁なのだな？」

「わたしはそう考えています。それに、姫巫女本人が失踪したのに、王宮側はあまりにも静かすぎる。おそらく本物が見つかるまで、代理をたてたのでしょう。姫巫女は、結婚式が終わるまで素顔を人前にさらせません。いくらでもごまかしがきく。その代理にたった少女こそ、本物のココという名の巫女なのではないのかと。彼女は、結婚を嫌がる姫巫女を甘い言葉で誘ゆう惑わくし、王宮から逃げるようにけしかけた。逃走の準備をしたのも、ココでしょう。レオが捕らえた少女は、髪を切って変装し、姫巫女の装飾品の一部を持って逃げていました。どれも、すぐに足がつくような高価なものばかりです。まるで、本物の姫巫女を盗人として捕まえてほしいと言わんばかりのものでしたよ」

「姫巫女の後見人になる話は、しばらく考えたほうがよさそうだな」

「……時期尚しよう早そうかと思われます」

「姫巫女の失踪など、前ぜん代だい未み聞もんの珍ちん事じだな」

　ダーレンはくすくすと笑った。

「わたしはむしろ、今回の出来事は運命のように感じられます」

「どこがだ、妃きさきになるのを嫌がって王宮を逃げ出すような娘だぞ」

「その娘が、レオの手元にある。王権を握る聖なる花嫁がラスカ様を嫌って、騎士の道を選んだレオのそばにいる。これを運命と呼ばずになんと呼びましょうか？」

　ヨークは愉快そうに笑ったあと、隙のない目で息子を見た。今までレオはヨークがすすめる縁えん談だんをことごとく蹴けってきたのだ。どれほど見み目め麗うるわしい娘も、レオの前では無力だった。

「なるほど。面白いな」

「レオは、自分が匿っている少女の素性を知らない。ですが、奸かん智ちに長けた貴族の娘より、レオにはああいう世せ俗ぞくの垢あかにまみれない少女のほうがふさわしいと思いました。聖なる花嫁が、もしも自分の意志で王となる人物を選んだとしたら、人々はどう思うでしょうね」

　ヨークは、しばらく考えこんだあとおもむろに口を開いた。

「今は様子を見るしかないな。下へ手たに動けば、こちらにも火の粉が飛びかねない」

「御ぎよ意い」

　ダーレンは、うやうやしく頭を下げた。
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　ティアの朝は早い。

　夜明け前に起き出して、部屋の清せい掃そうを済ませると水場へとやってきた。レオとダーレンが身につけていた服を洗せん濯たくして日当たりのよい場所に干す。レオたちが、部屋で食事をとるときは、その準備も手早く済ませなくてはならない。服のほつれを見つければ、丁てい寧ねいに繕つくろう。

　いつしかティアの裁さい縫ほうの腕うで前まえに感心した騎き士し団だんの団員が、こっそり針仕事を頼んでくることもあった。騎士団員とはいえ、裕ゆう福ふくな家の出の者ばかりではない。騎士になるだけあって志こころざしは高いが、実家が貧まずしいとか、次男で爵しやく位いを継つげないので騎士の道を選んだという者も多くいる。

　七歳のころから神しん殿でんで暮らしていたとはいえ、貧しい暮らしを知るティアは、彼らの願いを無む下げにはできなかった。ときには徹てつ夜やしてまで仕事を請うけ負おうこともあった。すると気のいい彼らは、お礼に街で買った揚あげ菓が子しをこっそり差し入れてくれたり、剣の稽けい古こをつけてくれようとしたりする。

　初めて剣の稽古の手ほどきを受けたとき、ティアは三日の間、両手がしびれ、肩より上に手が上がらなかった。

「カイは非ひ力りきだな。そんなんじゃ、レオ様の小こ姓しようなどつとまらんぞ」

　と本気で心配してくれる人もいた。

　最初は、男ばかりの暮らしに慣れず、声をかけられるだけで身をすくませ、戸と惑まどい、怯おびえていたティアだったが、少しずつ、今の環境になじみつつあった。思いがけない彼らの優しさに触ふれ、男性に対して頑かたくなだったティアの心は変わっていった。だが、慣れないこともある。

　レオである。

　ティアはどうもレオを怒らせてばかりいた。

　服を洗濯し、ほつれを繕えば「余計なことをするな」と怒ど鳴なられ、食事の用意を手伝えば、毒を盛もられていないかと警けい戒かいされる。向けられる猜さい疑ぎの視線は、出会った日からずっと変わらず、ティアは、レオと二人きりになるのが苦痛でしかたなかった。

　そんなときはダーレンが仲ちゆう裁さいに入ってくれるのだが、スタンレイ公こう爵しやく家けとレオの連絡役を務つとめる彼は、レオよりも忙しそうだ。

　レオが騎士団で忙しく働いている間、ティアは厨ちゆう房ぼうに出入りして、皿洗いを手伝うようになった。やがて、野菜の皮むきをやらせてもらうようになり、ひと月とたたないうちに、料理の味付けまでさせてもらえるようになった。もともと神殿で、厨房の仕事も請け負っていたティアは手て際ぎわよく、なんでもこなした。

「カイはひょっとして南部の出身かい？」

　ティアの作った料理をひとくち食べた騎士が、聞いてきた。この日の料理は、ティアが生まれ育った家で習い覚えたものだった。

「ええ、まあ」

　すると騎士の顔がぱっと明るくなる。

「やっぱりそうか。この味、どこか懐なつかしいと思ったよ。おれも南部の出なんだ。カイはグリセリアの花祭りを知っているかい？」

　ティアもうれしそうに頷うなずく。

「はい。両親に連れられて、何度も行ったことがあります。毎年、街で一番美しい娘が春の女王に選ばれて、花車に乗ってパレードをするんですよね？」

「そうそう。実は、おれの婚約者も春の女王に選ばれたことがあってさ」

「それは大変名めい誉よなことですね。婚約者の方はさぞかし美しい女性なんでしょうね」

「まあね」

　照れながらも騎士は笑う。

　そのときだった。

　ティアの手が突然乱らん暴ぼうにつかまれる。

「レオ様……」

　ティアが戸惑いの表情を浮かべる。

「カイ、こんなところでなにをやっている。馬の世話を頼んでいただろう。のんきにしゃべっている暇ひまがあったら、さっさと仕事をやれ」

　レオは力任まかせにティアを食堂から連れ去ると、厩きゆう舎しやとは正反対の方向の自室へとティアを押しやった。

　扉とびらを閉めると、レオがあきれ顔でティアを睨にらみつけている。

「おまえ、自分の立場をわかっているのか？　あんなに簡単に自分の過去をぺらぺらと他人に吹ふい聴ちようしてまわるやつがあるか！」

　ティアはむっとした。

「別にたいしたことは話していません。南部出身者などたくさんいるでしょう？」

　レオは頭ず痛つうをこらえる仕草をした。

「……おまえ、姫巫女のところに連れ戻されたいのか？」

　とたんにティアの顔が青ざめる。

「……嫌いやです」

「だったら不用意な言げん動どうは慎つつしめ。言いたくないが、俺の小姓というだけで目立つんだ。こういう話は人づてに勝手に広まっていく。そういう情報が積み重なれば、おまえが何者か特定することは難むずかしくないんだぞ？」

　ティアは、自分の不注意を後こう悔かいした。レオは王族だ。彼の小姓というだけで、自分が注目されることなど考えもしなかった。

「申し訳ありません」

「わかればいい」

　そのままレオは部屋の外へと出て行った。

　ティアはほっとため息をついた。

　いつの間にか騎士団にいるのが当たり前になってしまっている。

　それにまさかラスカもティアがこんなところに隠かくれているとは思うまい。自分は髪を切って男の小姓のふりをしているし、そう見つかることもないだろう。

　ティアは今の環境に甘あまえてしまっている、そんな自分をひどく恥はじた。
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　レオの部屋に住むようになってからひと月以上が過ぎたころ、騎士団に国王から命令が下った。隣りん国ごくローデルの兵士が国こつ境きようを破やぶって侵しん入にゆうしてきたのだ。近隣の村が襲しゆう撃げきされ、ローデルの兵たちに占せん領りようされたという。レオたちは、二百人の騎士と三千の兵士を連れて、国境へと向かうことになった。

　旅の準備があわただしさを増すなかで、カイをどうするかレオとダーレンは話し合っていた。

「女を戦いくさに連れていけるか」

　レオが険けわしい顔で言い放った。

「ですが、カイはあなたの小姓です。連れていかなければ、まわりが不ふ審しんに思う」

「だが、カイは自分の身さえ守れない。戦力にならなければ足手まといだ。そのうえ、不自由な天てん幕まく暮ぐらしでは、カイが女だとばれる可能性が高い」

　その言葉にさすがのダーレンも返す言葉を失うしなった。

「では、こうしてはどうでしょう。カイをわたしの母に一時的に預けるのです」

「叔お母ば上うえに？」

「母上は今、ディセルナティア北東部にあるスレーフィアの別荘にいるんです。幸い、進軍途中で抜け出せる距きよ離りです。カイは急病で連れていけなくなったことにして、母に預ければ、誰も不審には思いませんよ」

「なるほど、妙みよう案あんだな」

「さっそく、カイに話しておきましょう」

　こうして二人の話し合いはあっさりと片づいた。
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　同じころ、ティアは、騎士団の宿舎を抜け出して、王宮の回かい廊ろうのあたりをうろうろしていた。レオが用意した小姓のお仕し着きせに身を包つつんだティアを怪あやしむ者はいない。

　ティアもまた、王宮内の道を迷わない程度に覚えたため、目的の場所に来るまでに時間はかからなかった。ティアの見上げる先には、姫ひめ巫み女こが暮らしている棟とうがある。

「どうしよう」

　ティアはどうしてもひとめ、ココに会いたかった。

　もちろん今のティアに姫巫女に面会を申しこむつてはない。

　騎士団の寄き宿しゆく舎しや暮ぐらしで、王宮の噂うわさ話ばなしなどに疎うとかったティアは、今朝、週に一度のシーツ交こう換かんに現れたメレアから、驚くべき情報を聞かされた。

「王太子殿でん下かと、姫巫女様は、たいそう仲むつまじいそうよ。殿下は王宮に不慣れな姫巫女様を気き遣づかって、一緒に夕食をとることもあるのだとか」

　ティアは驚いた。今まで新しい環境に慣れるのに精一杯でなかなかココの近きん況きようを耳にする機会がなかった。ココのことだからなんとかうまく切り抜けているのだろうと思っていたが、メレアの情報はティアを落ちつかなくさせた。

「……姫巫女様はお元気なのですか？」

　どうしてそんなことを聞くのかと、メレアが首を傾かしげる。

「とくに病気をされているという噂も聞かないわよ」

　このときティアが考えたのは、ココがティアを守るためにラスカの言いなりになっているのではないかということだ。

　真実を確かめたい。そう思い、いてもたってもいられず王宮に来てしまったが、来たところで今のティアにはどうしようもないことだった。

　このままここにいても何もできない。帰ろうかと思ったそのとき、遠くの廊ろう下かをそろって歩く男女の姿が視界に入る。

　雪のような銀ぎん髪ぱつは、間違いなくラスカのものだ。

　ティアは、わが目を疑った。

　ラスカに寄り添そうようにして歩く女性の姿に釘くぎづけになる。

　ココだった。

　真っ白なヴェールをかぶり、顔を隠しているが、歩き方や立ち居振る舞いは長年見慣れた親友のものだった。鈴を振るようにコロコロと笑い、ココは、ラスカとなにごとかささやき合っている。

　まるで、本物の恋人同士のように。

　ティアがその場に立ち尽つくしていると、最初にその不審な存在に気がついたのはココのほうだった。彼女のほうもまた、ひとめで相手がかつての親友だと見抜いた様子だった。

　とたんに射いるような視線を向けられたティアはびくりと体を震わせた。
















　ココにつられるようにしてラスカも顔を上げる。

　だが、彼が見つけたのは失しつ踪そうした婚約者ではなく、ごく親しい人物だった。

「レオ、こんなところで会うなんて奇き遇ぐうだね」

　レオの名前を聞いて、ココがあわてて白いドレスをつまんで一礼する。

　ティアが振り返ると、いつの間にやってきたのか、レオとダーレンがティアを背中でかばうようにして立っていた。

「はい、今は遠えん征せいの準備でなにかと忙しくしておりますので……」

　レオが返事をする間ダーレンは、ティアを床にひざまずかせ、顔を上げないように目で指示した。

　レオとラスカは一言、二言、当たりさわりのない会話を交かわすとそのまま立ち去ろうとするが、その動きを止める声がした。

「レオ様、そちらの子供はどなたですの？」

　柔やわらかい声はココのものだった。

　ティアの体がこわばる。

　黒髪の頭が緊きん張ちようのあまり震えていた。

　レオは、ゆったりと微笑ほほえむと姫巫女に告げた。

「わたしが新しく雇やとい入れた小姓です。将来有望で、なかなか見どころもあるので面めん倒どうを見ております」

「まあ、お優しいのですね。名前は？」

「カイといいます。まだまだ王宮に不慣れで無ぶ作さ法ほうなところがありますゆえ、これ以上はご容よう赦しやください」

　姫巫女を演じるココがなにかを問いたげに、指で羽毛の扇おうぎをもてあそぶ。

　ちょうどそのとき、ラスカへの伝言を携たずさえた親しん衛えい隊たいの一人がやってきた。

「殿下、ハルバート公爵がお呼びです」

「わかった」

　ラスカは鷹おう揚ように頷くと、ココと向き合った。

　ヴェール越しに、頰ほおに口づけを落とすと、ココの頰が赤く染まる。

　ティアは、一いつ瞬しゆんだけ視線を上にあげ、その瞬間を目にしていた。

　ダーレンが、あわてたようにカイの頭を押さえつける。

「では、今こ宵よいまた……」

　ラスカは公こう衆しゆうの面前で恥ずかしげもなくそう口にすると、足早に王宮の奥へと姿を消した。

　ココもまたレオたちにくるりと背を向けて、来た道を戻っていった。
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　ラスカと別れたあと、部屋に戻ったココは苛いら立だちを抑おさえきれないでいた。

　世話係の女によ官かんたちをすべて追おい払はらうと悔くやしそうに地じ団だん太だを踏ふんだ。

「なんであの子がまだ王宮にいるのよ！」

　ココの計画では、今ごろティアは、盗人ぬすつととして捕とらえられ牢ろう獄ごくに入れられているはずだった。また、運よく王宮を抜け出せたとしても、ココが紹しよう介かいした知り合いの娼しよう館かんで娼しよう婦ふに身を落としているはずだった。ココがティアとの別れ際ぎわに教えた知り合いの店とは娼館だったのだ。店にはすでに手紙を送り、家出同然の小娘なので、娼婦に仕立て上げても問題ないと書いておいた。ティアには話していなかったが、ココの父親はいくつもの娼館を経営している。商売のやりくちは汚きたなく、身元不明の美しい娘と聞けば、商品として扱あつかうに違いない。

　それが、なぜ王宮内を悠ゆう然ぜんと歩き、こともあろうにレオの小姓として雇われているのだろうか。

「なんてしぶとい子なの」

　ココはぎりぎりと歯ぎしりした。

　かつての親友を心の底から憎にくいと思った。

　ココは実の母親を愛あい妾しように殺されたという過去から、男を嫌っていたのは本当だ。だが、神しん託たくを受けるために神殿を訪おとずれたラスカをひとめ見た瞬間、恋こいに落ちてしまった。今からでも遅くない、王おう妃ひ最有力候こう補ほのアニスかヘレインに頼んで、仕つかえさせてもらおうと思ったほどだ。そうすれば、恋しいラスカに会えると思った。もしもラスカの目に留とまれば、自分も愛妾にしてもらえるかもしれないとさえ考えた。だが、しょせんは愛妾どまりという思いが、ココの気持ちに歯止めをかけた。それでは母を殺したあの女と同じになってしまう。

　ココが悩んでいたところへ、驚くべき情報がもたらされた。親友のティアが聖なる花嫁に選ばれたというのだ。耳を疑う話だった。ティアはけして不ぶ器き量りようではないが、ラスカの目に留まるほど美しいとはいえなかった。

　だが、ラスカの命令で着飾ったティアを見て、ココは言葉を失った。

　ティアは、誰よりも美しく光り輝かがやいていた。

　身分や財産を持たなくても、ティア自身がひとつの宝石であるかのように美しかった。

　ココは親友の、奇き跡せきにも等しい幸運をねたんだ。

　これまで下位の巫女として同じ立場にいたティアが、王太子に見み初そめられて花嫁に選ばれるなど、許せるはずもない。

　ところがティアは、結婚などしたくないと泣きついてくる。ココには信じられない話だった。これほどの幸運を自みずから手放そうとする愚おろか者ものがいるとは思わなかったのだ。

　だから、ココはティアの逃とう亡ぼうを手助けするふりをして、王宮から追い払った。

　ココは、その日の夜までヴェールをかぶってティアとして過ごし、誰にも顔を見せなかった。

　深夜になると、ティアの言った通り、扉が三度叩たたかれた。

　素早く鍵をはずすと、夢にまで見たラスカの姿が目の前にあった。

　そっと寄せられる甘い口づけに、ココは陶とう酔すいした。

　正直に言えば、一晩を一緒に過ごせばどうにでもなるという思いがあった。

　だが、ココを寝しん台だいに押し倒し、耳じ朶だを甘がみしたラスカは、冷ややかな声でこう言った。

「きみは誰？」

　温かみの欠片かけらもない言葉に、ココはぞっとした。

　ラスカはヴェールをはいでココの頭を押さえつけ、ランタンの明かりを近づけると眉まゆをひそめた。

「やはり、わたしの花嫁ではないね。ティアはどこに行った？」

　ココはティアと顔かたちも似たところがあった。だが、闇やみの中でも、彼はすぐにココが偽にせ物ものの花嫁であることを見抜いた。

　押し殺した声でココは告げた。

「あの子は逃げました。殿下の花嫁になることを嫌って……」

　ラスカはさして驚いた様子もなく、「なるほど」とつぶやいた。

　しかし、次にココを見るラスカの瞳は冷ややかさを増していた。

「きみが逃がしたんだね」

　心底ぞっとするような声だった。

　ココはあわてた。

　薄うすい夜よ着ぎのままラスカの首にすがりつくようにして、必死に言った。

「お許しください。初めてお会いしたときから、殿下をお慕したいしておりました。どうか、一晩だけでも情けをください」

　必死ですがりつくココをラスカは振り払った。

「悪いけど、そういう女には飽あきている。興味がない」

　そう言ってラスカが部屋を出て行こうとするのを、ココは止めた。

「今ここで、姫巫女であるティアの失踪が知られたら、殿下は花嫁に逃げられた間抜けとして世間の笑いものですよ」

　ココの声にはあざけりが含まれていた。

「わたしとティアのいったいどこが違うというのですか？」

　するとラスカはくるりとココを振り返って、いたずらめいた表情で笑った。

「そこまで言うのなら、賭かけをしよう。ティアが見つかるまでにきみが、わたしの心を射止めることができたなら、きみの罪つみは問わない。姫巫女として、未来の花嫁として大切に扱おう。もし自信がなければ、今すぐこの部屋から出て行くがいい」

　ココは決けつ然ぜんとした顔で言った。

「わかりました。必ず殿下を振り向かせてみせます」

　するとラスカは新しい遊びを見つけた子供のように瞳を輝かせた。

　ココを強ごう引いんに寝台に押し倒すと、なぶるように抱いた。

　夜明け前、ラスカの腕に抱かれながら、ココは理解した。

　ラスカの言った賭けが、その場しのぎのたわむれでしかないことを。

　この男は女を道具のように思っている。

　いまさらながら、ティアが言った言葉が思い出された。

　──殿下は、狩り気分で女性に手を出す最低な男……。

　だが、ぐっすりと眠りこむラスカの顔を見るだけで、ココの胸は恋しさのあまりぎゅっと痛んだ。

　この腕を放したくなかった。

　どのみちココは、もう引き返せない道を歩きはじめている。

　ティアの失踪後、女官たちには緘かん口こう令れいが敷しかれ、ココはティアの身代わりの姫巫女として毎日を過ごしていた。幸い、ティアの素顔はラスカと女官たちしか知らないので、噓うそをつき通すことができた。

　そんなココにとって、ティアが同じ王宮にいるという状況は脅きよう威いに等しかった。ラスカは遊びを楽しむようにココとのかけひきにたわむれているが、けっして恋ではなかった。優しい恋人のふりをするという彼の新しい遊びでしかない。

　このまま放置していれば、目ざといラスカのことだ。必ずティアを見つけるだろう。なにしろティアは、ラスカの目の前にいるに等しいのだから。なぜ、ティアがレオのそばにいるのかは知らないが、禍わざわいの芽は、早めに摘つむに限る。急がなければ、ココの立場が危うい。

「ティアなんか、この世からいなくなればいいのよ……」

　ココは憎しみのこもる目でそうつぶやいた。
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「カイ、わかりましたか？」

　ダーレンから説明を受けて、ティアは黙だまって頷いた。

　レオたちが遠征に出ている間、ティアの身み柄がらはダーレンの実家に預けられる。しかたないとは思う。春が近いとはいえ、夜は凍こごえるほど寒い。過か酷こくな行軍にティアは明らかに足手まといだ。

　レオもダーレンも、淡たん々たんと戦の準備を進めていた。ティアが今置かれている現状を考えれば、姫巫女の住まう棟に近寄ることがどれだけ危険か知れない。だが、二人ともティアの行動を責せめることなく、ティアのことを考えてくれている。それなのにティアは、ダーレンから説明を受けている間、ずっとココのことを考え続けていた。

　──ココの身になにが起こったのだろう？　ココは殿下が好きになったの……？

　頭の中で同じ考えがずっとめぐり続けていた。

　ダーレンは、自分の説明にまったく身の入らないティアを見てため息をついた。

「そんなに気になりますか。姫巫女のことが」

　ティアははっとした顔つきになった。

　やがて決まりが悪そうにうつむくととつとつとしゃべりだす。

「だって、彼女は……、男の人が大嫌いだったんです。家庭環境が複雑で。それなのに、あんなにあっさりラスカ様を受け入れるなんて信じられなくて……」

「ああ、あなたと姫巫女は、以前から顔見知りだったんですね」

「……神殿に入ってから、ずっと仲良しでした。王宮に移るときも、もしもラスカ様が迫せまってきたら、自分は不ふ治じの病やまいのふりをしてごまかすと言っていたんです。聖なる花嫁は、結婚式を待たずにこの世を去るのだと」

「なるほど。それを聞いたあなたは安心して姫巫女のもとを抜け出したというわけですか」

「……はい」

　するとレオが真しん摯しな顔でぽつりと言った。

「初めて姫巫女を見たとき、彼女がいるだけで、権けん謀ぼう渦うず巻まく宮きゆう廷ていが清きよめられるような気がしたよ。ヴェール越しにも伝わるくらい気高く美しい少女だと思った」

「え？」

　レオの思いもよらない言葉にティアの胸がいたずらに騒さわぎ出す。ティアの勘かん違ちがいでなければ、レオが気高く美しいとまでほめたたえたのは自分のことのはずだ。

　だが、レオの瞳に影がさす。

「姫巫女が兄上を嫌っていたと聞いたとき、彼女だけは他の女とは違うと思っていた。だが、やはり女なんてそんなものなのだな。今までどんな女も兄上の意のままにならない相手はいなかった。ひとたび、兄上に好こう意いを寄せられれば、皆ころりと態度を変えたものだ。おまえだってそうだ。どんなに嫌がってみせても、愛妾にされていれば、今ごろ兄上に愛あい想そを振りまいて、きれいに着飾る人形のような女になっていただろうさ」

　レオの言葉を聞いたとたん、ティアはかっとなって立ち上がっていた。寝台によりかかるようにして座っていたレオの前に立ち、大きく右手を振り上げる。

　ティアに頰をはたかれて、レオが驚きに目を見開いた。

　さすがのダーレンも呆ぼう然ぜんとなる。

　ティアは血の気の失うせた顔でレオを睨みつけた。

「そのような汚けがらわしいことを、わたしの前で二度と口にしないでください」

　ティアは悔くやしそうに唇くちびるをかみしめると、くるりと背中を向けて部屋から飛び出していった。

　ダーレンがあわてて後を追おうとする。

　扉の入り口で立ち止まったダーレンは、静かにレオに告げた。

「レオ、あなたはひとつ学ぶべきことがある。ラスカ様の愛妾にされた女性のすべてが、彼自身を愛しているわけではありません。むろん、彼の魅み力りよくに虜とりこになる女性は多い。だが、そうでない女性は権力という名の暴ぼう力りよくに屈くつしたのであって、けっして愛情からではありませんよ」

　レオは気まずそうに口を閉ざした。

　ダーレンは無言でティアの後を追った。
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　騎き士し団だんが戦いくさに旅立つ朝がやってきた。騎士団を束たばねる団長のノックスが高らかに号令をかける。

「ディセルナティアに勝利を！」

　王宮二階のバルコニーには王太子ラスカとヴェールを目ま深ぶかにかぶった聖なる花嫁が立っていた。ラスカの熱の入った演説が兵士たちの士し気きを高める。彼はこういう場で、周囲の意識を自分に向けることを得意としていた。兵士たちは、王太子自みずから言葉をかけてもらえたうれしさに興こう奮ふんを隠かくしきれないでいる。

　第二王子のレオは王族という立場上、副司令官の任についていた。実質、この軍隊の指し揮きはノックスがとっているが、レオは象しよう徴ちよう的てき存在として騎士団や兵士たちから尊敬を集めている。また、謹きん厳げん実じつ直ちよくなレオを慕したう兵士は多い。

　馬にまたがったレオは、ノックスとともに軍の先頭に立ち、多くの民に見送られながら華はな々ばなしく都みやこをあとにした。

　ローデル国の狙ねらいはおそらく国こつ境きよう近くにある銀ぎん鉱こう脈みやくだろう。これまでこの銀山をめぐって幾いく度どとなく激はげしい戦が繰り返されてきた。だがディセルナティアの兵は強い。これまでの戦では、ほぼ負け知らずだった。

　またレオの剣技は騎士団長ノックスを凌しのぐとも言われている。

　この両りよう雄ゆうが兵士たちの士気を高め、戦へと駆り立てていた。

　兵士たちが戦で武ぶ功こうをたて、褒ほう賞しようを得ようと意気ごむなか、レオは一人憂ゆう鬱うつそうにため息をついていた。眉み間けんに皺しわを寄せ、深刻そうに考えごとに没ぼつ頭とうしている。

「レオ、なにか悩みでもあるのか？」

　レオの横で馬を走らせていたノックスが心配そうに声をかけてきた。

「勇ゆう猛もう果か敢かんで知られるディセルナティアの剣けん豪ごうが、そんな顔をしていては兵士たちが不安に思うぞ。……おまえが尻しりごみすれば、とくに困るのはカイだぞ。彼にとっては初めての戦だ。自分の主あるじは負け戦にでも出かけるのかと不安に思うぞ」

　カイの名前を出されてレオはどきりとした。なぜならレオの悩みの種がカイの存在だったからだ。

　先日、彼女に頰ほおをはられたことは記き憶おくに新しい。女性にそんな暴力を振るわれたのは初めてである。だが、それ以前に、レオの言動が最悪だった。

　冷静に考えると、彼女が怒るのも無理のない話だ。

　なにしろ彼女は、ラスカの愛あい妾しようになることを嫌きらって王宮を出しゆつ奔ぽんしたのだ。一緒に暮らすようになって一カ月以上が過ぎたが、彼女は優秀な働き手だった。掃そう除じ、洗せん濯たく、裁さい縫ほう、料理と朝早くから夜遅くまでよく働く。レオの小こ姓しようという立場に甘あまえることなく、勤勉な様子に騎士たちの評判もいい。

　まるで故こ郷きようの弟を見守るように、誰もがカイに優しく接してくれていた。

　だがレオは、彼女を前にすると、いつもきつい言葉ばかりが口から飛び出してしまう。

　必死で働く彼女をねぎらうことさえできないでいた。

　レオは自己嫌けん悪おに陥おちいってしまう。自分はもっと心配りのできる男だと思っていたのに。いつも部下にするようにほめれば、彼女がどれだけ喜ぶか想像できた。

　なのに、うまく言葉にできない。

　そもそも彼女と初めて会ったとき、知らなかったとはいえ、彼女を押し倒し、無理やり素す肌はだに触ふれたのだ。そのときの驚きと恥はずかしさが今も消えない。気がつけば、いつも過か剰じように意識するあまり、突き放すような言動をとってしまうのだ。

「もっと大人おとなになりなさい」

　ダーレンはそう言うが、女性経験皆かい無むのレオには到とう底てい無理な話だ。

　レオにとって女とは正直、かけひき上手じようずでずるがしこい、野心あふれる生き物といった印象が強かった。それも小さいときから、間近でラスカの乱らん行ぎようを目にしてきたせいだ。おかげで女性に言い寄られても、王子という立場に興味を持たれているだけだと気にも留とめなかった。だが、彼女は違う。出会った当初は、盗人ぬすつとかと疑いもしたが、彼女が物取りなどでないことは瞭りよう然ぜんだ。

　目の前で昔の同どう僚りようの巫み女こが、ラスカの寵ちよう愛あいを受けて美しく着飾っていても、ならば自分もとは思っていない。今ならまだ、巫女の地位に戻れるかもしれないのに、そんな素そ振ぶりもまったく見せなかった。それどころか、ラスカの寵愛を受け入れた元同僚にショックを隠しきれないでいる。

　あらゆる面で彼女は、レオが知る女性たちと違いすぎた。

　いや、とレオは思う。

　たぶん自分の無む知ちな思いこみから、女性たちを意味もなく軽けい蔑べつしていたせいだろう。

　今はとにかく、彼女に一言謝りたかった。

　街道を馬で進んでいる途中で、ダーレンがそっと近寄ってきた。

　彼はレオにしか聞こえない声で言った。

「考えたのですが、カイをわたしの母に預けたあと、そのまま面めん倒どうを見てもらうのはどうでしょう。カイが神しん殿でんに戻るつもりがないからといって、いつまでも騎士団に置いておくわけにもいかないですし。幸い、母は女の子を育ててみたかったと、いつもなげいていました。事情を話せばきっと喜んで面倒を見てくれるでしょう。カイにとっても悪い話ではないはずです」

「……ああ、そうだな。おまえに任まかせるよ」

　レオは肩の荷が下りたと感じる反面、言いようのない寂さびしさを覚えた。カイが自分のそばからいなくなる。そんなことでくよくよ悩む自分に苛いら立だちを感じていた。
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　五日の行軍のあと、レオたちは国境近くのさびれた宿しゆく場ば町まちまでたどりついていた。兵士たちは町の外に天てん幕まくを張り、騎士団長のノックスやレオ、ダーレンたちは、宿を借り上げて逗とう留りゆうを決めこんでいた。予想よりも早くローデルの兵は東に移動している。参さん謀ぼう役を務つとめるダーレンは、これをローデル側のおとりと判断した。

「困りましたね……」

　ダーレンはため息をついた。

　国境まで三日とかからない距離にいるのに、ティアはいまだに行軍に同行している。

　ローデル兵に攪かく乱らんされたおかげで、ティアをダーレンの母親のもとに送り届ける機会を失うしなってしまったのだ。予定では、ダーレンがティアを途中まで送り届けたあと、スタンレイ公こう爵しやく家けの人間に迎むかえにきてもらう予定だったのだが、この状況では連絡さえとれない。

　慣れない長旅に疲れたのか、ティアの表情には疲ひ労ろうの色が濃こい。

　と、そのときだった。

　宿の入り口付近が騒そう々ぞうしくなった。

　不ふ審しんに思いダーレンが様子を見に行こうとしたとき、レオの指揮下にある兵士の一人が部屋に飛びこんできた。

「何事です？」

「ダーレン様、町にひそんでいた数名のローデル兵を捕とらえました」

　レオが急いで席をたつ。ダーレンと顔を見合わせると、ティアに命令する。

「ここにいろ」

　二人はティアを残して部屋から出て行った。

　残されたティアが窓から宿の外を眺ながめていると、兵士たちが忙しそうに立ち働いている。

　再び、部屋のドアがノックされた。

「どうぞ」

　声をかけると、宿の娘がお茶を持って入ってくる。

　髪を三つ編みにして横にたらしている、どことなく愛あい嬌きようのある娘だった。

　娘の手によって白いティーカップがテーブルに並べられていく。

「宿の自じ慢まんの一品です。ぜひ味わってください」

　こんなときに、のんきにお茶など飲んでいられないと思ったが、宿の自慢の一品というだけあってかぐわしい芳ほう香こうが鼻をつき、ティアは申し訳程度にひとくち口にした。舌に広がるさわやかな味にティアは気分が落ちついていった。違和感を覚えたのはふたくち目を口にしたときだった。鼻に抜ける芳香にまじって、かすかな苦みを感じた。

「？」

　ティアは慎しん重ちようにお茶の臭においを嗅かぎ、そっとお茶を口に含んで吐はき出した。

「これは、『キツネの手て袋ぶくろ』……!?」

　たちまちティアの顔色が変わった。お茶受けを持って再び現れた宿の娘を問い詰つめる。

「ぼくに毒を盛もるとはどういうつもりですか？」

　するとたちまち宿の娘の表情が変わった。

「な、なんのことです？」

「とぼけないでください！　ぼくにはわかります！　味を巧こう妙みようにごまかしていますが、これには『キツネの手袋』が仕込まれていますね？」

　宿の娘の体ががくがくと震ふるえだした。

「そ、そんなもの知りません」

「噓うそをつかないでください！」

　嫌いやな予感がした。

『キツネの手袋』とは、一定の量なら強きよう心しん剤ざいとして日常的に用もちいられているが、大量に摂せつ取しゆすると強きよう烈れつな毒になって命を奪うばうこともある。

　だが、用法さえ誤あやまらなければ気軽に手に入れることができ、臭いはあまりないが、強い苦みがその特とく徴ちようのひとつにあげられる。

　ティアは神殿に入ってから、併へい設せつされた救護院で看かん護ごの仕事もしていた。そこで誤って毒を口にした患かん者じやの看護にあたったことがある。また、ティア自身がその昔、自分のために処しよ方ほうされた痛み止めと心臓病患者の薬を間違えられたことがあり、そのときに経験した強烈な苦みは今でも忘れられない。だがそのおかげでティアは毒の存在をいち早く特定することができた。

「正直に答えてください。この毒を他にもばらまいたのですか？」

「な、なんのことでしょう……？」

　顔を青ざめさせ視線を泳がせる娘を壁かべ際ぎわまで追いつめて問いかける。

「噓をつけば命はないですよ」

　ティアの瞳に真しん剣けんさが宿る。

　その剣けん幕まくに気け圧おされた娘が、がたがたと震えながら答えた。

「申し訳ありません。ローデル兵に脅おどされて……。あなたと、三階の左端の部屋の方と真ん中の方と、二階の右端の部屋の方に……」

　ノックスとレオとダーレンの部屋だとティアはすぐに理解した。言われてみると、外の騎士のなかに、騎士団長であるノックスの姿が見えなかった。あの責任感の強い男にしては珍めずらしいことだ。

　レオとダーレンは、たった今外へと出て行ったばかりだ。おそらく無事だろう。

　ティアは瞬しゆん時じに立ち上がると、階段を駆かけ上がり三階にあるノックスの部屋へと急いだ。

「ノックス様！　ぼくです。開けてください」

　だが応いらえはない。

「ノックス様！」

　ドアを乱暴に叩たたくが内側からはなんの応おう答とうもなかった。

　もしかしたら別の場所にいて毒を盛られずにすんだのかもしれないと考えた。だが、ドアノブをまわすと内側から鍵かぎがかけられている。ノックスはやはり部屋にいるのだ。

「ノックス様！」

　ドアを強引にこじ開けようとするが、非ひ力りきなティアには無理な話だった。

　そこへ、騒さわぎを聞きつけたレオが何事かと階段を駆け上がってきた。

「いったいなにをしているんだ。騒がしい。おまえの声が下まで響ひびいているぞ」

「レオ様、ノックス様はお部屋にいるのですよね？」

　焦あせりのあまり気け色しきばむティアにひるみながらレオが答えた。

「……ああ。一人で考えたいことがあるからと部屋にこもられているはずだが。いったいどうしたんだ？」

「毒です」

「毒？」

「ノックス様は毒を盛られたかもしれません」

「なんだと？　どういうことだ。最初から話せ」

「説明はあとでしますから、早くドアを開けてください！」

　ティアの切羽詰まった表情からようやく事態の深刻さを悟さとったレオは、力任せに肩でドアを数度押して鍵を壊した。部屋の中に入った二人が見たのは、不自然な体たい勢せいで床に倒れこむノックスの姿だった。すぐ横には空からのティーカップが転がっている。

「ノックス様！」

　ティアは吐と瀉しや物ぶつにまみれたノックスの体にためらうことなく触れ、脈みやくを測った。

「脈が乱れてる」

　瞳を開いて瞳どう孔こうを確認すると、ノックスの頰をはたく。

　神殿で看護の経験があるティアとは違い、医学の知識がないレオは、ティアの行動が理解できないようだった。

　ティアが診みている間も、ノックスは大きな体を痙けい攣れんさせて苦しげにうめいている。

　ティアはノックスの喉のどの奥に強ごう引いんに指をねじこむとさらに胃の中のものを吐き出させた。ノックスが床の上でえずく。今度はテーブルの上に置かれていた水差しの水を飲ませて同じことを繰り返した。苦しみもがくノックスの背をさすりながら、ティアは何度も胃から毒を吐き出させていく。

「いったいどうしたんですか、レオ」

　ダーレンが階段を上ってノックスの部屋へとやってきた。ティアは悲鳴に近い声でダーレンに告げた。

「『キツネの手袋』です、ダーレン様。ノックス様は毒を盛られて……」

　巨体を床に横たえるノックスを見て、ダーレンはさっと顔色を変えた。博はく識しきのダーレンは『キツネの手袋』がなにかを知っている様子である。

「騎士団長は大丈夫なのか！」

「静かにしてください」

　叫さけぶレオを、ダーレンが冷静な声で黙だまらせた。

「レオ、部屋のドアを閉めてください」

　レオは言われた通りにドアを閉めるが、強引に部屋に踏みこんだので鍵を閉めることはできなかった。ダーレンがノックスのそばにかがみこむ。

　ノックスの瞳ひとみは血走り、焦しよう点てんが定まっていない。

　床には吐瀉物が流れ落ち、腐ふ臭しゆうを放っていた。すでに吐き出せるものは出し尽くしたようだ。

　ティアは、ノックスの肩を軽くゆするときびきびとした声で話しかけた。

「ノックス様、わたしです、わかりますか？」

　するとノックスの瞳がわずかにゆらぐ。

「カイ、か？」

「そうです」

　ティアは、今度は自分の手のひらを目の前に突き出して、指を二本立てた。

「これが見えますか？」

「に、ほん…？」

　それからティアはいぶかしむレオを無視して、ノックスの出身地や家族構成を聞き出していった。だが、ノックスは、流は行やり病やまいで亡くなった妻と娘についてはまるで生きているように話した。

「騎士団長は助かるのか？」

　ティアは弱々しく首を振る。

「……ノックス様がどれほどの量を摂取したのかがまだわかりません。ただ、苦みが強い毒ですから、お茶に混ぜるにも限度があります」

「解げ毒どく剤ざいはないのか？」

「レオ、『キツネの手袋』にそんなものはありませんよ」

　レオに向かって答えながらダーレンが感心したように言った。

「カイ、あなたは医い術じゆつの心こころ得えがあるのですか？」

「いえ、救きゆう護ご院いんでお世話をしていた程度ですが、お医者様からいろいろ知識をいただいていましたので」

　ダーレンとレオが協力してノックスの巨体を寝しん台だいの上に乗せると、ダーレンがティアに称しよう賛さんの眼まな差ざしを送った。

「カイ、あなたに助けられましたね」

「……わたしはなにも……。それよりまだ、ノックス様が助かると決まったわけではありません……」

　ダーレンは険けわしい顔で意識が混こん濁だくするノックスを見下ろしていた。

「カイ、しばらくノックス様の看病をお願いしてもいいですか？　わたしはこれから他にも被ひ害がいがないか見てきます。……できれば内ない密みつに事を運びたいのです。騎士団長が毒に倒れたなどと、周囲に知られるわけにはいかない」

「もちろんです。わたしにできることならなんでもします」

「では頼みましたよ、カイ」

　ティアは真剣な顔で頷うなずいた。
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　ダーレンの案で、ノックス騎士団長は流行り病で寝込んでいることになった。ノックスは病を理由に隔かく離りされ、治ち療りようにあたるのはティアと事情を打ち明けた数名の救護兵だけである。多くの負ふ傷しよう兵へいの世話と並へい行こうしてノックスの看病を行うことになった。

　兵士たちの多くが、なんらかの異い変へんを察さつ知ちしていたが、レオと参謀役のダーレンがいつも通りに兵士に指示を飛ばす姿を見て、ほっと胸をなでおろしたようだった。

　この惨さん劇げきに加か担たんした宿屋の一家は、必死に命乞ごいをした。毒を盛る手伝いをしなければ、街を焼くと脅されたらしい。情報漏ろう洩えいを防ぐため、ひとまず彼らはひとつの部屋に閉じこめている。彼らの処しよ遇ぐうはノックスの容よう体だいが安定してから話し合うことになった。

　レオは、今も毒の被害に苦しむノックスのことを思うと気分が落ちこんだ。

　ノックス不在の今、行軍をどうするか、至急主おもだった騎士が集まって作戦会議が開かれた。

　しかし、話し合いが始まる前に、ダーレンが言った。

「今夜、ローデル兵が奇き襲しゆうをかけてくる恐れがあります。ノックス様が倒れ、われらが動どう揺ようしている隙すきを狙うのがやつらの目的でしょう」

「われわれを混乱に陥おとしいれて、指揮系統が乱れた隙に、いっきに襲おそってくるつもりか」

「なんと姑こ息そくな」

　騎士たちが、互いに頷き合った。

「すぐに守りを固めましょう」

　だが、ダーレンは首を横に振った。

「いえ、むしろ混乱する様子を演じて、敵を罠わなにはめましょう。ローデル兵が攻めやすいように隙を作って誘いこみ、彼らを一いち網もう打だ尽じんにすれば、いっきに片かたがつく」

　ダーレンらしい案にレオは頷いた。一刻も早くノックスを設備の整った王都で治療させなければならない。

　夜になると、町は灯ひが消えたように不ぶ気き味みな静せい寂じやくに包つつまれた。

　ローデルの兵たちは夜や陰いんにまぎれて、ディセルナティア兵が逗留する町を襲う。

　だが、天幕の中から次々に現れる武ぶ装そうした兵士たちの姿を見て、ぎょっとなった。ディセルナティアの兵士は、数で圧あつ倒とう的てきに勝るローデル兵を囲い、いっきに叩きふせたのだ。また、ローデル兵の別動隊が本ほん拠きよ地ちとなっている宿屋を狙ってきたが、これも、町に踏みこんだとたんに屋根の上から射いかけられる矢や、路地にひそんでいた兵士たちに次々に倒されていった。

　ディセルナティア兵の圧倒的な勝利だった。
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　主しゆ力りよく部ぶ隊たいの半数近くを失ったローデル兵は退たい却きやくを余よ儀ぎなくされた。戦が終しゆう息そくを迎え、何度目かになる平和条約の締てい結けつとディセルナティアに有利な国境線の変更が行われるころ、宿場町に活かつ気きが戻ってきた。戦の影響で、宿場町から足が遠のいていた人々も、レオたちの活かつ躍やくを聞きつけて、混乱から町を救った英えい雄ゆうをひとめ見ようと集まってきた。

　ティアはひと月近くもの間、仮の療りよう養よう所じよでノックスと負傷兵の世話を続けた。

　水が欲しいと言われれば、匙さじですくって丁てい寧ねいに飲ませ、患者の状態に合わせて食事の指示を出し、症しよう状じようが重い患者には、食べやすいおかゆやおもゆで栄養をとらせ、動けない患者には排はい泄せつ物ぶつの世話まで嫌な顔ひとつ見せずにこなし続けた。

　療養所でティアは清せい潔けつな環境を徹てつ底ていさせ、症状が安定した患者には、おひさまの下での散歩をすすめた。

　救護兵たちもティアの働きに感心し、まるで天使のようだと噂うわさした。

　また、患者のなかで最も重じゆう症しようだったノックスの世話は、ティア一人で請うけ負おうことになった。予想した通り、ノックスの症状は重く、錯さく乱らんしては暴れ、のたうちまわる。あまりにひどいときは、屈くつ強きような兵士の手を借りて、ノックスの体をベッドに縛しばりつけて落ちつくのを待つほどである。おかげでティアの顔にはあざや擦すり傷きずが絶たえず、周囲を心配させるほどだった。

　だが症状が落ちつくとノックスは、今度はティアを亡くなった妻や娘と重ね合わせすすり泣いた。

「ユーナ、ユーナ、どこにいるんだい？」

　ティアはノックスの両手をそっと手にとって細い指で優しくなでた。

「ここにいますよ」

「ああ、ユーナ。もうどこにも行かないでくれ」

「ええ、ここにずっといますよ。あなたのそばに……」

「エマもいるのか？」

「エマは元気にお庭で遊んでいますよ。早く元気になって一緒に遊んであげてくださいね」

　ささやくようなティアの言葉を聞くと、ノックスは安らかな眠りに落ちていくのだった。

　レオは、終戦の混乱が続くなか、ティアに黙って、何度も療養所を訪おとずれていた。今回の一番の功こう労ろう者しやは、明らかにティアだ。彼女がいなければ、ノックスは助からなかっただろう。彼はなんとか一命をとりとめていた。レオにはその労をねぎらう義ぎ務むがある。だが、いつも行くたびに忙しく働いていて、声をかける暇ひまがなかった。

　あるとき彼女の顔に大きな青あざが見えるのに驚いて、兵士の一人に理由を尋たずねた。

　すると、兵士はティアがあまりことをおおげさにしたくなくて黙っていた事実を話しだした。

「騎士団長はそんなに悪いのか？」

　あわてるレオをなだめるように兵士は言った。

「あれでも、ずいぶんましになったほうなんですよ。ほとんどの世話はカイ一人でこなしていますが、彼は非力ですから、ノックス様が暴れてもとっさには止められないんですよ」

　レオは啞あ然ぜんとした。そんな目にあっても、ティアは仕事を投げ出したりはしないのだ。

　また、混乱するノックスをなだめるように亡くなった妻や家族を演じる姿は、闇の中に生まれた日だまりのように慈じ愛あいに満ちていた。

　やがて多くの兵士や騎士たちはティアを天使の生まれ変わりだと噂するようになり、その活躍は彼女が仕つかえるレオの名声も同時に高めていった。

　だが、ティアをほめそやす言葉を聞くたびにレオは居い心地ごこちの悪い思いがした。彼女に頰をはられた夜から、ほとんど会話を交かわしていない。二人が出会った、あの夜の出来事すら、謝しや罪ざいの言葉を口にしていなかった。

　とはいえ、レオも忙しい身で、なかなか時間を作れない。

　数日後の夜、再び暇を見つけたレオは、療養所を訪たずねた。

　すると入り口を警護する兵士が、カイが川のほうへ出かけて行ったと告げた。

「一人で行かせたのか？」

　レオが睨みつけると、兵士があわてたように言った。

「護ご衛えいをつけると何度も言ったんです。でも、レオ様に秘密の用事を頼まれたから一人で大丈夫だと言われて……」

　もちろんレオはそんな命令を出した覚えはない。なにかあったのかと、あわてて走りだしたレオは、道ですれ違う兵士たちに、カイを見なかったかと聞いて歩いた。

　町の北のほうに向かうのを見たという話を聞いて、レオは後を追った。

　川沿いに道を上っていくと、ランタンの明かりに照らされて、川かわ面もの様子が見て取れる。

　と、レオは奇き妙みようなことに気がついた。

　川の流れに黒い筋のようなものが見えた気がしたのだ。腰をかがめてよく見ると、たしかに透とう明めいな水の流れにインクをたらしたような黒い流れが見える。

　とっさにあきらめの悪いローデル兵が、なにかを画かく策さくしているのかと焦った。

　整備された道をはずれて、レオは足場の悪い林の中へと足を踏み入れた。しばらくすると林の中から煙けむりが昇のぼっているのが見える。誰かがたき火を燃やしているらしい。

　レオは草木をかき分けて、林を上った。

　ふいに視界が開けた。

　レオはぎょっとして立ち止まる。

　赤々と燃えるたき火のそばにはカイがいた。

　頭部を川の中にさらし、妙みような姿勢で髪をゆすいでいるのだ。

　レオは最初、カイが女であることがばれないように、川で水みず浴あびでもしているのかと思った。だが違う。いや違わないのだが、ティアが隠そうとしていたことがあまりに想定外だったため、驚きのあまり言葉が出てこなかった。

　レオが追っていた黒い水の流れは、ティアの頭から流れ落ちていた。

　水に洗われた髪が、たき火の明かりに反射して、きらきらと金色に輝かがやいていた。
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　ティアは川の水で何度も髪をゆすいだ。ただでさえ、療養所での不眠不休の暮らしで満足に体を洗えない。だが、不衛生な環境が病人にとってどれだけ害があるかを知っているティアは、なるべく汚よごれた姿でいるのは避さけたかった。

　それに、騎士団にいるときはまだよかったが、ティアの髪が伸び、根元から元の金色の地毛が伸びてきていることにも不安を感じていた。もし誰かに知られて、秘密をかぎつけられたら、お世話になったレオやダーレン、騎士たちに迷めい惑わくをかけることになる。

　これまでは、レオやダーレンが夜や勤きんで出で払はらった隙を見て髪を染め直していたが、戦場ではそうもいかない。こうやってこそこそと抜け出して、専用の液材で冷たい水に髪をさらし、いったん黒髪を洗い流したあとで、お湯を使って染め直すのだ。もうお湯はたき火で沸わかしてある。

　だが、夜の川の水は氷のように冷たく染そめ粉こはなかなか流れ落ちてくれず、ティアは焦った。

　冷たさのあまり指先の感かん触しよくがなくなっていく。

　そのときだった。

　小枝を踏むような乾いた音がした。

「誰？」

　ティアが水から顔を上げると、暗がりからレオが姿を現した。

　彼は、驚きに青い瞳を大きく見張り、ティアを凝ぎよう視ししている。

　ティアはあわてて、携けい帯たいしていた布を頭からかぶり、後ずさった。

　だが、すでに遅かった。

　レオはティアが気づくずいぶん前から、じっとその様子を観かん察さつしていたのだ。

「おまえ……」

　いぶかしむレオに、ティアは今にも泣きそうな声で叫んでいた。

「言わないで！　誰にも言わないでください！」

　青ざめた唇くちびるをかみしめる必死な様子に、レオはあわてた。これではまるで、自分が悪わる者ものみたいではないか。

　なんとか彼女を安心させる言葉を発しようとするが、うまく出てこない。そのときレオは闇やみから放たれている強い殺さつ気きを感じた。あわててティアのもとに駆け寄ると、その体を横抱きにして地面を転がった。レオの後を追うようにして、地面にいくつもの矢が突つき刺ささる。レオはティアをかかえ直すと腰の短剣を抜き放ち、闇に向かって鋭するどく投げた。

　手ごたえがあった。闇の向こうからくぐもった声が聞こえてくる。

　暗あん殺さつ者しやと思おぼしき気配はまたたくまに遠ざかっていった。

　小川のせせらぎと木々のざわめきだけが闇に響き渡る。

「大丈夫か？」

　レオが顔をのぞきこむと、彼女は青ざめた顔をしたままこくりと頷いた。

「それにしてもいったいさっきのやつは何者なんだ？　ローデル兵の残党にしては、おまえだけを狙っていたようだが、心当たりはないのか？」

　ティアはゆるゆると首を振った。

「……知りません」

　まるで断だん罪ざいされる犯罪者のように顔色が冴さえない。

　レオは、金と黒のまだらになったティアの濡ぬれ髪がみを手で払った。

「ああ、だめだな。もう一度洗わないと、きれいにならない」

　彼女は、短くなった金髪を何度も指で梳すいていた。

　こわばったままの顔にレオは苦笑する。放り出されたままの布をティアの頭に投げてよこした。

「川の水は、冷たすぎる。風か邪ぜをひくぞ」

　レオは、周囲を見回して、先ほどまでたき火で沸ふつ騰とうしていたお湯を探した。だが残念ながら今の騒ぎで鍋なべはひっくり返り、火は消えかかっていた。周囲の林から小枝を集め、火にくべる。携帯用の固形燃ねん料りようを入れると、火はまたたくまに燃え上がった。今度は鍋にもう一度川の水を入れ、たき火で温めていく。

　二人はしばらく無言のまま、勢いきおいよく燃え上がる火を見つめていた。

　やがてお湯が沸き、ティアが髪を染め直すのをレオは黙って手伝った。レオの指がティアの髪を優しく梳く。レオの指先からいたわるような優しさが伝わってきて、ティアの心を温かくした。

「どうして、なにも聞かないんですか？」

　髪を染め直したあと、沈ちん黙もくに耐たえきれずに、ティアが口を開いた。

　するとレオはすぐに言葉を返した。

「聞かなくてもわかる。素す性じようを隠すための変へん装そうだろう？」

　ティアは問いの内容を変えた。

「怒らないのですか？」

　レオがしかめ面つらになる。

「……俺は、そんなにいつも怒ってばかりか？」

「ええ、それはもう、いったいなにがお気に召めさないのかと思うくらいに」

「…………」

　レオはまるでなにかと格かく闘とうするようにむっとした表情のまま唇を引き結んでいたが、観かん念ねんしたようにため息をついた。

「悪かった」

「……え？」

　レオの謝罪の言葉をティアはきょとんとして聞いた。レオは耳まで赤く染めるとそっぽを向きながら不器用に言う。

「悪かったと言っている」

　ティアは意味がわからなかった。

「以前、おまえをひどく怒らせながら、今まで謝罪の言葉すら口にしてこなかった。今回だってさんざんおまえの世話になっておきながら、礼のひとつも言っていない。それなのに、ずっと文もん句くも言わずに尽つくしてくれた。……だから悪かった」

「レオ様……」

　ティアは謝罪の言葉が欲しかったわけではなかったが、ただレオの気持ちをうれしく思った。

「こちらのほうこそ、ろくに身元も知れないわたしを世話していただき、ありがたいと思っています。成り行きとはいえ、騎士団に置いていただいたおかげでこうして無事に過ごしてこられました。感謝してもし足りないくらいです」

「おまえはなんでいつもそう一生懸けん命めいなんだ？」

「え？」

「だから、なんでそんなに寸すん暇かを惜おしんで働くんだ？　おまえくらいの年頃の娘ならもっと着飾って遊ぶことばかり考えているものだろう？　それなのに、おまえはいつも他人のことばかり考えて動いている。身を粉こにして仕事ばかりしている。俺にはそれが不思議でならない」

　ティアは唇の端はしに小さな笑みを浮かべた。

「……それが日常でしたから。でも働くことがわたしの生いき甲が斐いでもあるんです。ちっぽけな自分ですが、毎日働いていると、生きていると実感できるんです。それに神殿での暮らしでは着飾っても意味はありませんでしたから」

「……もったいないな」

「なにがですか？」

「おまえの髪は美しかった。……姫巫女にも負けないくらいに」

　レオはすでに黒く染め直したティアの髪に物もの惜おしげに視線をはわせながら、ぶっきらぼうに言った。どうしてか、その視線はティアを切なくさせる。同時に自分の短くなった金髪を美しいとほめられて、胸が騒いだ。

「……わたしは女を捨てた身ですから……」

　口ではそう言いながらも、もしティアが姫巫女としてレオの前に現れたらなんと言うだろうかと考えてしまう。

　しばらくの間、沈黙が二人を支配した。

「……聞いてもいいか？」

「答えられることなら……」

「そんなに兄上が嫌いなのか？　いまさらだが、おまえの髪はもっと長かったのではないのか？　女は髪を大事にすると聞く。おまえはそうじゃないのか？」

　ティアがうつむく。かつては腰まで届くほど長かった金髪を思い出していた。

「髪を切って、色を染めてまで逃げ出すほど、兄上のそばにいるのは嫌なのか？」

　ティアが静かに答えた。

「逆にお聞きします。男性にとって、殿でん下かの愛妾にされる女性というものは、それほど幸せに見えるのですか？」

「……俺にはわからない。だが、兄上に寵愛された女性は美しく着飾って望むものをなんでも与えられてきた。それに兄上は、女性にとってかなり魅み力りよく的てきな容姿だと思う。それほどの男に望まれることは、幸せじゃないのか？」

　ティアの手が爆ばく発はつ寸前の怒りにぶるぶると震えた。

「あんな人！　人を人とも思わないような自分勝手で傲ごう慢まんな男のどこがいいの？　人の人生をおもちゃみたいにもてあそんで！　そんな男の花嫁になる、それのどこが幸せですか？」

　嫌悪するあまり瞳をぎらつかせながらティアはレオを睨にらんだ。

「……わたしは七歳のとき、借金取りに娼しよう館かんに売られそうになりました。でも、ちょうどそのとき、新しい王太子様が選ばれて、神殿で、新たに少女を募ぼ集しゆうするようになりました。借金取りは、神殿のほうが高く買ってくれると知って、わたしを神殿に売ったんです。娼婦にならずにすんでほっとしました。でも、神殿に来てからすぐ、現実を知りました。集まった女性は、皆未来の王おう妃ひ候補、愛妾候補として醜みにくい争いやかけひきを繰り返すばかりでした。……神殿は、娼館と同じです。媚こびを売るのが客か王族かの違いしかない。男の人なんか大嫌い……！」

　ティアの瞳からいくつも涙がこぼれ落ちた。あふれて止まらない。

「わかった。もういい」

　レオが口をはさむが、ティアの言葉は止まらなかった。

「下位の巫女のままでよかったのに。目立たずに過ごしていれば、王宮なんて関係なく暮らしてゆけたのに。毎日穏おだやかで、平へい穏おんに暮らしてゆけたのに！　なんでこんな……！」

　ティアは唇を震わせながら、レオを見み据すえた。涙の粒がティアの頰を流れ落ちていく。

「わかったから泣くな。おまえに泣かれたら、俺はどうしたらいいかわからない……」

「わたしは……！」

「もういいから黙れ！」

　レオは激しい苛立ちを感じた。それは、今まで彼女の心情を少しも理解しなかった自分への嫌悪だった。泣きじゃくるティアの肩を抱き、胸に引き寄せた。だがティアは抵てい抗こうする。

「わたしに触れないで！」

　ティアが叫ぶ。だが、細い指は、ティアの意志に反してレオの衣服を握にぎりしめていた。溺おぼれる子供がなにかにすがりつくように、必死にレオの服を握り、皮ひ膚ふに食いこむほど爪つめをたてた。

「俺が悪かった。だから、泣くな」

　暴れるティアを、レオは力の限り抱きしめた。

　ティアは興奮のあまり、自分がなにを口走っているのかも理解していないようだった。

「あなたなんか、嫌い……！」

「そうか」

　痛みが傷口を容よう赦しやなくえぐる。

「だいっきらい！」

　繰り返し何度も嫌いと告げられて、レオはかっとなった。全身の血液が逆流するように熱くなる。ティアを抱きしめる腕が動く。

　ティアのわめき声は、ふいに止まった。

　レオが、自分の唇でティアの言葉をふさいだのだ。
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　療養所の仕事は朝から山積みだった。

　患者の食事の世話や掃除、洗濯と枚まい挙きよにいとまがない。

　ティアは、今朝も熱心に働いた。

　だが、ふとした拍ひよう子しにのぞきこんだ鏡をじっと見つめる。

　昨晩、あれから、二人は無言で来た道を戻った。会話はなかったが、レオのいたわりの気持ちが伝わってきてティアはほっと安らぐことができた。レオは療養所の前までティアを送ると、そのまま自分は宿へと戻っていった。

　ティアは自分の唇に触れながら、あれはなんだったのだろうと不思議に思う。

　ただ、ティアの胸の中で渦うずを巻いていた暗い思いが、今朝はきれいに消えてなくなっていた。

　午前も終わりに差しかかったころ、ティアは騎士団長のノックスに呼ばれて、あわてて奥の部屋へと走っていく。

　ノックスになにかあったのだろうかという心配は杞き憂ゆうに終わった。

　ベッドの上に上半身を起こしたままのノックスは、照れたように笑いながら「おはよう」とあいさつした。

「おはようございます」

　ノックスは決まり悪そうにティアに話しかけてきた。

「その、いろいろ世話になったようで、悪かったね」

　毒を盛られ苦しんでいた間も、とぎれとぎれにだが、記憶があるようだ。ノックスは正気を取り戻したのである。

　ティアは、ノックスの回かい復ふくを心から喜んだ。

「ずいぶん顔色もよくなってきましたね。気分はいかがですか？」

「ああ、そうだな、耳鳴りがときどきひどくなるが、自分を見失うことはもうなくなったよ」

　ティアは素早くノックスの脈を取り、微笑ほほえんだ。

「さすがに、鍛きたえられた方は違いますね」

「カイ、きみも明日から鍛たん錬れんを、と言いたいところだが、その細腕では戦力になりそうにないな」

「はあ……」

「だが、きみに優秀な医い療りようの素そ質しつがあるところは買っている。どうだろう、王都に戻ったら医術を学びに学校へ入っては？」

　ティアが瞳を瞬またたく。

「ぼくが、ですか？」

「きみだからこそ、お願いしているんだ。できたら将来は、騎士団専属の医者になってもらいたい。きみが望むなら、わたしがレオを説得しよう。推すい薦せん状じようも書く」

　うれしい申し出にティアの心は舞い上がった。

　まるで新たな光こう明みようにたどりついたように、今にも気持ちが天へと舞い上がりそうだった。だが、うれしい気持ちは急きゆう激げきにしぼむ。自分をいつわったままの生活をいつまでも続けていけるわけがないからだ。

「返事はいつでもいいから、じっくりと考えてみてくれ」

「……はい」

　うつむいたままティアは返事をした。
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　レオたちが勝利を両手に引っさげて帰き還かんするという連絡が王都に届いたころ、ラスカはうれしくてたまらないといった顔でココの髪を指にからめていた。ベッドでラスカとたわむれるのは久しぶりのことだ。ココはやけにうれしそうなラスカの様子に不安を感じた。予感、と言ってもよかった。

「なにがそんなにうれしいのですか？」

「知りたいかい？」

「ええ、もちろん」

「わたしの花嫁が見つかったんだ」

　ココの顔がこわばる。

「……ティアが、ですか？」

「ああ、思いもかけない場所にいた」

　ラスカがココの耳元に唇くちびるを寄せる。

「きみのおかげで見つかったようなものだよ。感謝している」

　たちまちココの表情が青ざめる。

「どういう意味ですか？」

　ラスカがくすくすと笑う。

「きみは、自分が見み張はられているとは思わなかったのかい？」

「え？」

「花嫁の居場所を知っているとしたら、きみしかいないと思っていた。だから、きみが動くのを慎しん重ちように待っていたんだ。花嫁を殺すためにきみが暗あん殺さつ業ぎよう者しやを雇やとったことは知っているよ。だけどどうやら花嫁の殺さつ害がいに失敗したようだね。わたしの弟が守ってくれたようだ」

「……なぜ？」

「どうしてわたしがそんなことまで知っているのか不思議だと言いたげだね。……暗殺業者を捕つかまえて拷ごう問もんにかけてすべてを白はく状じようさせた。今ごろ、王都の外はずれにその死し骸がいが打ち捨てられていることだろうよ」

　ココは血の気の失うせた顔で、声にならない悲鳴を上げた。

「な、なんのことだか存じませんが、レオ様は、あなたの弟君ではありませんか。彼が、ティアをかどわかしたのでは？　だとすれば、ティアはすでに聖なる花嫁の資格である純じゆん潔けつを踏ふみにじられているに違いありません。それとも傷きず物ものでもよろしいのですか？」

　ラスカが、歌でも歌うように笑った。

「だとしたら、余計に面おも白しろいじゃないか。どうあがこうが、彼女はわたしの花嫁だ。レオに先を越されたのはたしかに不ふ快かいだが、かわいい弟が恋人を奪われてもだえ苦しむ姿を見るのも悪くない」

　ココはその瞬しゆん間かんのラスカの残ざん虐ぎやくな表情を見てぞっとした。弱い者をいたぶることに楽しみを見出すような彼の感覚に、いまさらながらに恐ろしさを感じたのだ。

　ラスカは、幼おさないころからさんざん甘あまやかされて育った。次期国王としての教育は徹てつ底ていしてほどこされていたが、およそ彼が望んでかなわないことはなかった。ラスカは人生に飽あきていた。それは、暇ひまを持て余した子供が虫を踏みつぶして喜びを見出すような、無む邪じや気きな残ざん酷こくさだった。

「もう遊びは終わりだ。賭かけはきみの負けだね。わたしが欲しいのはティアだけだよ。残念だったね。──あぁ、レオの帰りが待ち遠しいよ」
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　騎き士し団だんが王都に帰還してから、一週間が過ぎた。

　レオもダーレンも戦後の処しよ理りに奔ほん走そうしていて帰りが遅おそく、ティアがぐっすり眠りこんだあとに、部屋に戻ってくる日が続いた。

　実は、レオが意い図と的てきに彼女を避さけていた部分もあるのだが、当の本人はとくに疑問に思うこともなくまた忙しい毎日を過ごしている。

　結局騎士団に戻ったティアには、毎朝、騎士団長ノックスの体調を診みることが日課に加わった。ノックスは、暇さえあれば鍛たん錬れんに励はげもうとするので、彼の行動を厳げん重じゆう注意することも重要だった。

　そんなある夜、ダーレンとティアがたまたま二人で夕食をともにすることになったとき、彼は思わぬことを口にした。

「カイ、前にも話しましたが、あなたの身み柄がらをわたしの母に預けようと思うのですか」

　ティアは、寂さびしさを隠かくすように目を伏ふせた。ティアとてこの生活がいつまでも続くとは思っていない。ティアが女だとばれたら、困るのはレオたちなのだ。

「ありがたいお話だと思っています」

「母に事情を話したら、ぜひ面めん倒どうを見たいと言ってきました。近日中にあなたに会いに王都にやってくる予定です」

「……お受けしたいと思います」

　ティアの声は暗い。

　ダーレンが笑った。

「あまり重く受け止めないでください。母は、どちらかといえば先せん進しん的てきで、型にはまらない女性です。たとえばの話ですが、あなたを貴き婦ふ人じんに仕立て上げて、レオの花嫁に迎えることも可能です」

　ティアは言葉の意味が理解できずに、ぽかんとした。

「わたしが、レオ様の花嫁、ですか？」

「ええ。まあ、あなたが嫌なら無理にとは言いませんが」

　ティアが困惑したように食事をする手を止めた。レオに口づけされた夜のことを思い出して、思わず手で顔を押さえる。頰ほおが熱い。だが、激しく高まる鼓こ動どうとは別に、あれは泣きじゃくる子供の頭をなでて、なだめるようなものだったのだとティアは思っていた。特別な意味などないのだと。ティアもまた恋愛に対してレオと同じくらいに疎うとかった。

「……そんなこと、考えたこともありません」

「では、これからゆっくりと考えてください。それとも他になにかやりたいことでもあるのですか？」

　言うべきかどうか迷ったあと、ティアは口を開いた。

「できたら、人を助けるような仕事がしたいと思っています。……あの宿しゆく場ば町まちで、ノックス様が言ってくださったのです。わたしが望むのなら、医学の勉強をしてみないかと。それを聞いてわたしはとてもうれしかった……。わたしにも誰かに必要とされる場所があるのなら、やってみたいと思いました」

　思わぬ答えにダーレンが拍ひよう子し抜ぬけした顔をする。

「……まあ、あなたらしいと言うべきかな。女の医者もそんなに珍しくはありません。あなたの将来も含めて、じっくり母と話し合ってください」

　ティアは驚いた。

「いいのですか？」

「いいもなにも、今回の戦いくさで、あなたには山ほど借りを作ってしまいました。そのくらいの世話をする程度なら、問題ありません」

　ティアは、今にも飛び上がらんばかりに喜んだ。ダーレンがほのめかしたレオとの結婚話など、とっくに頭から吹き飛んでいた。

　だが、それから三日後、ティアの運命は思わぬほうへと向かうことになる。
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　その日の昼、王宮から急な呼び出しがかかった。ラスカが、今回の戦でめざましい活躍を見せたレオたち騎士団をねぎらうために、晩ばん餐さん会かいを開きたいと言ってきたのだ。気は進まないが、レオたちが断ことわれるはずもない。しかも陰かげの功こう労ろう者しやであるカイも招しよう待たいしたいと言ってきたが、これは具合が悪くなったとでも言って、レオは適てき当とうに断るつもりだった。いくらなんでも彼女を長時間ラスカの目の前にさらすわけにはいかない。

　夕方になり、濃のう紺こんの騎士の制服に身を包んだレオとダーレンが、やや憂ゆう鬱うつそうに準備を済ませた。

　部屋を出て行くとき、レオが、今気がついたと言わんばかりにティアを振り返った。

「ああ、そうだ、カイ、おそらく夜中まで戻れないと思うから、たまにはゆっくりと休んで疲れをいやすといい。メレアにお湯の準備をするように頼んであるから」

　レオの視線が、ティアの黒髪をそっとはう。ティアは、レオの言葉の意味を正確に理解した。今夜のうちに髪を染め直せと言っているのだ。たしかに、前に川で髪を染めてから日もたっている。そろそろ、また染め直す必要がありそうだ。

　ティアは笑顔で頷うなずいた。

「ありがとうございます」

　すると、レオがなぜかティアから視線を逸らす。ティアは不思議そうに首を傾かしげながらも二人を見送った。あの夜からティアは、レオの不器用な言動のひとつひとつに優しさが詰つまっていることを理解していた。

　入にゆう浴よくの準備をしていると、ゆっくりと扉とびらが叩たたかれた。

「カイ、こんばんは」

　侍じ女じよのメレアと顔を合わせるのはほぼ二カ月ぶりだった。

「メレア、なんだか懐なつかしい感じがする」

「あなたがいない間、寂しかったわ。すごい活かつ躍やくをしたってみんなが噂うわさしているわよ」

　ティアは瞳ひとみを輝かがやかせた。お世話になったメレアにも、もしかしたら自分は医者になれるかもしれないという話を聞いてもらいたかった。だが、ティアが一人きりになれる時間は限られている。悠ゆう長ちように会話を楽しむ時間はない。

「今度、ゆっくり話すね」

　メレアがあわてた。

「まあ、ごめんなさい。あなたは具合が悪くて、晩餐会も欠席するのよね。また、ゆっくりお茶でもしましょうね」

　メレアが去ったあと、水差しに入った大量のお湯だけがほかほかと湯気をたてている。

　ティアは、部屋に鍵かぎをかけ、小こ姓しようのお仕着せをゆっくりと脱ぎはじめた。

　木も綿めんの肌着一枚になると、ティアはテーブルの上に用意したたらいに頭を差し出し、水差しのお湯をゆっくりと髪にたらす。しばらくすると黒い液体が、髪の毛をつたって流れ落ちてくる。そのままたらいの底にたまったお湯で、丁てい寧ねいに髪を洗うと黒い髪がみるみるうちに元の金色に戻っていく。

　と、またも扉が叩かれる音がした。

　ティアは首を傾げた。

　今騎士団の寄宿舎には、ほとんど人がいないはずだ。

　メレアだろうか？

「どうしたんですか？」

　だが応おう答とうはない。

　ティアが再び髪を洗いだすと、またも扉が叩かれた。

「？」

　ティアは困こん惑わくした。不ぶ気き味みな出来事の前まえ触ぶれのように胸が騒さわぐ。

　もしかして、ノックスがまた体調を崩くずしたのだろうか。それともレオかダーレンが急用で戻ってきたのだろうか。でも、それにしてはおかしい。彼らなら鍵を使って部屋に入ることができるはずだ。

　やがてドアノブがせわしなく左右に動く。

　あわてたティアは、扉の前に急ごうとするが、自分がほとんど下着姿であることを思い出す。髪の毛も黒と金のまだらだ。見られてはまずい。とっさに頭からシーツをかぶり、どうしようかとおろおろしていると、乱らん暴ぼうに扉が叩かれた。今にも鍵が壊されそうな勢いにティアは扉を押さえようと入り口の前まで走るが、間に合わない。

　鍵が吹き飛び扉が乱暴に開かれ、ティアは、二、三歩後ずさったあと、突然の訪問者に咎とがめるような視線を向けた。

　だが、その姿を目にしたとたん、顔色は青ざめ震ふるえあがりそうになる。

「やっと見つけたよ。わたしの花嫁」

　雪のような銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら、王おう太たい子しラスカが目の前に立っていた。
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　騎士たちをねぎらう目的で開かい催さいされた晩餐会は、主しゆ催さい者しやであるラスカの中ちゆう座ざによって、気軽な空気が流れていた。誰もかれもが、ごちそうに舌した鼓つづみをうち、水を飲むようにワインを飲み干していく。

「レオ、あとで大切な話があるのですが、よろしいですか？」

「ダーレン？　なんだ、いきなり？」

「実はスタンレイ公こう爵しやくがあなたに面会を求めて待っているんです」

「伯お父じ上うえが？」

「ええ。この晩餐会さえなければ、今ごろ公爵を交まじえて話をしていたところなんですが」

　いかにも面倒そうにダーレンが顔をしかめた。

　ダーレンはラスカを嫌きらっている。

　傲ごう慢まんな性格と、なにより、正せい妃ひの子であるレオを差し置いて愛あい妾しようの子供でありながら、王太子となったこと自体が気に食わないのだ。

「レオ、単たん刀とう直ちよく入ちゆうに聞きますが、カイのことをどう思っているのですか？」

　瞬間、レオが勢いきおいよく口からワインを吹き出した。

「お、おまえ、突然、なんなんだ？」

　ダーレンはにこにこと笑っている。

「いえ、あなたのその反応だけでもう十分なのですが……」

「……カイがどうした？」

「実は明日、わたしの母がカイを引き取りにやってくるんです」

　レオが眉まゆをひそめた。

「そんな話は聞いていないぞ」

「カイには、話してあります。あの子も、いつまでもこんな暮らしができないことは十分わかっていますよ。その場で話を受け入れました」

「……そう、か」

　自分そっちのけで話が進んだことに、レオは不満を感じる。せめて一言相談してほしかったと子供じみたことを考えた。

「ちなみにカイに、わたしの母の養よう女じよとなって、あなたに嫁とつぐ道もあるのだと教えたのですが……」

「ぶっ」

　今度は飲みこんだスープを気き管かんに詰まらせてしまった。

「おまえ、余計なことを……」

　レオはむくれた顔で、話の続きを促うながした。不本意ではあるが、彼女がなんと答えたのかは気になった。

　その様子にダーレンが人の悪い笑みを浮かべる。

「カイが困った顔をしたので……」

　レオが、やや落らく胆たんしたような表情になる。

　ダーレンは構わず話を続けた。

「他にやりたいことがあるのかと聞きました」

「……それでカイはなんと言ったんだ？」

「医者になりたいそうです。誰かに必要とされる場所が自分にも作れるのなら、そこで働きたいと……」

「あいつらしい答えだな」

「わたしもそう思いました。まあ、医者になるには何年もかかるでしょうし、その間に、あなたにはもっと恋愛の経験値を上げてもらったほうがいいみたいですね。……何カ月も寝しん食しよくを共にしながら、年頃の男女になんの進展もないとは、嘆なげかわしい限りですが……」

　とたんにレオの顔が真っ赤になる。彼女と二人きりで話した夜のことを思い出したのだ。面と向かって嫌いだと叫さけばれて、それを遮さえぎるように唇をふさいだ。今でも自分の行動が信じられなかった。

「……おや、なにも進展がなかった、というわけではなさそうですね……」

　ダーレンが愉ゆ快かいそうに笑った。

　そのときだった。

「レオ様！　レオ様はこちらですか？」

　悲鳴に似た女性の声がした。ダーレンとレオは顔を見合わせる。

　聞き間違いでなければ、声の主ぬしは侍女のメレアのものだ。

　二人は急いで席をたち、入り口で混乱したように叫ぶメレアのもとに駆かけ寄った。レオの姿を目にしたとたん、メレアが床に崩れ落ちるようにして座りこむ。しっかり者の彼女らしくない行動だ。ここまで必死で走ってきたのか、額ひたいに汗が浮かんでいる。

「どうした？」

　レオが問いただすと、メレアは混乱したように叫んだ。

「早く、寄宿舎にお戻りください！　王太子殿下が、あの子の部屋に……」

　たちまちレオの顔色が変わった。

　周囲がなんのことだとざわめく。

　誰よりも早く晩餐会の会場を抜け出したレオは、全力で廊ろう下かを突っ走った。
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「ラスカ様……」

　ティアが震えながらラスカを見上げる。

　ラスカは肌着姿にシーツをまとっただけのティアを見ると、不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「やあ、久しぶりだね、わたしの花嫁。……レオも隅すみにおけないね。こんなところに兄の婚約者を連れこむとは」

　思わず後ずさりながら、ティアは首を振った。

「レオ様は、わたしの本当の名前すらご存ぞんじありません。わたしが殿下の花嫁であることを知ったら、わたしをこんなところには置いておかないでしょう。彼はそんなに愚おろかな人間ではありません」

「ずいぶんレオをかばうんだね。婚約者としては嘆かわしいよ」

　ラスカの手がティアの腕うでに伸びる。だがティアは素早く身をかわして、部屋の奥へと逃げこんだ。獲え物ものを追いつめる狩人かりゆうどのようにラスカがティアを捕とらえようと動く。ティアは、本ほん棚だなのありとあらゆる本をラスカに向かって投げつけた。本は一輪ざしの花か瓶びんにあたり、水差しに用意されたお湯を散らしていく。だがラスカはそれらをうるさそうに手で払いのけただけだった。

　狭せまい室内で非ひ力りきなティアがラスカから逃げきることは至し難なんの業わざだ。

　たちまちティアは腕を捻ひねりあげられ、ベッドに突き飛ばされた。頭からまとっていたシーツが花のように寝台に広がり、ティアの金と黒のまだらになった髪があらわになる。

　短くなった髪をつまみ、ラスカは残念そうにつぶやいた。

「惜おしいことを。きみの金髪が好きだったのに」

「はなして！」

　ラスカの手が感かん触しよくを楽しむようにティアの素す肌はだをたどっていく。

　ティアは両手でラスカの体を押し戻そうとするが、見た目に反し鍛きたえられた体はぴくりとも動かなかった。今度は両手でこぶしを作り、ラスカの胸をめちゃくちゃに叩く。

「嫌いや！　汚けがらわしい！　触さわらないで！」

「すぐにそんなことは言えなくなるさ」

　自信たっぷりにラスカが言いきり、ティアの唇に自みずからのそれを重ねようとした。ティアは堅かたく唇を引き結んで顔を逸そらす。頰や額にラスカの唇が触れるたび、ぞっとするような寒さむ気けが背中を駆け上った。

　が、突然、ラスカがティアから顔を離した。ティアがラスカの鼻に嚙かみついたのだ。

「これ以上私に触れようとするのなら、この場で舌を嚙んで死にます」

　ティアはきっぱりと宣言した。

　それまで余よ裕ゆうの表情を浮かべていたラスカの顔から笑みが消える。

「やれやれ、手のかかる小娘だ」

　ラスカは面倒くさそうにティアの顎あごをつかみ、シーツの端はしを口の中に押しこんでいった。

　ティアが苦く悶もんの表情を浮かべる。

「これでは死ぬことさえできないね。残念だったね、わたしのかわいい花嫁」

　ラスカは片手でティアの両手を寝台に押しつけると、木綿の肌着のボタンを手慣れた動きではずし、白く瑞みず々みずしい素肌にねっとりと舌をはわせた。片手でティアの足に触れ肌着を押し上げるように指をはわせていく。

　おぞましい感触にティアは気が遠くなりそうになり、目をつぶった。

　そのときだった。

　急にラスカの動きが止まる。ティアが閉じていた目を開くと、レオがラスカの首にぴたりと剣の刃先を押しつけていた。
















「兄上、わたしの部屋でなにをなさっているのですか？」

　怒ど気きに満ちたレオの声がティアの耳に届く。

「ああ、レオ、思ったより早い登場だったね」

　とくに驚いた様子も見せずにラスカが言い放つ。

　その言葉でティアは気がついた。ラスカはこの光景をレオに見せつけるために、今回の騒そう動どうを起こしたのだと。急な晩餐会の予定もすべてが罠わなだったのだ。

　ティアはさらされたままの素肌に冷たい空気が流れこんでくるのを感じ、屈くつ辱じよくで頭が沸ふつ騰とうしそうだった。

「まずは、わたしの小姓を解放していただけませんか？」

「小姓？　なにかの間違いだろう。この子はわたしの花嫁だ」

「彼女は物ではありませんよ」

　レオの剣先が、今にもラスカの首をはねとばしそうな勢いになる。

「そんなにこの娘が大事なのかい？」

「彼女は貴重ですよ。ここまであなたを毛け嫌ぎらいする娘を、初めて見ました」

「わたしを殺して、この娘を妻にでも迎むかえる気かい？」

　そこで一瞬、レオの視線が泳ぐ。ラスカは大笑いした。ここまで表情豊かな弟を見たのは初めてだったのだ。

「兄上、彼女から離れていただけませんか？」

　口調は丁寧だが、レオの全身からは殺さつ気きがたちのぼっている。レオはこれ以上、ラスカに組み敷しかれるティアの姿を見ていることが耐えられなかった。弟の本気の気配を察して、ラスカはティアの上からそろそろと立ち上がった。降こう参さんの意を示すように両手を上げている。だがティアは、恐きよう怖ふのあまり表情をひきつらせたまま、ベッドから立ち上がれないでいた。見かねたダーレンがティアをシーツでくるみ、その身を守るように肩を抱き寄せラスカから引き離した。

　ティアの全身は、今も止まらない震えで小こ刻きざみに揺れていた。がちがちと震える歯を抑おさえるようにして手で口を覆おおう。黒と金のまだらになった濡ぬれ髪がみが耳元で揺れていた。

「ティア」

　レオに聞かせるようにラスカに名前を呼ばれて、ティアがゆっくりと顔を上げた。

「今回のレオの行動は、わたしへの反逆とみなされるのだよ、わかっているのかい？」

「……どう、して？」

　ラスカが、そんなこともわからないのかとさげすむような視線を向けた。

「レオは、わたしのかわいい婚約者を略りやく奪だつした犯罪者だよ？　当然、罪つみは償つぐなってもらうつもりだ」

　略奪、犯罪者という言葉にティアが驚く。

「そんな事実はありません。レオ様は、あなたとの結婚が嫌で逃げ出したわたしを匿かくまってくださったにすぎません。誓ちかって、わたしの本当の名前も、素す性じようもお話ししてはいません」

　きっぱりとティアが言う。いつの間にか震えは治おさまっていた。

「それでも、罪は罪だ。事実はどうあれ、年頃の男女がひとつ屋根の下で暮らしていたのに、なにもありませんでしたと説明して、誰が納なつ得とくする？」

　痛いところをつかれてティアが黙だまる。

「だいたい、レオがきみの素性を知らなかったというのも怪あやしいものだ。世間知らずなきみを騙だますことなど簡単だろうね。それとも、聖なる花嫁を味方につけて、あわよくば王位を簒さん奪だつしようとたくらんでいたのかな？　恥はじ知らずなことだ」

　するとティアが真正面からラスカを見み据すえて、こう言い放った。

「恥知らずは、あなたのほうです」

「なに？」

　ラスカの表情に苛いら立だちが浮かぶ。彼は生まれてこのかた、恥知らずなどとそしられたことは一度もなかった。

「ティア、もう一度言ってごらん？」

「恥知らずはあなたのほうだと言っただけです。あなたは、正式な結婚もしないうちからわたしを無理やり妻にしようとなさった。言うことを聞かずに逃げ出せば、今度は暴力で訴うつたえてきた。そんなあなたなんかとレオ様を比べるほうが間違っているわ。……レオ様は、神の御み前まえで結婚の誓せい約やくを交かわす前に、女性に手を出すような恥知らずではありません。あなたなんかと一緒にしないでください」

　ティアは挑いどむようにラスカを睨にらみつけた。狩ったはずの獲物に手痛い反はん撃げきを受けて、ラスカが冷たい眼まな差ざしでティアを見下ろす。

「その言葉、あとで死ぬほど悔くやむことになるよ」

　そのままラスカはティアを見ようともせずに、部屋から立ち去った。

　しんと静まり返った室内で、ティアがベッドから滑すべり落ちるようにして床に膝ひざをついた。

　体の震えが戻ってくる。

　ティアの両目からぽろぽろと堰せきを切ったように涙があふれ出した。

「ごめんなさい」

　思わぬ言葉にレオのほうが驚いた。

　ティアはゆっくりと頭を振りながら、両手で口を押さえる。

「ご迷めい惑わくをおかけして、ごめんなさい」

　レオがティアの顔をのぞきこもうと腰をかがめた。

「迷惑だなんて、思っていない」

「でも、きっとラスカ様はこのままレオ様を見み逃のがしてはくださらない。わたし、なんてことをしてしまったのかしら……」

　自分の行動に呆ぼう然ぜんとなるティアに、レオは笑った。

「いや、いっそあそこまで言ってくれて、逆にせいせいした。兄上のあんな顔を初めて見たよ」

　ダーレンも肩をすくめる。

「さすがですね。婚約を嫌がって逃げ出す大だい胆たんさといい、なかなか見ものでしたよ」

　だが、二人の言葉は混乱するティアの耳に届かない。

　ひたすら謝って泣き続けるティアをレオはもどかしく思った。いつかの夜のように、言葉ごと唇をふさいでしまいたかった。だが、理性がおしとどめる。

　ティアの震える肩からシーツが滑り落ちた。肌着だけの頼りない姿があらわになる。開いた胸元から、白い曲線を描えがく素肌がのぞいて見えた。処しよ女じよ雪ゆきを思わせる肌に、火傷やけどのように赤黒い跡あとがいくつも残っているのが、いまいましかった。レオは、ティアの頭にシーツをかぶせると、メレアを探した。彼女は入り口のそばで、青ざめた顔でやりとりを聞いていた。

「メレア、悪いが彼女を介かい抱ほうしてやってほしい」

　メレアはあわてて飛び出してくると、扉を閉めて、ティアの肩にそっと手を添そえた。

　優しいぬくもりを肌に感じたとたん、緊きん張ちようの糸が切れたティアはふっと意識が遠のいていった。

　倒れこむティアをレオが受け止める。

　戸と惑まどうように触れたティアの素肌から、異い様ような熱を感じた。

　メレアとレオが同時に顔を見合わせる。

「誰か、医者を呼んでくれ！」

　レオの怒ど鳴なり声とともに、皆がいっせいに動きだした。
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「レオ、彼女の素す性じようにいつから気がついていたんですか？」

　ダーレンの言葉にレオはぎょっとした。

「俺が、いつそんなことを言った？」

「ラスカ様がカイを本当の名で呼んだとき、あなたはそれほど動どう揺ようしていませんでした。知っていたからではありませんか、彼女が選ばれた姫ひめ巫み女こ本人であることに」

　鋭するどい指摘にレオはあきらめのため息をついた。

「はっきりと知っていたわけじゃない。……ただ、戦場で夜中に髪を染める彼女と出くわしたんだ。しばらく様子を見ているうちに、彼女の金髪が、祝しゆく宴えんで一度だけ見た姫巫女に似ていると感じた。瞳ひとみも聞いていたのと同じ色だし、もしかしたらと思っていただけだ」

　ダーレンがいつものように笑みを浮かべた。

「あなたが、あの祝宴のあとに言った言葉の意味が初めて理解できましたよ」

　レオが首を傾かしげる。

「俺はなんと言ったんだ？」

「ラスカ様の花嫁にしては、彼女は清きよらかすぎると言っていました」

　顔を赤くしたレオをダーレンがからかうように笑う。

「まあ、実際の彼女は、あなたの言葉通り潔けつ癖ぺきですしね」

　ダーレンが、ベッドでぐっすりと眠りこむティアの寝顔を眺ながめて言った。

　本当なら、隣りん室しつで密みつ談だんしたいことがたくさんあったが、レオはどうしてもティアのそばを離れることができなかった。まるで赤ん坊のように無心に眠るティアの右手は、レオに向かって伸びていた。深い眠りについているのに、レオの服の裾すそをつかんで離さないのだ。おかげで二人はティアの枕まくら元もとで、こそこそ話すはめに陥おちいっていた。

　ティアの髪は、元の色を取り戻していた。メレアが、お湯にひたした布で丁てい寧ねいに洗い落としてくれたのだ。インクのような黒い色が落ちるたびに、鮮あざやかになる金の髪を見て、メレアが涙ぐんでいた。

「かわいそうに。女の子が髪を切って染めるなんて。よほどの決意があったのでしょうね。こんなにきれいな金髪なのに惜おしいこと」

　数回の染色を繰り返した髪は、痛んではいるが、絹けん布ぷのように羽根枕の上に広がっていた。

　だが顔色は青ざめたまま、今も高熱にあえいでいる。

　先ほどまで懸けん命めいに看病していたメレアは、テーブルにうつぶせになって眠りこんでいた。だが、ティアがうなされるたびに飛び起きて、そっと頭をなでてやる。男所じよ帯たいの騎き士し団だんで、今はメレアの存在がありがたい。レオとダーレンだけでは、ティアの世話は難むずかしかっただろう。

　そのとき、扉が遠えん慮りよがちにノックされた。

　ダーレンが対応に出るが、すぐにひどくあわてた様子で戻ってきた。

「レオ、スタンレイ公こう爵しやくがお見えですよ」

「伯お父じ上うえが？」

　そういえば、晩ばん餐さんの席でそんな話を聞かされたことを思い出す。

　外出用のマントをはおったまま、スタンレイ公爵はレオの前に立った。

「ずっときみが戻ってくるのを待っていたんだが、なにやら取りこみ中だったので、今まで外で待たせてもらっていたよ」

　レオの顔がひきつる。

「伯父上、まさかさっきのやりとりを聞いておられたのですか？」

「きみがあわただしく部屋に戻るのを見かけて追いかけてきたんだ。まさか、こんな事じ態たいになっているとは想像もしていなかったよ」

　スタンレイ公爵が深い眠りにつくティアをじっと見下ろした。

「わたしはずっとダーレンを通して姫巫女の日常を追っていた。彼女は、じつに有ゆう能のうな女性らしいね。なにより人を惹ひきつける魅み力りよくを持っている。しかも王おう太たい子し相手にあれほど歯向かうことができるとは、並みの器き量りようではできない」

　じろりとレオがダーレンを睨む。「おまえ、最初から知っていたんだな」という言葉をぐっと飲みこんだ。

「レオ、ここまで事が大きくなってしまったからには、すぐにでもきみの立場をはっきりさせないといけない。……きみは姫巫女をかけてラスカ様と王位を争あらそう覚かく悟ごがあるのかね？」

　レオが息をのむ。

「それとこれとは問題が……」

「だが、明日の朝には姫巫女は王太子殿下のもとに呼び戻されるだろう。彼は、残ざん虐ぎやくだ。彼女をさんざん傷つけたあと、姦かん通つう罪ざいで斬ざん首しゆにもできる」

　レオの表情が凍こおりついた。今まであわただしすぎて、そこまで考えがまわっていなかったのだ。

「迷っている時間はない。きみが今彼女を守るために立ち上がる決意をするのなら、わたしは惜しみなく力を貸そう」

「つまり、公爵はラスカ様に反はん旗きをひるがえすおつもりなのですね？」

　確認するようにダーレンが聞いた。

「レオに闘たたかう覚悟があるのなら、こちらも兵へい力りよくは惜しまない。姫巫女の後こう見けん人にんとなり、彼女を擁よう護ごしよう」

「……それはつまり、わたしが彼女を得るために王太子の座をかけて兄上と争うということですか？　ですが、望まぬ結婚を強しいられて逃げ出したのに、彼女がわたしを受け入れるでしょうか？」

　公爵は、ティアが握にぎりしめたままのレオの服の裾を言葉もなく眺めながら言った。

「二人がどうするかは、本人たちに一いち存ぞんするよ。わたしはもともとラスカ様の王おう政せいには反対だった。最終的にレオが王位についてくれるのなら、あとはどうなろうと文もん句くは言わない。今回の戦いくさで、きみはめざましい武ぶ功こうをたてた。逆にラスカ様は、婚約者の失しつ踪そうという不ふ名めい誉よをこうむったあげくにこの醜しゆう態たいだ。必ず彼の国王としての資し質しつを疑問視する声があがるはずだ。今なら、わたしたちに味方する貴族も多い。むしろ好こう機きと捉えるべきだ」

　レオの顔が苦いものでもかみつぶしたようになる。彼は醜みにくい政略争いに巻きこまれることをなにより嫌きらっていた。

「……ティアを、彼女を政治の道具にしろというのですか？」

「レオ、彼女はラスカ様に目をつけられた時点で、すでに王宮では無視できない存在となっている。こういう言い方をするのをきみは嫌うだろうが、出しゆつ自じはどうあれ、姫巫女の地位についたときから、彼女は重要な政治の駒こまのひとつなのだ。ディセルナティアの代々の国王は、聖なる花嫁を王おう妃ひに迎むかえる習しゆう慣かんがある。言いかえれば、聖なる花嫁を妻にすることは王位を約束されたも同然だ。だからこそ、どこの貴族の家でも先を争うようにして娘を神しん殿でんに入れたがる。神殿に多た額がくの寄進を行って、娘を未来の王妃にしようと考え、生まれた息子むすこを王太子に据すえて、権力を得ようとする。それをあさましいことと捉えるかもしれないが、彼女のように後見人のいないまま王宮に来ることがどれほど危険なことか、わからないきみではないだろう？」

　レオは黙だまりこんだまま返事をしようとしなかった。

　たしかに過去に聖なる花嫁として王妃の地位につきながら、不ふ可か解かいな事故で命を落とした者や、国王の寵ちよう愛あいを得られず、愛妾に先に子供を産まれて、お飾りの王妃で終わった花嫁もいる。命を奪うばうのも権力だが、身を守るのもまた同じ権力なのだ。

　なによりティアは、ラスカのもとから逃げ出したあげく、残ざん忍にんな彼をかつてないほど怒らせてしまった。今、命があるだけでも奇き跡せきと言えるだろう。レオが彼女を見捨てれば、ティアは残ざん酷こくなラスカに純じゆん潔けつを踏ふみにじられ、気が狂くるうほど悲ひ惨さんな目にあわされるかもしれない。ほんの数時間前、ラスカに押し倒されて、襲おそわれそうになった痛々しいティアの姿が今も頭に焼きついていた。白い胸に残る赤黒い印は、この娘は自分のものだとラスカが高らかに宣言しているようで不ふ愉ゆ快かいさがかきたてられる。思い出すだけで、レオの胸の底から怒いかりが湧わきあがってきた。

　だが、今のレオではティアを守りきることはできない。

「……わかりました。伯父上、お力をお貸しください。どうか、ティアを、彼女を守ってあげてください」

「全力を尽つくそう」

　それだけ言うと、スタンレイ公爵は静かに部屋を出て行った。
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　翌朝、レオはラスカの命令で騎士の地位を剝はく奪だつされ、王家の離宮での謹きん慎しんを命めいじられた。

　さらにラスカの命を受けた親しん衛えい隊たいが、ティアの身み柄がらの引き渡しを要求してきたが、屈くつ強きような騎士たちと、立ちはだかるスタンレイ公爵ヨークを前にして、しぶしぶ引きさがっていった。

　ヨークは、レオが騎士団から除じよ名めいされたあと、自みずからラスカに謁えつ見けんを申し入れた。さすがのラスカも重じゆう臣しんであるヨークの言葉は無視できない。彼は有能な政治家だ。周囲への影響力も強い。

　だが、てっきりレオに対する処しよ遇ぐうに不満を言いにきたと思っていたラスカは、ヨークの申し出に驚きを隠かくせなかった。

　彼の要求は、ティアに関することだった。

　姫巫女は、ラスカに無む体たいを強いられて、現在心しん神しん喪そう失しつ状態にあり、とても王宮には置いておけない、自分の邸やしきに引き取って静せい養ようさせたいと言うのだ。ヨークはすでに姫巫女の後見人に名乗りをあげている。神殿との話し合いもとうに済ませ、大巫女からの了解もとりつけていた。神殿側もまた、これまでのラスカの身勝手な行動に腹をたて、ヨークの意見に賛同していたのだ。

　レオが姫巫女を匿かくまっていた事実と、ラスカがティアに行った恥はじ知しらずな行こう為いは、すでに王宮全体に広がっていた。知らない者はほとんどいない。

　世間ではラスカの無む謀ぼうな行動を責せめる声や、実はレオがひそかに王位を狙ねらって姫巫女を誘ゆう拐かいしたのだとか、さまざまな憶おく測そくが飛び交っていた。だが、レオに匿われていた間のティアの活かつ躍やくを騎士たちが率そつ先せんして語り、姫巫女がラスカとの結婚を嫌っているという事実を世間に広めていった。

　信心深い民の間では、次第に聖なる花嫁が王太子の妻になることを拒こばんでいるということは、ラスカが王座にふさわしくない人間であることを神が示しているのではないかと、まことしやかにささやかれるようになった。

　そして三日後、ようやく少し体調を回復させたティアが、住み慣れた騎士団の寄き宿しゆく舎しやを出て、スタンレイ公爵家に移る日がやってきた。

　鏡の前でティアの髪を丁寧に梳すきながら、メレアが残念そうに言った。

「本当はもっと髪が伸びてから、外に出したかったのだけど……」

　ティアは首を振った。

「これでいいの。だって、髪を切ったのは自分の意志だから」

　メレアはため息をついた。彼女は不幸な運命を背せ負おったティアに心から同情し、胸を痛めていた。ティアが目を覚ましたとき、すでにレオは騎士団から除名されたあとだった。

　世話を任まかされたメレアは、最初姫巫女であるティアに対して敬けい語ごを使おうとした。

「お願いだから、いつものように接してください」

　ティアが頼むと、困こん惑わくしつつもメレアは頷うなずいてくれた。

　やがてティアの迎えがやってきた。

　対応に出たメレアは、そのままそっと扉とびらを開いて頭を下げる。

　ティアは、スタンレイ公爵が用意した簡かん素そな白のドレスに身を包つつんでいるだけで、宝ほう飾しよく品ひんを一切身にまとっていなかった。だが、巫女装しよう束ぞくに近い格かつ好こうは、ティアの美しさがかえってひきたつようである。ティアは、公爵に静かに一礼した。

「お世話になります」

　頭を上げたティアは、決けつ然ぜんとした顔で公爵と向き合った。

「ですが、本当にお世話になってもいいのでしょうか？」

　困惑するティアに、スタンレイ公爵は、レオが現在置かれている状況を淡たん々たんと説明しだした。

　このままでは、姫巫女誘拐の罪つみを背負わされてレオの立場が危うくなること、すでに騎士の地位を剝奪されていること。ティアは、ラスカに言われた『犯罪者』の言葉を思い出して背せ筋すじがぞっとした。

「きみが気に病やむことではない。もとは、正当な王位継けい承しよう者しやでありながら、その立場を蹴けったレオにも責任がある。なによりラスカ様は、たしかにいろいろな面で有能だが、彼に無理強いされて失しつ意いのあまり命を絶たった女性も少なくない。王太子という立場を利用して、悪あく辣らつなことも平気でやってのけてきた。……それでもレオは、けっしてラスカ様に逆らおうとはしなかった。なぜかわかるかね？」

　ティアは首を振った。レオが王位を拒む理由など、彼女にわかるはずもなかった。

「彼の母親が、死の間ま際ぎわに言い残した言葉があるからだ。先代の聖なる花嫁、わたしの妹は、きみのようにけっして多くを望む女性ではなかった。嫁とつぐ前から、すでに愛あい妾しようが子供を産んでいたので、もし自分が男子を出産すれば、いらぬ争いに巻きこまれると懸け念ねんしていた。それでもレオを身ごもり出産した妹は、いまわの際にこう言ったよ。『どうか、レオを政治の道具にしないでほしい。彼に自由な人生を与えてほしい』と。妹の言葉はけっして王座を否定したわけではなかった。だが、レオはそうは思わなかった。レオは今でも自分の母親は、政せい権けん争いに巻き込まれて死んだと思いこんでいる」

「……どういう意味ですか？」

「陰いん謀ぼう渦うず巻まく王宮暮らしが、彼女の命を縮ちぢめたと思っているのだよ。……妹は、もともと体が弱かった。出産にとても耐たえられるような体ではなかった。だが、レオを身ごもったとき、これも神の意思なのだと決死の覚悟で出産した。体は弱いが、芯しんの強い女性だった。短い時間ではあったが、陛へい下かと妹の間には、立場を超えた絆きずながたしかに生まれていたんだ。おそらくレオは、聖なる花嫁などに選ばれて、命がけの出産を余よ儀ぎなくされた母親に後ろめたさを感じているのだろう。自分さえ生まれてこなければ、母は命を落とすことはなかったのだと。……わたしもまた、妹の意志を尊重してレオに王位を強きよう要ようしたりはしなかった。だがその結果、王太子の座についたラスカ様によって混乱が生しようじている。彼は、少なからず貴族たちの恨うらみを買っている。今レオを救うためには、ラスカ様を蹴落としてレオ自身が王太子の座に納おさまるしかない。そのためには、きみの協力が必要なのだ」

「わたしが？」

「きみはレオが嫌いかい？」

「とんでもありません。レオ様を嫌うなんて恐れ多いことです。身を挺ていしてわたしを守っていただき感謝もしております」

「では、聖なる花嫁としてその役目を果たすことに異い存ぞんはないかね」

　ティアが口ごもる。もともと聖なる花嫁になることを嫌って逃げ出したのだ。その事実が決意を鈍にぶらせる。

「…………」

「きみはなにを迷っているのかね？」

「……わたしは大巫女の正式な神しん託たくを受けて姫巫女になったわけではありません。自分がレオ様にふさわしいとも思っていません。そんなわたしが聖なる花嫁を名乗ることなどおこがましい話です」

　スタンレイ公爵は厳しい顔つきでティアに告つげた。

「きみはこのまま王宮に残ることがどういうことかわかっているかね？　レオは最悪処しよ刑けいされ、きみはラスカ様の花嫁となる」

　ティアは、ぎゅっとスカートを握りしめた。

「そんな……」

　スタンレイ公爵の言葉は脅きよう迫はくに近かったが、事実だった。襲われた夜、ラスカがティアに残した言葉の意味が現実味を帯おびてくる。

「レオの運命はきみ次第だ。さあ、どうする。わたしと一緒に来るかね？」

　ティアに選せん択たくの余よ地ちはなかった。

「……わかりました。公爵のお言葉に従います」

　荷物をまとめ、公爵に先導されて三日ぶりに部屋の外に出て通用門に向かう。そこでティアの足は止まった。小さな広場を埋うめ尽くすようにしてたくさんの騎士たちが、地面に膝ひざをついていた。ティアはぎょっとした。公爵も啞あ然ぜんとしている。

　すると集団の先頭にいた騎士団長のノックスが立ち上がり、うやうやしくティアのドレスの裾をすくい上げて、口づけをした。ティアは知らないが、それは男性が女性に永遠の忠ちゆう誠せいを約束する儀ぎ式しきである。

　ティアはあわてた。

「ノックス様、どうかおやめください。皆さんも立ってください。……わたしは今まで皆さんを騙だましてきました。どうかお許しください」

　だがノックスは、無言のままスタンレイ公爵を見上げると、胸に手をあててこう言った。

「われわれ騎士団の心は、レオ様と姫巫女様とともにあります。どうか有ゆう事じの際は、遠慮なくわたくしどもにご命令を」

　スタンレイ公爵は、彼らの決意を重々しく受け止めた。

「わたしは、なんとしてもレオを王座につけたい。きみたちの助力を期待しているよ」

　すると集まった騎士たちのなかから快かい哉さいがあがった。

　異い様ような熱気が彼らを熱くする。

　公爵は、ティアをその場に残して先に馬車に乗りこんだ。公爵の姿が見えなくなるといきなりノックスが立ち上がり、力いっぱいティアを抱きしめる。

「ノ、ノックス様」

　ティアが驚く。

　ノックスの腕はすぐに離れたが、いつの間にかティアを囲むようにして大きな輪が広がっている。

　ノックスがティアの全身を上から下までくまなく眺めると、口くち惜おしそうに言う。

「見事なまでに美しい。もっと早く気づいていれば、カイの女じよ装そうをおがめたのにな」

「女装……」

　ティアが絶ぜつ句くする。

「カイ、今まで世話になったな。ありがとう」

　騎士たちが次々にティアに礼を告げていく。

　やがて公爵の付き人がティアを呼びにきた。ティアは多くの騎士たちに惜しまれながら馬車に乗って寄宿舎をあとにした。
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　夜の闇やみが、深しん閑かんとした室内に寒さとともに忍しのび入ってくる。

　夕方から急に天てん候こうが変わり、気温がみるみる下がっていった。

　窓の外はうっすらとした雪に覆おおわれ、闇の中でほのかに白く輝かがやいている。

　季節は冬から春へと移りかわりつつあった。

　おそらくこの冬最後の雪になるだろうとココは思った。

　いや、もしかしたら、人生で見る最後の雪景色になるかもしれないとさえ感じていた。

　ティアが王宮を去って三日。ココは姫ひめ巫み女こ逃とう亡ぼうの手助けをしただけでなく、偽にせの姫巫女を騙かたった罪つみにより、その身み柄がらは軟なん禁きん状態に置かれている。部屋は来たときと同じ姫巫女のための部屋だが、常にそばにいた女によ官かんたちが姿を消し、代わりに下働きの侍じ女じよと見張りの兵士がココの身辺に配された。

　未来の王妃のために用意された豪ごう奢しやな家具には埃ほこりが見えはじめ、身につけているドレスも三日前と同じものだ。

　聖なる花嫁を騙ったココの世話をするのを誰もが嫌いやがった。

　身分の低い侍女でさえ、三度の食事の用意以外でココに近寄ってきたりはしない。

　おかげで室内に火の気はない。

　蠟ろう燭そくがかたわらに一本置かれているだけだ。

　じりじりと燃える唯ゆい一いつの光こう源げんさえも、ココの目には寒々しく映った。

　このまま死んでしまうのだろうかと考えると、それもいいかと思えた。自分は重じゆう罪ざい人にんだ。

　お人よしの友人を騙だまして姫巫女の地位をのっとり、あまつさえ王おう太たい子しラスカの寵ちよう愛あいをものにさえした。ココは、それがラスカの一時的なお遊びでしかないことをわかっていた。ラスカはココが姫巫女でないことを承しよう知ちの上で、受け入れたのだ。

「賭かけをしよう」と彼は言った。

　ティアが見つかるまでに、自分がラスカの心を射い止とめることができたなら、花嫁にしてくれると言った。ココは藁わらにもすがる思いで、その申し出を受けたが、彼の残ざん虐ぎやく性せいを知って後こう悔かいしたときにはもう引き返せないところまで来ていた。

　ティアは、心しん神しん喪そう失しつ状態でスタンレイ公こう爵しやく家けに身柄を引き取られたという。宮きゆう廷ていでは、レオとラスカが聖なる花嫁のティアをかけて争あらそう姿勢を見せていた。もともと王位継けい承しよう権けんを持つのは、弟とはいえ先代の姫巫女を母に持つレオのほうである。だが、宮廷での勢せい力りよく争いを嫌きらって王太子の座をラスカに譲ゆずり、レオは一人の騎き士しとして生きる道を選んだはずだった。

　真ま面じ目めなレオをなにがそこまで駆かり立てているのかは明白だ。

「ティア……」

　ココは親友の名をそっと呼んだ。

「あなたは、もしかしたら、本物の聖なる花嫁なのかもしれないわね……」

　親友に対して行った裏切りの数々に後悔はない。自分にも野や心しんがあったのだと思った。正妻の座を手に入れるために母を殺した愛あい妾しようのように。

　今は、むなしさだけが胸の中にただよっている。ココはそっとテーブルの上を見た。冷えきった粗そ末まつな夕食が、ひと匙さじも口をつけられないままぽつりと置かれている。どうせ朝食の時間になるまで、誰も食器を下げには来ない。

　誰もいない室内で、沸ふつ々ふつと湧わき上がってきたのは、ティアへの憎にくしみだけだった。

　ラスカがいつまでも自分を見ようとせず、ティアに執しゆう着ちやくすることが許せなかった。

　──ティア、わたしはあなたを許さない！

　ココは新たな決意を胸に、かつての親友への復ふく讐しゆうを誓ちかった。
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　レオは現在、都みやこから三日離れた距きよ離りにある、スタンレイ公爵家の別べつ荘そうに滞たい在ざいしていた。六日前にラスカの命令で拘こう束そくされ、聖なる花嫁を汚けがした罪でその場で処しよ刑けいされかかったところを、ノックス率ひきいるディセルナティアの騎士団に救われた。

　そのまま王宮を抜け出し、ティアを連れて領地に戻ったスタンレイ公爵のもとに向かっていた。

　すぐに追おつ手てが来るかと思えば、王宮のある都は静まり返ったまま、なんの行動も起こさない。レオは一いつ刻こくも早く公爵と合流してティアの無事を確かめたかった。

　すると、偵てい察さつ隊たいと行動を共にしていたダーレンが、夕方、険けわしい顔でレオのもとに戻ってきた。

「レオ、状況が急変しました」

「どうした？」

　レオは表情を引きしめた。ダーレンはレオの予想をはるかに超えた返答をしてきた。

「……ラスカ様が今回の一件で国王陛へい下かの怒いかりを買ってしまい、陛下は聖なる花嫁のご意志だと言って王太子の座を剝はく奪だつしようとなさいました。怒ったラスカ様が陛下を弑し逆ぎやくし、自みずから新国王を名乗ったということです」

「馬ば鹿かな！　兄上が父上を？　間違いないのか？」

「確かな筋の情報です」

　レオの顔がひきつる。

　父王を亡くしたという事件はレオに少なからず衝しよう撃げきを与えた。誰に対しても厳しい父ではあったが、尊敬もしていたし、信頼もしていた。その父を理り不ふ尽じんに殺さつ害がいしたラスカに対する憎しみが、一いつ瞬しゆんのうちにレオの内側に炎ほのおのように広がっていく。

「くそ……！　兄上……！」

　レオが乱らん暴ぼうに椅い子すの足を蹴けり上げた。

　そして難むずかしい顔をしたままじっと黙だまりこんでいる。

「レオ、迷っているときではない。今のディセルナティアに必要なのはあなただ」

　すると、レオがゆっくりと目を閉じて、無言で考えこんだあと、瞼まぶたを開いた。青い瞳ひとみが決けつ然ぜんと輝く。

「周辺の貴族に至し急きゆう招しよう集しゆうをかけてくれ。反はん逆ぎやく者しやの粛しゆく清せいのための兵を募つのる。……王おう弟ていレオの名のもとに」

　ダーレンがうやうやしく一礼した。
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　スタンレイ公爵家が有する居きよ城じようは深い堀ほりに囲まれていた。跳はね橋ばしを上げれば、たちまち堅けん固ごな要よう塞さいに早変わりする。だがいかめしい外がい観かんの城の一室では、珍めずらしく華はなやいだ声が響ひびき渡っていた。

「ねえティア、この若草色のドレスはどうかしら？　もうすぐ春ですもの。あなたは若いのだから、もっと華やかな色も似合うと思うのよ」

　色とりどりの布を手にティアに優しく語りかけるのは、フィーリアという名の上品な中年の婦人だった。彼女が、ダーレンの母であり、レオを育てあげた女性だった。フィーリアは、ティアをひとめ見た瞬間からたいそう気に入り、まるで実の娘のように接してくれる。

「素敵な色ですね」

　ティアがうれしそうに笑う。正直、流は行やりの色など分からないが、フィーリアがうきうきと楽しそうに布を選ぶ姿を見ているだけで、ティアも幸せな気持ちになれた。

　フィーリアは次に深しん紅くの薔ば薇らを思わせる真っ赤な布を手にしたが、すぐにそれを手放す。

「この赤もいいけれど、レオの好みではないわね」

　ティアの笑みに陰かげりがさす。この城に来てから、誰もがティアをレオの未来の妻として扱あつかってくる。たしかに、聖なる花嫁としての役目を果たすと約束したものの、ティアは周囲のそんな態度に気持ちが追いつけないでいた。

　聖なる花嫁はディセルナティアの王に嫁とつぐのが定めだ。だが、それ以前に、ティアはレオから好きだと言われたこともなければ、妻になってほしいと求きゆう婚こんされたわけでもない。それなのにスタンレイ公爵もフィーリアも、まるでティアが未来の王おう妃ひになることを当たり前のように話す。ティアは、もともとラスカに選ばれた聖なる花嫁だ。ラスカが国王の座を追われることになったら、次の王になるレオには、新王にふさわしい新たな花嫁が選ばれるべきではないかと考えていた。その思いがティアの気持ちを暗くしていた。

　ともすればふさぎこむティアの顔を見るたびに、フィーリアは見事な宝石を買ってくれたり、お茶会に連れ出してくれたりする。また、ティアに王宮での礼れい儀ぎ作さ法ほうを仕込み、未来の王妃としての心構えも教えてくれた。

「義妹いもうとが聖なる花嫁に選ばれて国王陛下に嫁いだとき、それはそれは美しい花嫁だと評判だったのよ。レオのような漆しつ黒こくの髪に真っ白な花嫁衣装がとても似合っていたの。彼女はとても賢かしこい女性で、陛下が先に愛妾との間にもうけたラスカ様をおろそかに扱うことはしなかったわ。でもね、それが愛妾には屈くつ辱じよくだったのよ。自分のことなど気にもかけない鼻もちならない態度に思えたようね。女心というのは複ふく雑ざつね。義妹が王妃として公平であろうとすればするほど、陛下は王妃の立場を尊そん重ちようし、愛妾は義妹に激しく嫉しつ妬とするようになっていたわ。まるでためこんだ鬱うつ憤ぷんを晴らすように息子のラスカ様を甘あまやかすだけ甘やかして、贅ぜい沢たくをさせた。レオが生まれてからは、対抗するようにラスカ様を常に目立つ位置に置いて衆しゆう目もくを集めたわ」

　ティアはフィーリアの話に黙って耳を傾けていた。

「でも、レオには、どうでもいいことだった。わたしは義妹の遺ゆい言ごんに従したがって、レオと息子むすこのダーレンをわけへだてなく育て将来を自由に選べるように教育したの。レオも義妹が死んで以来、愛妾の嫉妬心が自分に移るのを感じてうんざりしていたみたい。その考えは、歪ゆがんだかたちでラスカ様に受け継つがれてしまったようね。望んでかなわないことなどないという恵まれた環境で育ったラスカ様が、唯一思い通りにならなかったのが、レオの心だったのだから。皮ひ肉にくな話でしょう？　公こう正せい無む私しを貫つらぬいた義妹の態度はたしかに王妃としては立りつ派ぱだったわ。でも、必ずしも公平であることが正しいとは限らないということね」

　ティアは、思い出していた。聖なる花嫁に選ばれた夜、ラスカは言っていた。レオがティアに好意を寄せているから花嫁に選んだのだと。恋人を奪うばわれて悔くやしがる弟の顔が見たかったのだと。

　だが、どうしてラスカはそんなふうに思ったのだろうか。ティアとレオが聖なる花嫁お披ひ露ろ目めの祝しゆく宴えんの席で顔を合わせる前に出会ったのは一度きり、それもわずかな時間だ。おそらくレオは覚えてもいないに違いない。それとも、ラスカは未来を見通す力でも持っていたのだろうか。いつかレオがティアに恋する日がくるなどと……。

　ティアは失しつ笑しようした。

　そんなはずはないと思った。レオがいつもティアに見せる態度は苛いら立だちや怒りばかりで、恋する相手に向けるものとは程遠かった。ひどい言葉でなじられたこともある。自分も、匿かくまわれている立場にありながら、彼の頰ほおを叩たたいたことさえあった。

　そもそもティアは恋というものがどんなものかわからない。神殿で、花嫁という名の娼しよう婦ふになることを嫌って、息をひそめるように暮らしてきた自分が、誰かに恋する日がくるなど思えなかった。その思いこみが、ティアを戸と惑まどわせていた。

　レオのことを思い出すたびに一いつ喜き一いち憂ゆうする感情が、心のどこから発生するものなのか、たまに見せる彼の優しさに胸が締しめ付つけられるように痛んだのはなぜなのか、ティアはいまだに理解できないでいた。

「お嬢じよう様さま、こちらの色などはどうでしょうか？」

　ティアは、はっとなって顔を上げた。

　フィーリアが呼び寄せた宝石商が、ティアにうやうやしく指輪を差し出していた。ティアの瞳を思わせるはしばみ色の宝石をすすめてくる。

「それからこちら、姫巫女様にぜひご覧いただきたい品がございます」

　そう言ってさらに目の前に差し出された指輪を見てティアは顔色を変えた。

　薔薇の意い匠しようをほどこされた銅の指輪は、宝石たちのなかにあって色あせたみすぼらしいものだ。同じ指輪がティアの右手の中指にもはまっている。それは、ラスカとの結婚を嫌って逃亡した夜、ダーレンに奪われた神殿の巫女の証あかしだったが、騎士団の宿舎でスタンレイ公爵の手から返してもらっていた。それとまったく同じ指輪が見知らぬ宝石商の手の中にある。

　予感がした。

　おそるおそる手にとって、指輪の内側をのぞきこむと、すり減ってはいたが文字がはっきりと読み取れた。

　──ココ。

　ティアの顔がたちまち青くなる。

　どうしてココの指輪がこんなところにあるのだろうか。

　ココの身になにが起こっているのだろうか。

　宝石商が、熱心に宝石を選ぶフィーリアの目を盗み、ティアに小さな紙切れを差し出す。

　手のひらの中で包みこむようにしておそるおそる紙切れを開くと、見慣れない文字で短く文章がつづられていた。

　──深夜、裏庭にて待つ。

　ティアは、手紙を手のひらの中に握にぎりこみ、具合が悪くなったと告げて席をたった。

　フィーリアは医者を呼ぼうかとおろおろしながら部屋までティアに付き添そったが、少し休めば治なおると言うと、なにかあったらすぐに呼ぶようにと告げて去っていった。

　ティアの姿が城から忽こつ然ぜんと消えたのは、次の日の朝のことだった。
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　レオは、スタンレイ公爵と合流するために公爵家の居城を目指して馬を走らせていた。レオの呼びかけに応じ集まった戦力は一万五千。対するラスカは、一万の兵士を連れて王都を出しゆつ立たつしたという。

　兵士たちをいったん騎士団長のノックスに任まかせたレオは、ティアにひとめ会おうと馬を飛ばしていた。付き従うのは、ダーレンと数名の兵士のみだ。

　この戦いを始める前に、レオはどうしてもティアに確認しておきたいことがあった。そうしなければ、この戦いに意い義ぎはないと思っていた。はたしてティアがどんな答えを出すのか、考えるだけで胸がかきむしられるようだった。

「レオ、兵士たちが疲れきっています。いったん休きゆう憩けいをとりましょう」

　ダーレンに促うながされて、レオはようやく後こう続ぞくの兵士たちが遅おくれていることに気がついた。このままでは、馬がつぶれてしまう。しかたなくレオは馬を止めて、川沿いの道で休憩をとった。この川の水は、マレイア山脈の雪ゆき解どけ水が流れこんでいる。冷たい水で顔を洗うとようやく頭が冴さえてきた。レオはいつもの冷静さを取り戻すと、スタンレイ公爵の居城まで、あといくつの宿しゆく場ば町まちを越えなくてはならないのか真剣に考えはじめていた。

　と、そのときレオのすぐそばの木に矢が突つき刺ささった。馬たちが鳴き声をあげながら棹さお立だちになる。レオは驚いて騒さわぐ馬をなだめると、木から矢を引き抜いた。近くにいたダーレンがあわてて走ってくる。

「どうしました、レオ」

　弓ゆみ矢やにひっかかった金属と思われるなにかを引き抜くと、レオは厳しい顔で眉まゆをひそめた。

「なんだ、これは？」

　すると、ダーレンの顔色が変わる。彼は、断りもなくレオの手から指輪を奪い取ると、急いで指輪の内側に視線を走らせた。その顔が驚きよう愕がくに揺ゆれる。

「やられましたね……」

　苦い顔でダーレンが言った。

「どういう意味だ？」

「……これは、神殿が巫女の証に授さずける指輪です。この内側をご覧なさい」

　レオが言われるままにのぞきこむと、はっきりとティアの名前が読み取れた。

　弓矢には手紙がくくりつけられていた。ひったくるように手紙をはずすと、ティアの命とひきかえにレオ一人を呼び出す文章がつづられていた。

　レオは頭の中にめまぐるしく周辺地図を思い描えがいていた。ここから半日と離れていない距離にその場所はある。

「すぐに向かう」

　急いで馬にまたがったレオを止めたのは、落ち着きを取り戻したダーレンの厳しい声だった。

「お待ちなさい。あなたは、たかが小娘一人のために命を危険にさらすのですか？　あなたの肩には未来のディセルナティアが託たくされているのですよ。あなたを信じて集まった騎士団や兵たちの信頼を裏切るおつもりですか？」

「さんざんティアとのことをたきつけたおまえが、本気で言っているのか？」

「わたしが最優先させるべきものは、今も昔もあなたの身の安全だけです」

　するとレオは、不ふ敵てきな笑みを浮かべた。




「ティアが、彼女がいないのなら最初から王座など望まない」




　するとダーレンがため息をついた。

「ようやく本ほん音ねが聞けて安心しましたよ。必ず無事に戻ってきてください」

「ああ。必ずティアを連れて戻ってくる」

　こうしてレオは、ティア救出のために一人馬を飛ばした。
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　太陽が西に傾きつつあった。

　ティアは窓の内側からその光景を眺ながめる。

　両手両足は縛しばられ、口には猿さるぐつわを嚙かまされている姿のまま、床に転がされていた。

　スタンレイ公爵家の居城から連れ去られてから、もう丸二日がたっていた。

　埃ほこりっぽい床にはカビ臭くさい絨じゆう毯たんが敷しかれ、部屋のあちこちには蜘く蛛もの巣が網あみの目のように張り巡めぐらされている。ティアの真っ白なドレスには埃がまとわりつき、身動きするだけでもうもうと埃が立ちこめた。

　──ここはいったいどこかしら？

　ティアが捕とらえられた部屋には、他に誰の姿もなかった。扉とびら越ごしに人の気配が伝わってくることから、見張りが立っていることはかろうじてわかる。

　ティアは不安のあまり、口がからからに渇かわいていた。監かん禁きんされている間、食事も満足に与えられていない。

　だが、ここには水を飲ませてくれる親切な人物はいないようだ。

　──わたし、このまま死ぬのかしら……？

　その考えはティアをぞっとさせた。

　ティアは思わず身み震ぶるいした。

　──嫌！　こんなところで死にたくない。

　なんとか拘束から逃のがれようとティアが体をよじったときだった。

　入り口の扉が静かに開く。

　目線だけを音のしたほうにやると、真っ黒なドレスに身を包んだ令れい嬢じようがコツリとヒールの高い靴くつを鳴らして部屋の中に入ってきた。黒いヴェールをかぶり顔を隠かくしているが、その姿を見間違うことはなかった。

「お久しぶりね、ティア」
















　目を丸くして自分を見つめるティアを見て、ココはおかしそうに笑った。

「軟なん禁きんされているはずのわたしがこんなところにいるのが不思議という顔ね。以前、ラスカ様に教えていただいた秘密の通路を通ってここまでやってきたのよ」

　ココは不ぶ気き味みなほど落ちついた声でティアを見つめていた。

　──まさか、わたしを誘ゆう拐かいしたの……？

　信じられない考えが脳のう裏りをよぎる。

　ココの指輪を見たときから、彼女の身になにか起きたのかを心配していたティアには、ココがなぜ自分を誘拐するのか、その理由が思いつかなかった。

　──どうして？

　ティアの頭の中を疑問の嵐が駆けまわった。

　ココはドレスが汚れるのも構わずティアの前にかがみこむ。猿ぐつわをはずし、おとがいを摑つかむと無理やり上を向かせた。

「……ふん。いまいましいわね。こうしてまたあなたと顔を合わせことになるなんて」

　ココは冷たい目でいちべつするとティアから手を離した。

「……あなたさえいなければ、ラスカ様の寵愛はわたしのものだったのに……！」

　次の瞬間、ココの瞳に暗い炎が宿る。憎しみのこもる目で睨にらみつけられてティアは、全身を硬こう直ちよくさせた。

「……わたしは聖なる花嫁になりたいなんて思ったことはないわ」

　その言葉が、さらにココの憎しみを強くした。

「そう。まああなたのように取るに足らない小娘なら、聖なる花嫁に選ばれることは恐れ多いことでしょうね」

　ティアは顔色を青ざめさせてココを見た。

「ココは、それほど聖なる花嫁になりたかったの？」

　するとココがきっとティアを睨みつけた。

「当たり前よ！　わたしとティアのなにが違うというの？　それなのにラスカ様だけでなく、レオ様まで味方につけて！」

「……そんなことわからないわ。ねえココ、いったいなにがあったというの？　前のあなたに戻って！」

「ティア、あなたのそういうところがたまらなく頭にくるわ！　そうよ、わたしはラスカ様の花嫁になりたくて、あなたを王宮から追い払おうとしたのよ！」

「ココ……」

　ココの発言に、ティアは衝撃を受けた。

　いや、ラスカと仲なか睦むつましげに過ごすココの姿を見たときから、薄うす々うす気がついていた。ココはもしかしてラスカのことが好きなのではないか。ラスカの花嫁になるためにティアを王宮から逃がして、聖なる花嫁の座についたのではないかと。

　信じられなかった。信じたくなかった。

　男性不信だったココがなぜそこまでラスカに執着するのかティアにはわからない。

　──誰かを好きになる気持ちなんて、わたしにはわからない。

　ティアの脳裏に一瞬だけレオの面おも影かげがよぎるが、ティアは無意識のうちに頭を振ってその考えを振り払った。

　──それだけじゃない。聖なる花嫁になりたがるココの気持ちもわたしにはわからない。

　ティアは戸惑いながら身をよじった。

　そんなティアの姿を見てココは満足そうに唇くちびるを歪める。

「でも、今日ですべてが終わるわ」

「……どういう意味？」

「言ったままの意味よ。あなたは今から火事に巻きこまれてここで死ぬの」

　ココの本気の目を見てティアはぞっとした。

「待って！　わたしたち親友だったじゃない！　それなのにどうして？　お願い、馬鹿な真ま似ねはやめて！」

　ティアの言葉を聞いて、ココがかっとなった。

「馬鹿な真似？　ええ、そうかもしれないわ。でもいいの。だって、あなたの存在はとっても目ざわりなんですもの」

　向けられる憎しみの深さに、ティアは圧あつ倒とうされた。

　そのとき、ココの背はい後ごから一人の男が近づいてきた。

　男はココに何事かを耳打ちすると、静かに去っていく。

「どうやら、役者がそろったようね」

「え？」

「あなたの大切な騎士様が、こちらに向かっているそうよ」

　ティアは心底ぞっとした。

「……まさか、レオ様？」

　顔色を青ざめさせたティアを見て、ココは満足そうに笑った。

「王になるのはラスカ様よ。二人そろって、ここで焼け死ぬがいいわ」

　冷たく言い放つと、ココは部屋から出て行った。

「そんな……」

　自分がレオの足をひっぱる真似をしていることが悔しかった。

　手足の拘束をはずそうと必死にもがくが、きつく縛られた縄なわをとくことはできない。

「レオ様、どうか来ないで。わたしのことは見捨ててください」

　祈いのるような気持ちで強く願った。
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　レオは深い山道を必死の思いで馬を飛ばしながら、ティアは無事だろうかとそのことばかり考えていた。

　ようやく山深い木々の奥に古びた邸やしきが姿を現した。二階建ての邸の一階からもうもうと煙けむりが燻くすぶっているのが見える。

「まさか、火事か……？」

　レオは焦あせった。ティアが捕らえられているかもしれない邸が燃えている。急いで馬から降りると邸の中に飛び込もうとした。だが、木こ陰かげに潜んでいた伏ふく兵へいが剣を構えて襲おそいかかってきたので、思わぬ足止めをくらってしまう。敵の手て勢ぜいなのだろう。その数はざっと見ただけで二十人近くあった。

　レオは迷わず剣を抜き襲いかかってきた兵士たちを端から切り捨てていった。

「どけ！」

　レオの気き勢せいに、数で勝る兵士たちがたじろぐ。

　だが、鬼き気き迫るレオの頭に冷や水を浴びせるように、低く冷たい女の声が耳を突つき刺さした。

「これはレオ様、こんな山奥までよくぞ来られました。本当にお一人で来られるなんて、なんてうかつな方なのかしら」

　レオの背後から姿を見せた不ぶ気き味みな気配を漂ただよわせる女は、黒いヴェールを目ま深ぶかにかぶっていた。女が嘲あざけるように冷れい笑しようする。

　知らない女に名前を呼ばれてレオはいぶかしんだが、すぐに直ちよつ感かんが働いた。

「おまえがココか？」

　ヴェールの下で女が肩を揺らして笑った。

「ご名答。……ティアなんかを救いに、命を賭として駆けつけるなんて愚おろかな男。そんなにあの子が大切なの？」

　侮ぶ蔑べつの響きを帯おびた声が、レオの神しん経けいを逆なでする。

「なぜティアにこんな真ま似ねをするんだ？　おまえはティアの親友じゃなかったのか？　答えろ！」

　するとココを包つつむ空気がすっと冷えていった。

「親友？　笑わせないでちょうだい。いつもいい子ぶっていて、あんな子大嫌いだったわ！」

　心の底から絞しぼり出す声は、悲鳴に似ていた。それがまぎれもない本心だと知らされて、レオは唇くちびるを引き結んだ。

「……それでも、ティアはおまえを信じていた。自分の代わりに聖なる花嫁を演じている友のことをいつも気にかけていた。……心からお前の身を案じていたぞ」

　レオの言葉に、まるで古傷をえぐられたような様子で体を震わせて、ココがますます憤いきどおる。

「……それでわたしが泣いてひざまずいて改心するとでも思ったの？　おめでたい男。ティアのことを本心から友達だなんて思ったことは一度もないわ。きれいごとはやめてちょうだい！　──無駄話はこれで終わりよ。あなたにはティアともどもここで死んでもらうわ！」

　ココがすっと手を上げて、レオを取り囲む兵士たちに合図する。

「さあ、ラスカ様のためにこの男を血祭りにあげるのよ！　止とどめを刺した者には報ほう奨しようを与えるわ。やりなさい！」

　ココの叫びとともに兵士たちがいっせいにレオに剣を向ける。

　みな、ラスカに忠ちゆう誠せいを誓った兵士なのだろう。その剣に迷いはなく、覚悟だけがあった。

　さすがのレオもこれだけの数の兵士を一度に相手にはできない。兵士たちが一気に襲いかかってくる一瞬の隙をついて、包ほう囲い網もうの薄い場所を突とつ破ぱするために剣を構えて走りだした。

「どけ！」

　レオは剣で敵の攻撃をなぎはらう。

　一人の兵士の剣を根元から叩き折り、次の兵士の肩を斜めに切り裂さく。

　いく人もの兵士を倒し、包囲網をくぐりぬけると、森の中に入り、追ってくる敵を一人一人倒していく。

　森の中は夜の一歩手前のように暗かったが、夜よ目めのきくレオの足取りに迷いはない。

　だが、黒こく煙えんを燻らせながら火の勢いきおいを増していく邸に視線を走らせると、レオは焦りを覚えた。このままではティアの身が危険だ。

　最後の敵を斬り伏せると、レオは森を抜け、邸の前に飛び出した。

　その様子を見ていたココが、炎の舌に飲みこまれつつある邸を背にして悔しそうにレオを睨にらみつけている。

「……次の王になるのはラスカ様。あなたはティアと一緒に焼け死ぬ未来がお似合いよ」

　狂くるったように笑いながら、レオの前から走り去っていく。

　レオは剣を鞘さやに戻すと邸の扉を蹴け破やぶって中に侵しん入にゆうした。

「ティア、どこだ！」

　煙のたちこめる邸内を腕で口を覆おおいながら、ティアの姿を求めて一階を一部屋ずつ確認していく。だが、どこにもティアの姿はない。

　まさか謀はかられたのかと、最悪な想像がレオの脳のう裏りをよぎるが、その考えをすぐに振り払う。

　少ない手勢を裂いてティアとレオを別々におびき寄せるような暇ひまがココにあったとは思えない。

　熱風に煽あおられて、レオの額には玉のような汗が流れ落ちていく。

「くそ！」

　レオの顔に焦りと苛いら立だちが滲にじむ。今度は二階へと駆けあがり、黒煙にさらされてずきずきと痛む目を見開いてティアを探した。

　──一番奥の部屋でようやくティアの姿を見つけたとき、レオは心の底から安あん堵どした。

　ティアは両手両足を荒あら縄なわで縛られた姿で荷物のように床に転がされており、意識をなくしていた。

　短い金髪が青白い顔に散っている。

　レオは短刀を取り出してティアの体を拘束している縄をといた。

「おい、目を覚ませ」

　レオが、ティアの頰を叩く。

「うっ……」

　ティアはすぐに目を覚ます。

「……レオ様……？」

　弱々しい声でティアが反応した。

　瞬間、レオは怒ど鳴なっていた。

「一人で行動するなんて、馬鹿か、おまえは！　どれだけ心配したと思っているんだ!?」

　それは安あん堵どするあまりに飛び出した言葉だったが、ティアは苦しそうに咳せきこんだ。

　レオははっとした。

　一刻も早くこの邸を逃げ出さなくては二人とも焼け死んでしまう。

　レオは、ティアの体を背せ負おうと、燃え盛る邸から必死に逃げ出した。

「……どうして、こんなところまで……？」

　ティアが弱々しい声でぽつりと言った。ティアの意識があることにレオはほっとする。

「おまえがさらわれたと聞いて捜さがしに来たんだ」

「……わたしなんかのために無茶なことをしないでください。わたしに、そんな価値はありません」

　レオは苛立った。

「じゃあ、助けにこないほうがよかったのか？」

「……そのほうがよかった。あなたを危険にさらすくらいなら。わたしは、ラスカ様に無理やり王宮に連れてこられただけで、聖なる花嫁などではありません……」

「それでもディセルナティアが定めたのなら、おまえが聖なる花嫁ということだろう」

　ティアが弱々しく頭かぶりを振った。

「……だって、わたしは神の声など聞いたこともない。ましてや、神を信じたこともありません。両親を流行り病やまいで亡くしたときから、わたしのそばに神などいなかった……」

　レオは、黙ったままティアの言葉を聞いていた。神しん殿でんで暮らしてきたティアが神など信じていないと知って、少なからず驚いた。しかもティアは敬けい虔けんな神の信しん徒とだという話だ。そんな彼女からなぜ神を信じていないなどと聞かされるのだろうか。

「……だから、レオ様が、王位を継ぐときは」

　ティアが、短く息を吐はいた。

「……どうか、あなたにふさわしい花嫁を迎むかえてください。あなたが望む女性を聖なる花嫁として、未来の王妃に……」

「もしも」

　レオがティアの言葉を遮さえぎった。

「もしも、おまえを王妃に、俺の妻にと望んだら、おまえはどう答える？」

　それは、レオが戦いの場へ赴おもむく前に、たったひとつ知りたい真実だった。ティアの答え次第で、レオの覚かく悟ごも決まると思ったからだ。

　ふいに肩に柔やわらかいものが触ふれた。

　レオがはっとして振り返ると、意識を手放したティアの真っ青な横顔がすぐ近くにあった。

　レオは焦った。どうしてもティアを失いたくなかった。闇の帳とばりが山を覆っていく。
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　ティアは夢を見ていた。

　ずいぶん昔、真冬の季節に、叔お母ばを怒らせて納な屋やに閉じこめられていたときの記き憶おくだ。叔母は、叔お父じが無理に引き取ったティアに冷たかった。叔父の家も貧まずしくて、余分な子供を育てる余よ裕ゆうはなかったのだ。神しん殿でんで着ていた服よりももっとぼろぼろの衣服で、隙すき間ま風かぜの絶たえない納屋で、手足を縮ちぢめるようにして座りこんでいた。叔母の機き嫌げんを損そこねると、空くう腹ふくのまま納屋に一晩閉じこめられることも珍しくない。空腹と寒さに耐たえながら過ごす夜はたとえようもなく辛つらかった。

　ティアは心細さのあまり声を殺して泣いた。

　涙が頰ほおをつたい落ちていく。

　ふいにその涙を優しくぬぐう手があった。

　誰？

　その手に触ふれていると不思議と寒さも空腹も忘れることができた。まるで死んだ母のぬくもりに包まれているようで心地ここちいい。ゆっくりと目を開くと、心配そうに自分を見つめる瞳があった。

「レオ様……」

「大丈夫か？　痛いところはないか？」

　ティアはこくりと頷うなずいた。

「はい……」

　いつになくレオの瞳は優しかった。ティアは恥はずかしくなって視線を逸そらす。

「その、助けていただいてありがとうございます」

「……おまえが無事でよかった」

　ぶっきらぼうな物言いがいかにもレオらしくて、ティアはくすぐったく思った。

「ここは……？」

　周囲を見回すとうっそうと茂る木々に囲まれている。目の前ではたき火が煌こう々こうと燃えていた。ティアの白いドレスは、あちこちが煤すすまみれになり焼け焦こげた痕あとがあった。

「ここはおまえが捕とらえられていた邸から南に下ったところだ」

「……ご迷めい惑わくをおかけしてすみません」

　申し訳なさそうにしおれるティアに、レオはさらに苛いら立だった。

「謝るな」

　沈ちん黙もくが二人の間に降りる。レオはたき火を見つめながら、おもむろに口を開いた。

「そんなに嫌いやか？」

「え？」

「聖なる花嫁になるのはそんなに嫌か？」

「……それは……」

「相手が俺でもか？」

　思いもよらないことを言われてティアは口ごもった。

「わたしは……」

　考えれば考えるほど心臓が早はや鐘がねをうっている。

「俺は、おまえ以外を花嫁に迎むかえたいとは思わない」

「……でもわたしは、レオ様にふさわしくありません」

　恐きよう縮しゆくするティアに、レオはむっとした。

　突然、乱らん暴ぼうにティアの両手を摑まえると、地面の上に体を押さえつけ、ティアが逃げられないように全身に体重をかけた。

「このまま逃がさないと言ったらどうする？　俺はこのままおまえを自分のものにすることもできるんだぞ？　……意味はわかるだろう？」

　呆ぼう然ぜんとティアがレオを見上げてくる。本気で意外だったのだろう。抵てい抗こうもせずに不自然に沈黙している。

　レオもまた、ティアの反応は予想外だった。ラスカに襲おそわれかけたときは、必死で逃げようともがきおびえていた少女が、自分の腕うでの中では静まり返っているのだ。よほど自分は男として見られていないのだと思うと、投げやりな気持ちになった。

「以前、おまえはこう言ったよな？　俺は神の御み前まえで結婚の誓せい約やくを交かわす前に、女に手を出すような恥はじ知しらずではないと」

　ティアは頷いた。

「でも、本当の俺はこういう男だ。一晩、おまえと一緒にいてなにもしないほどお人よしじゃない。……好きな女と一緒にいて、平静でいられるほど大人おとなでもない」

　ティアがなにかを言いかけた。だがその言葉は、レオの唇くちびるでふさがれる。まるでなにかを確かめるようにじっくりと唇を重ねたあと、ティアの首筋に顔を寄せた。と、くすくすとかわいらしい笑い声が聞こえてきた。レオが、不ふ愉ゆ快かいそうに顔を上げる。

「……なにがおかしい？」

　しかしティアの笑いが止まらない。頭がおかしくなったのかと、レオは本気で心配した。

「おいっ」

　ティアは、柔やわらかな笑顔でふんわりと笑った。

「すみません。くすぐったくて、つい」

　あまりの愛らしさにレオのほうがどぎまぎした。短い金髪がレオの腕の中で揺ゆれている。ティアがかつて結婚を嫌って女を捨てた証がこの髪だった。

「……あのなあ、状況わかっているよな？　俺は今、おまえを襲っているんだぞ？　普通は抵抗くらいするだろう？」

　すると難むずかしい顔でティアが黙だまりこんだあと、逆にレオに聞いてきた。

「抵抗したほうがよかったのでしょうか？」

「は？」

「ですから、こういう場合は、抵抗するのが普通の手順なのですか？」

　レオの顔がひきつる。娼しよう館かんに売られそうになった過去があるとはいえ、ティアはしょせん、男女のことなどほとんど知らないのだと思い知らされた。だが、ティアの目は真しん剣けんだった。なんで自分がこんなことに答えてやらなくてはならないのかと、本気で怒いかりを覚えた。

「おまえ、兄上に無む理り強じいされたときはさんざん抵抗しただろう？　触れられるのが嫌いやだったからだろう？　なぜ、俺を拒こばまない？」

　たちまちティアがレオを睨にらみつけてきた。両手でレオの顔を押し返す。

「あんまりです。いまさらそんな嫌な話を蒸むし返すなんて。ひどい……！」

　ティアが涙ぐむ。

　本気でレオは腹がたった。

「馬ば鹿かか、おまえは！」

　気がつけばいつものように怒ど鳴なりつけていた。

「俺は、今兄上と同じことをしようとしているんだぞ。おまえが逃げられないことをいいことに抱こうとしている。嫌なら、さっさとそう言え！」

　ティアが怒りに涙をにじませながら、鋭するどい声で言った。

「誰が、いつ、嫌だなんて言いましたか？　それとも好きだと言ってくださったのは噓うそなのですか？」

　レオはあっけにとられた。

　ティアは、子供のように頰を膨ふくらませてそっぽを向くと静かな声で語りだした。

「ラスカ様に襲われたときは、舌を嚙かんで死ぬことにためらいはありませんでした。……誘ゆう拐かいされたときは、もう、レオ様にも誰にも会えなくなることを覚かく悟ごしました。彼らは最初からわたしとあなたを焼き殺して死体を持ちかえるつもりだと話していました。でも、彼らの話を聞かされて、この世に死ぬよりも辛いことがあるのだと思ったんです。……わたしは、自分はどうなってもいいから、レオ様には生きていてほしい。わたしは……」

　ティアの頰を涙がこぼれ落ちる。幼おさな子ごのようにティアがしゃくりあげた。

　涙のあとをレオの優しい唇がそっとはう。

「わたしは……」

　青い瞳が、熱を帯びて泣きじゃくるティアを真しん摯しに見つめていた。

「……俺のものになっても後こう悔かいしないのか？」

　なんでそんなことを聞くのかとティアがむくれた。

「……聖なる花嫁の資格を失うしなうことになるぞ」

　まるで女心のわかっていない台詞せりふにティアが憤いきどおる。

「今まで、一度たりともそんな立場を望んだことはありません。わたしはただあなたの……」

　レオがティアを抱きしめる。

「……もういい、黙っていろ」

　触れてくるレオの指先から、愛いとおしさが伝わってくる。

　ティアは、レオの腕に抱かれたまま急に恥ずかしくなって静かに目を閉じた。
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「まったくあなたたちときたら、こんなにやきもきさせられたのは生まれて初めてですよ」

　ティアとレオはそろってダーレンから説教をくらっていた。

　スタンレイ公こう爵しやく家けの一室での出来事である。

　ティアの失しつ踪そう以来、一いつ睡すいもできずにいたフィーリアが、ティアの無事な姿を見て抱きしめてきた。

「ああ、もう、本当に心配したのよ……！」

　ティアもこの優しい女性をそっと抱きしめた。

　三日ぶりに公爵家の居きよ城じように姿を現した二人を待っていたのは、ハルバート公爵側が流した「レオとティアが死亡した」という訃ふ報ほうだった。

「レオ、言っておきますが、あなたの身勝手な行動を許すのは今回が最初で最後ですよ。ティアを救いたいと願うあなたの意志をあくまで尊そん重ちようしただけです。今後はあなたを信じてついてきた騎士団や貴族たちのことを考えてください」

　二人が、十分に自分たちの行動を反省したころ、スタンレイ公爵ヨークが、横から会話に入ってきた。

「ダーレン、それくらいにしておけ。レオ、それより、急ぎ兵を連れて騎士団の応おう援えんに向かってもらいたい」

　レオの表情が引ひき締しまる。

「もう戦いくさが始まってしまったのですか？」

「ああ。きみたちが亡くなったという報しらせとともに、騎士団が駐ちゆう屯とんしていた町が襲われた。動どう揺ようした兵たちをうまくまとめきれずに、撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされている。……戦況は悪い」

「すぐに向かいます」

　あわただしく動こうとしたレオの後を追うようにしてティアが走りだした。

　とたんにレオの足が止まる。

「おまえはここに残れ」

　ティアは頑がん固こに首を振った。

「嫌です。一緒に行きます」

「また、危険な目にあいたいのか？」

　レオが怒鳴る。

「……では、ここにいたら安全なのですか？　ただでさえ、戦況は悪いのでしょう？」

　自みずから誘さそいに乗った結果とはいえ、スタンレイ公爵家の城内で誘拐されたティアの言葉は説得力がある。スタンレイ公爵家も安全とはいえない状況だった。

「いいのではありませんか？」

　ダーレンが二人の間に割って入った。

「ティアは、優秀な看かん護ご要よう員いんです。連れていっても差さし支つかえはないでしょう。むしろ仲間の士し気きが上がります」

　息子むすこの言葉に、フィーリアは最後まで反対したが、ティアが頑固に意志を押し通して承しよう諾だくを取りつけた。
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　騎士団が逃げこんだ堅けん固ごな砦とりでは、マレイア山脈と深い川に囲まれた自然の要よう塞さいだった。

　レオとともに砦にたどりついたティアは、騎士団や兵士たちから歓かん呼この声で迎えられた。死んだと報しらされた二人が、無事な姿で現れたのだ。兵たちの士気はいやがおうでも熱気を帯びた。

　さっそく騎士団長のノックスは軍を再編成し、レオとダーレンを参さん謀ぼうに迎えて作戦会議に入る。

　ティアはすぐにレオと別行動を取ると、負ふ傷しよう者しやが運びこまれている一室に向かった。ティアは、レオが用意した男物の地味な服に着替えていたが、中途半はん端ぱな長さの髪を見て少年と見間違える者はもういなかった。

　むっと血の臭においが立ちこめる室内で、ティアは軍ぐん医いを捕つかまえて手伝いをさせてもらえるように頼みこんだ。次々に運びこまれる死し傷しよう者しやに、軍医はてんてこまいだ。彼はティアの顔を知らなかったが、勇気ある少女だと感心し、さっそくティアに兵たちの治ち療りようの指示を出した。働きはじめて半日もしないうちに、ティアに医学の心得と看かん護ご経験があることを悟さとった軍医は、症しよう状じようが比較的軽い兵士の面めん倒どうをティアに任まかせた。

　ティアは傷ついた兵の一人一人に声をかけてまわった。

「水、水をくれ……」

　うめく兵士に匙さじで丁てい寧ねいに水を与え、血のにじむ汚れた包ほう帯たいをてきぱきと代える。その間にも、次々と負傷者は運ばれてくる。

　骨こつ折せつした兵には添そえ木ぎをあて、深い傷きずを負おった兵士には、傷口を強い酒で消しよう毒どくし、麻ま酔すい効こう果かのある薬草をもみこむと、火で針をあぶり、傷を縫ぬっていった。ティアの働きに兵士たちのほうが驚かされていた。

　ティアは、寝る間も惜おしんで働いた。

　夜も痛みを訴うつたえる患者に付き添い、手を握にぎって高こう熱ねつにあえぐ兵士を勇気づけた。

　朝は、日の出前から血まみれの包帯を洗せん濯たくし、朝食作りを手伝った。食事の支し度たくには近所の農のう婦ふたちが駆かり出され、二万人近くに膨れ上がった兵士の食事を用意するために忙しく働いていた。ティアは、いつの間にか彼女たちとも打ち解けて、一緒に働くようになっていた。なかには自分と同じ年頃の娘もいて、ティアはその現実にひそかに胸を痛めた。

　それから二週間後、ティアは久しぶりにレオと顔を合わせた。

　忙しい合間を縫ってレオがティアの様子を見に来たのだ。

「ティア」

　大声で呼ばれるまで、ティアはレオが姿を見せたことに気づいていなかった。

「レオ様、なにかご用ですか？」

　忙しく働いていたティアは、少し迷惑そうにレオを出迎えた。

　レオはティアの態度にむっとしながらも、手にしていたなにかを投げてよこした。

　あわてて受け取ったティアはもらった物を見て驚いた。

　それは、エメラルドの宝石が台だい座ざで輝かがやく美しい指輪だった。

「やる」

　ティアは、すぐに指輪を突き返してきた。

「こんな高価なもの、もらう理由がありません」

　相変わらずの察さつしの悪さに、レオはむっとした様子で顔をそむけた。

「いいから黙って受け取ってくれ。……母上の形かた見みだ」

　大きく目を見開いてティアが困こん惑わくする。

「それなら、なおさらいただけません。だいいち、こんなものを今もらっても仕事の邪じや魔まになります」

「どうしておまえはそう頑固なんだ！」

「そんなこと、レオ様に言われたくありません」

「俺のどこが頑固だというんだ」

「今だって、強ごう引いんに指輪を押しつけようとしているじゃありませんか」

「言っておくが、指輪を受け取らないのなら、おまえをここには置いておけないぞ」

　そこまで言われるとティアは受け取るしかなかった。

「……ありがとうございます」

　しぶしぶティアは礼を言った。

「……これは、つまり、あれだ。おまえの信しん頼らいを裏切ったわびだ」

　珍めずらしく、レオがうろたえながら言った。

「は？」

　意味がわからずにティアが聞き返すけれど、レオは足早に去っていってしまう。なりゆきでレオの母親の形見をもらってしまったティアは、さすがになくしては困ると考え、指輪にチェーンを通し、首に提さげて持ち歩くことにした。とはいえ、戦時下にそんなものを用意してもらえるように頼める人間は限られている。

「あなたがおねだりとは珍しいですね」

　ティアに頼まれて忙しいなか銀のチェーンを調達したダーレンは、だが、指輪を首にかけるティアを見て一瞬言葉を失った。

「……それ、どうしたのですか？」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子でティアが言う。

「レオ様に無理やり押しつけられました」

　ダーレンは、その指輪がスタンレイ公爵家の女性に代々受け継つがれているものであることを知っていた。フィーリアの話では、レオの母が嫁入りするときに持っていったという話だ。

「なんと言って渡されたのですか？」

　ダーレンは、興味深そうに聞いた。

「……ええとですね、意味はよくわかりませんでしたが、わたしの信頼を裏切ったわびだと仰おつしやっていました。受け取らないとここから追い出すと言われてしかたなく受け取りました」

　しばらくぽかんとしたまま、ダーレンはティアを凝ぎよう視ししていた。頭のいいダーレンが思い浮かべた理由はただひとつだったが、それにしてもティアがたいしてうれしそうでないのが不思議だった。

「……つまり、レオに求きゆう婚こんされて、結婚を承諾したということですよね？」

「まさか！　そんなこと言われてません」

　ティアがおかしそうに笑う。

　ダーレンは、頭をかかえた。

「まったくあなたたちときたら……」

　一線を越えながらも、なぜこうも意志の疎そ通つうが成立しないのか不思議でならなかった。とにかくレオをあとで厳しく問いただす必要がありそうだ。なにしろ聖なる花嫁に、結婚前に手をつけたらしい。山ほど小こ言ごとを言う必要があった。

　一方、救きゆう護ご所しよに戻ったティアは、部屋に足を踏ふみ入れたとたん、周囲の視線が自分に集中するのを感じた。なかでも、この二週間ティアをさんざんこき使った軍医が、目をむいて凝視している。

「……失礼ですが、あなたのお名前は？」

　いまさらながらに名前を聞かれてティアは驚いた。

「ティアです」

　周囲がざわめく。

「……まさか、聖なる花嫁？」

「あの姫ひめ巫み女こ？」

　驚く周囲の反応にティアのほうが戸と惑まどった。またカイとでも名乗っておけばよかったと後悔した。今のディセルナティアに、ラスカとの結婚を嫌ってレオを選んだ聖なる花嫁の存在を知らない者はいなかった。姫巫女は神の代だい弁べん者しやとして、民の間では神しん聖せい視しされている。その花嫁がこんなところにいるとは誰も想像しないだろう。救護所に収しゆう容ようされていた兵士たちはもちろんティアの顔を知らなかったのだ。

　軍医がたちまち床にひれ伏して、頭をこすりつけんばかりに謝る。

「知らぬこととはいえご無礼を……」

　ティアはあわてた。

　そこへ、間の悪いことに、レオが再び姿を見せた。なにかを言いたそうに立っていたが、室内の様子に、ぎょっとして立ち止まる。

　ティアが、憤ふん然ぜんとしながらレオにつっかかった。

「あなたのせいです」

「……俺がなにをした？」

　やや後ろめたそうにレオが聞き返してきた。ティアに詰なじられてもおかしくないことがたくさんありすぎてわからなかったからだ。

「あなたが、わざわざ、わたしに声をかけるから仕事がやりづらくなりました。どうしてくれるんですか？」

　ティアは胸にしまいこんでいた、チェーンを通したばかりの指輪をつまんで見せた。

「おまけにこんなものまで無理やり渡して、いったいどうしてくれるんです？」

　怒り狂くるうティアと床にひれ伏す軍医を見て、レオは事情を察した。

　二人のやりとりを見ていた救護所の人々は、ぽかんと口を開いたまま固まっている。

　一方的に文もん句くを言われて、レオはだんだん腹がたってきた。なぜ恋しい娘にここまで言われなければならないのだろう。おまけにティアがこんなものと言ったのはレオの母親の形見だ。そこまで誠意を見せたのに、このひどい言われようはなんだろうか。先日の夜のことが噓のように思えてくる。気がつくとレオは衝しよう動どうのままに動いていた。

　ティアの顎あごを乱暴につかむと、無理やり唇くちびるを重ねた。

　だが一瞬でレオの吐と息いきは遠ざかる。

　ティアが瞳を瞬またたく。

　たちまち羞しゆう恥ちのあまり顔を真っ赤にした。

　すぐに右手を振り上げると、レオの頰を容よう赦しやなく叩たたいた。

「人前でなにをするんですか！」

　するとティアの腕を軽くひねり上げたレオは、困った顔で人々にこう言い放った。

「……というわけで、この俺に無礼を働いた者に罰ばつを与えるために、ここでこき使うことにした。遠えん慮りよはいらん。よく働く、ただの小娘だ。妻にと望んでも平気で突っぱねる。強ごう情じようが直るまで、死ぬほどこき使ってやってくれ」

　すると一連のやりとりを眺ながめていた人々から笑いが湧わきおこった。

「もしや、殿でん下かの片想いですか？」

　調子に乗った兵士が口をはさむ。

　痛いところをつかれてレオの顔が気まずそうになる。

「まあ、そんなところだ」

　救護所に、盛せい大だいな笑い声とヤジが飛び交った。

　真っ赤になったティアはうらめしそうにレオを睨みつけていたが、怒った顔のダーレンに呼ばれてレオが立ち去ると、またいつものように働きはじめることができた。このあと、別の戦場での戦いを終えて戻った騎士たちが、事の顚てん末まつを聞かされてさらに大笑いするはめになる。

　もう誰も、ティアを姫巫女とあがめて恐れる者はいなかった。彼らは、寸すん暇かを惜しんで自分たちのために働くティアを、いつしか戦場の天使として慕したうようになった。姫巫女でも聖なる花嫁でもなく、一人の人間として、ティアは人々に認められつつあった。
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　深夜、ラスカの率ひきいるハルバート公爵側の軍が、闇やみにまぎれて川を渡ってきた。流れの荒い川を必死で渡り終えた兵士が縄を通して安全を確保し、命がけで作戦を決行したのだ。次々に川を渡り終えた兵士たちは、見張りに見つからないように林の中に隠かくれひそみ、そこで朝を待った。

　早朝、真っ白な雪帽ぼう子しをかぶったマレイア山脈を望む砦の反対側に、敵兵たちの姿を発見した騎士団はあっと驚いた。今、砦を守る兵力は五千ばかり、他の兵士は昨日の夕方、ダーレンの作戦を実行するために王都へと旅立ったばかりだった。

「レオ様、ただちにお逃げください」

　ノックス騎士団長が、すぐに進しん言げんした。

　レオが倒れたら、すべてが終わる。

「いや、逃げない。ここで逃げたら、われわれの負けが決まったようなものだ。……闘たたかうしかない」

　レオが死をも辞じさない覚悟で言いきった。

「ティアを呼んでくれ」

　するとしばらくしてティアが部屋にやってきた。

　レオは少しの間二人きりにしてもらうように頼むと、ティアと向かい合った。

「おまえは逃げろ」

　この言葉を予期していたティアは、静かに首を振った。

「嫌です」

　レオが、ティアの細い体を抱きしめて言った。

「……おまえを失いたくない」

　消毒液の清せい潔けつな香りがティアの全身に染みついていた。同じくらい血の臭いもする。

　いったいどれだけの傷ついた兵士たちを看病してきたのだろうか。

　レオの体をそっと押し返すと、ティアは笑った。

「もはや、わたしに帰る場所はありません。どうか最後までここにいさせてください」

「……俺と共に死ぬ覚悟があるのか？」

　ティアは、黙ったままじっとレオを見上げると、なぜか微笑ほほえみを浮かべた。

「あなたは、こんなところで死ぬような人ではありません。きっと戦いを勝ち抜き勝利をその手に収めるでしょう」

「なぜ、そう思う」

「勘かん、のようなものでしょうか？」

　ふっとレオが笑う。

「相変わらず、わけのわからない女だ。どうしておまえなんかを好きになったんだろうな」

「……後悔していらっしゃるのですか？」

　悲しそうな目でティアが聞く。

「ああ、後悔しているさ。おまえがそばにいればいるほど、俺は不安になる。いついなくなってしまうのかと心配するあまり、夜も眠れない。それに……ティア、結局おまえは俺の気持ちに答えようとしない。……おまえは戦が終わったら、俺の目の前からいなくなるつもりだろう」

　ティアが体をこわばらせる。

「わたしは、あなたにふさわしくありません。一度はラスカ様の花嫁に選ばれた身です。だからレオ様が新たな国王となったあかつきには、どうか瑕か疵しひとつないふさわしい花嫁を迎えてください」

　ティアは申し訳なさそうに目を伏ふせる。抑えがたい怒りがレオを突き動かした。

　レオはティアを抱きしめる腕に力をこめた。

「……そんなことは認めない。俺の花嫁はお前だ」

　ティアは答えない。

　沈黙だけが二人の間に横たわる。

　レオが嘆たん息そくした。

「……今だけでいい。この戦の勝利を祈いのってくれ。俺の聖なる花嫁として」

　レオの腕の中でティアが戸惑いながらもゆっくりと頷いた。
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　砦とりでから空を見上げると、どんよりとした曇くもり空ぞらが広がり、太陽が見えない。ティアは不吉な予感を抱きつつも砦の見張り台に立っていた。せめて、ここからレオの勇ゆう姿しを見守ろうと登ってきたのだ。ティアは、生温かい風に金の髪をなぶらせていた。レオの無事だけでも神に祈いのろうと空を見上げていた。

　レオは五千の兵を連れて、ラスカの兵士と睨にらみ合っていた。残りの兵士は砦の防ぼう衛えいを任まかされている。

　と、敵兵の先頭に立つ一団を目にしたティアの顔色が変わった。

　ひときわ目立つ銀の甲かつ冑ちゆうに、風に揺ゆらめく白はく銀ぎんの髪。王おう太たい子しラスカがレオたちの目の前に現れたのだ。

「どうして……」

　驚いたことに、ラスカの視線は、はるか遠くの砦に立つティアの姿をはっきりと捉とらえていた。ティアは憎ぞう悪おのこもる視線を感じて、背せ筋すじがぞっとした。ラスカの王位を約束していた聖なる花嫁をレオに奪うばわれて、烈れつ火かのごとく怒り狂くるっているのだ。これまでにないほど自じ尊そん心しんを傷つけられ、レオのことを、そしてティアのことも憎にくんでいると言ってもいいくらいだ。不吉な予感がティアの全身をかけめぐる。ラスカは片手に抜き身の剣を握にぎりしめ、軍の先頭に立った。

　ティアは足元が震ふるえた。

　戦場にラスカの怒ど声せいが響ひびく。

「レオ、わたしの花嫁を返してもらおうか！　ディセルナティアの王位はわたしのものだ！　おまえには渡さない！」

　レオも軍を背にして立っていた。

「兄上、残念ながらティアをお返しするわけにはまいりません。彼女はわたしが共にありたいと願う唯ゆい一いつの女性です。彼女のためにわたしはあなたと戦います」

「ならば剣を抜け！　わたしを倒してみろ！　これは二人だけの勝負だ！」

　ラスカの行動は誰の目にも無む謀ぼうに思えた。レオは騎士団で一、二を争う剣の腕うで前まえを持つ。対するラスカは基き礎そ的てきな剣の稽けい古こは受けているものの、戦士として優秀とは言えない。誰もがレオの優位を確信した。

　レオはすらりと剣を抜き放ち、ラスカと対たい峙じする。

　そのとき、空気を切きり裂さくように一本の矢が戦場を横切った。矢はレオに向けて放たれていた。レオは慌あわてて剣で矢を叩たたき落とす。その隙すきをつくようにラスカがレオに襲おそいかかった。

　レオはすんでのところでラスカの攻撃を受け流した。そこへ二本目の矢が飛んでくる。レオは力任せに剣で矢を叩き折る。矢はどちらともラスカの陣じん営えいから放たれていた。二本の矢を見事によけたレオに、ラスカがちっと舌した打うちする。レオがいきり立つ。

「兄上、卑ひ怯きような！」

「ただ、力で戦うだけが戦いくさではない。わたしはおまえほど武ぶ勇ゆうに優すぐれてはいないが、勝つためならば手しゆ段だんは選ばん。わたしはおまえを倒して王位を手にできればそれで満足だ」

　ラスカは不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

　レオは剣を斜ななめに振るった。今度はラスカがかろうじて刃やいばをよける。

　二人の打ち合いはそのまま、二合、三合と続いた。

　やはり力勝負では圧あつ倒とう的てきにレオが有利だった。あっという間にラスカを追いつめていく。

　鍛きたえられたレオの一いち撃げきはラスカの剣より重い。押し負けてラスカが剣を取り落とす瞬しゆん間かんをレオは見み逃のがさなかった。

「兄上、覚かく悟ご！」

　レオはこの一瞬を好こう機きと捉えたが、勝利を確信するあまり周囲への注意力が散さん漫まんになっていた。

　ラスカを狙ねらい剣を振るった瞬間、またも一本の矢がレオに向かって放たれた。今度はよける間もない。矢はレオの右腕に吸いこまれるようにして突つき刺ささる。利きき腕うでを負ふ傷しようしたレオの隙をつくようにして、ラスカが攻こう勢せいに転じた。取り落とした剣を拾い、レオに切りかかる。レオはかろうじて剣けん戟げきを受け止めたが、右腕に激げき痛つうが走り、かわすだけで精一杯だった。

　レオたちの陣も戸と惑まどったように、この光景を見ていた。だが、卑怯な攻撃で負傷してもなお、レオは一人で戦うことを止めなかった。援えん護ごしようとした兵士たちを突き放す。

　その光景を砦の上から見ていたティアは、全身の震えを止めることができずにいた。

「だめ……、やめて！　レオ様……！」

　恐ろしさのあまり、ティアは口を手で覆おおって逃げるように後ずさった。

　見えるはずのない冷れい酷こくそのもののラスカの顔が、なぜかはっきりとティアの目に映る。

「やめて！」

　ティアは声の限りに叫さけんだ。

「レオ、これで最後だ」

　ラスカが剣を縦たてに構え、レオを貫つらぬこうとしたときだった。

　薄うす暗ぐらい曇り空が、怒号のようにうなりながら渦うずを巻くように動いた。その真ん中から、光がほとばしる。まるで神の怒いかりのように空くうを切り裂きながら、光はマレイア山の頂上を貫いた。光が地上へと到達した瞬間、激はげしい地鳴りがあたり一面に響き渡り山が光の直ちよく撃げきを受けて震えているかのようだった。山の頂上を覆っていた雪が衝しよう撃げきに砕くだけ散り、地上めがけて押し流されていく。

　ラスカは体勢を崩くずして後こう退たいした。

　もはや戦っている場合ではなかった。

　レオとダーレンが付き従う兵士に早口になにかを命めいじる間にも、真っ白な脅きよう威いがレオたちめがけて崩れ落ちていく。

　今にも雪崩なだれは彼らを飲みこもうとしていた。大地に雪の波が迫せまる。

「──神様、お願いです。レオ様を、みんなを助けて……！　神様、お願いします！」

　ティアは必死に神に祈った。神など信じていないと言いながら、この瞬間だけはなにかにすがらずにはいられなかった。

　そのときだった。




『おいで』




　不思議な声がティアの耳に響いた。まるで鈴が鳴り響くような音だ。




『こちらへおいで。聖なる花嫁』




「誰？」

　ティアが問いかける。

　不思議な声は空から降ってきた。




『おいで』




　見えない力に背中を押されるようにティアは走りだしていた。

　急いで砦の階段を駆かけ下りると、砦の内部は、今の衝撃に右う往おう左さ往おうしていた。

　そのなかで、服の裾すそをからげて外へと走るティアを、砦の防衛を任されたノックスが捕つかまえた。

「お待ちを。早くお逃げください！」

　腕を摑まれたティアは、激しくもがいた。

「はなして！　止めないで！」

　ノックスがティアをなだめるように、冷静に言った。

「いざというときには、あなたを連れて脱出するように、命じられています。早く！」

　なおも抵てい抗こうするティアを、ノックスは膝ひざからかかえ上げようとした。ティアは素早い動きでノックスの腕から逃のがれると、一いち目もく散さんに走り出した。

「お待ちください！」

　ノックスが叫ぶ。

　ティアは、一瞬だけ振り返ると、なにかに突き動かされるように言った。

「神が、神様がわたしを呼んでいるんです」

　ノックスが驚いて、立ち止まる。

　ティアの瞳にはあらがいがたい真剣な光が宿っていた。

　そのままわき目もふらずにティアは砦の外に飛び出した。

　戦場は混乱し、激しい地響きがする。

「雪崩だ！　雪崩がくるぞ！」

　皆がいっせいに武器を捨てて、山の近くから少しでも遠くに逃げようと走り出す。

　ティアはその流れに逆らうようにして、懸けん命めいに走った。

　もはや、誰が敵で誰が味方かもわからなかった。

　必死で逃げるあまり、誰もティアの姿を気にもとめない。

　ティアは、マレイア山を見上げた。雪崩が白い煙けむりを吐はきながら、次々と、斜面の林を押し倒していく。この平地が雪に飲みこまれるのも、時間の問題に思えた。

　だが不思議と、怖こわくはなかった。

　レオの命に危険が迫っていることのほうが、ひしひしと肌で感じられて、ティアはいてもたってもいられない。

　──レオ様を救わなければ！

　その一いつ心しんで戦場を駆け抜けていく。

　──だって、わたしはまだなにも伝えていない……！

　混乱を極きわめる戦場の中にレオの姿はあった。

　ラスカによって射かけられた矢を抜き、止し血けつしながら、兵たちが無事に砦の向こう側に後退できるように指示を飛ばしていた。

　レオがティアの姿を認めて顔色を変える。

「馬ば鹿か、来るな！」

　だがティアは止まらない。

　レオに向かって一直線に走ってゆく。

　レオは馬から下りて、ティアのところへと駆けていった。

　同じようにティアがそばまで来ていることを知ったラスカは、迷わず動きだしていた。

　木々が不ぶ気き味みな音をたてて、雪崩になぎ倒されていく。急な山の斜面を滑すべり落ちてきたせいで、雪崩が加速して大地を飲みこんだ。

　ティアに向けて必死に手を伸ばすレオの姿が目前に迫っていた。

「レオ様！」

　声の導みちびくままに駆け寄ろうとすると、後ろから腕を摑まれた。

「逃がすものか、わたしの花嫁」

　ラスカだった。

　雪のような銀ぎん髪ぱつは乱れ顔色は青ざめ、気がふれたように血走った目をしている。

　雪崩が牙きばをむいて、すぐそこまで迫っていた。

　ティアは、ラスカの手を必死に振り払おうとした。だが、容よう易いに自由にはしてくれない。

「わたしは、あなたの花嫁ではありません」

　毅き然ぜんとティアが言い放つ。

「誰とともにありたいかは、自分で決めます」

　狂きよう気きがラスカを支配する。握りしめたティアの両手に力をこめた。

　新たに響いた激しい地鳴りにラスカが体勢を崩した。

　次の瞬間、ラスカの姿が真っ白な流れに飲みこまれるようにして、ティアの前から消えた。

　つられて押し流されそうになったティアを救ったのは、レオの腕だった。ティアが、今にも泣き出しそうな顔でレオにすがりつく。そのまま二人の姿は抱き合うようにして猛もう威いを振るう雪の中に消えそうになった。

　白い脅威が迫る瞬間、ティアは薄はく情じような神を恨うらんだ。せめてレオだけでも救いたかった。レオはこれからのディセルナティアに必要な人だ。彼を見捨てるなんて、やっぱり神などいないのだと痛つう切せつに思った。

　その時、奇き跡せきが起こった。

　まるで時が止まったようだった。

　迫りくる雪が二人を飲みこもうとした瞬間、白い雪が真っ白な花びらとなって弾はじけるように空に舞い上がったのだ。それを合図に、波は紋もんが広がるように、ティアたちを中心に雪が花びらへと変わっていく。

　誰もが立ち止まって、その奇跡の瞬間を目もく撃げきした。

　空から舞い落ちる花びらが、周囲の木々を芽吹かせ、春を呼ぶ。

　砦の上から見守っていた騎士の一人がぽつりとつぶやいた。

「奇跡だ。神の奇跡だ……」

　やがて戦場に立つすべての人々の上に、白い花びらが降り注そそいだ。

「神だ。聖なる花嫁が奇跡を起こしてくれたんだ」

　敵味方関係なく、あちこちから快かい哉さいがあがる。

「レオ様、万ばん歳ざい！」

「聖なる花嫁、万歳！」

　騒さわぎのなか、ティアとレオはゆっくりと目を開く。

　二人は抱き合うようにして、地面に膝をついていた。

　空から舞い落ちる花びらを見上げて、ぽかんとした顔をする。

　周囲を埋うめ尽つくす雪のような花びらに啞あ然ぜんとなった。

「……奇跡……？」

　レオが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　ティアは震える声でレオを呼んだ。

「レオ様………」

「ティア、無事でよかった……」

　安あん堵どするレオの声に、ティアの瞳から次々に涙があふれ出す。
















　感情が堰せきを切ったように流れ出した。

「わたし、わたしは、あなたにまだ大切なことを伝えていませんでした。……急いで言わないと、後こう悔かいすると思いました……。あなたが死んでしまうかもしれないと思うまで、わたしは自分の気持ちから逃げていました」

　涙に瞳ひとみをうるませるティアが、レオの首にそっと腕をまわした。

「あなたが好きです。ずっと、ずっと前から、あなたが好きでした」

　言葉が喉のどの奥でからまって、うまく出てこないのがもどかしかった。

　レオの瞳が驚きに見開く。

　やがてその顔にいたずらめいた色が浮かぶ。

「神しん殿でんの井戸で会ったときからずっと？」

　ティアがあわてた。

「覚えていらしたのですか？」

「忘れるものか、と言いたいところだが、おまえを好きだと意識するまで忘れていた。おまえは会うたびに、姿が違いすぎる」

「ひどいです……」

　ティアがむくれると、レオの怒ど鳴なり声がティアの耳をつんざいた。

「ひどいのはおまえのほうだろう。俺がおまえを好きだと言うのにどれほど勇気を振り絞しぼったと思っているんだ！　それなのに応こたえてくれない。あげく自分のものにしても逃げ出そうとする。こんな薄情な女は他にいないぞ。それなのに、俺はこんなにもおまえを愛いとおしく思っている」

　レオがティアを抱きしめる腕に力をこめた。

「痛いです。はなしてください」

「嫌だ。もうはなさない！」

「わたしはもう逃げたりしませんから！」

「それなら……」

　レオが深く息を吸いこんだ。

「二度と俺のそばを離れないと誓ちかえるか？」

「……はい」

「俺が言った意味、わかっているのか？　ディセルナティアの王おう妃ひとなる覚悟があるのかと聞いているんだぞ？」

　ティアが、うつむく。

「それは……」

　自分はそもそも神しん託たくを受けた聖なる花嫁ではない、と言おうとしたとたん、周囲の騒ぎが耳に飛びこんできた。

「レオ様、万歳！」

「聖なる花嫁、万歳！」

「ディセルナティアの未来に栄光あれ！」

　もはや敵、味方の区別なく皆がティアを聖なる花嫁と呼び、二人を祝福している。

「もう逃げられないな。皆がこんな奇跡を目まの当あたりにした今、おまえ以外の誰も王妃にはなれない」

　白い花びらが舞い落ちるなか、二人はじっと見つめ合った。

　ティアの瞳には戸惑いが浮かんでいた。

　レオは、自分が言葉を少し間違えたことに気がついた。この鈍どん感かんな娘には、はっきり言葉にしないと伝わらないのだ。

「俺は、未来の王妃でも、姫ひめ巫み女こでもない、ティア、そのままのおまえにそばにいてほしい」

　ティアがはっとなって顔を上げた。

「……本当にわたしでいいのですか？」

「俺にはおまえが必要だ。おまえの気持ちを聞かせてくれ」

　ティアが恥じらいながら答える。

「どうかわたしをレオ様のおそばに置いてください。この先も、ずっと……」

　ティアの唇くちびるがふさがれる。

　強ごう引いんに口づけされるのは、これで何度目だろうか。

　ティアはついに観かん念ねんして目を閉じた。

　白い花びらが恋人たちを祝福するように、いつまでも空から降り注いでいた。
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　こうしてレオは、無事に都みやこに帰き還かんすることができた。ティアたちが巻き起こした奇跡が、兵士たちの士し気きを高め、ラスカ側にいた王都を守る兵士たちの戦意を喪そう失しつさせたことが、この勝利に大きく貢こう献けんしていた。レオたちは、ラスカ側についていた兵士たちも伴ともなって王都に戻ってきた。

　あの日、雪崩によって命を失うしなったのはラスカただ一人だった。新しい国王となるレオが、奇跡の力で王を守った聖なる花嫁とともに都に戻ったため、国内は騒そう然ぜんとなった。

　二人の命を狙ったココはレオが一人でティアを助けに行ったあと別行動をしていたダーレンに捕らえられ、ディセルナティアの東端にある牢ろう屋やに幽ゆう閉へいされている。

　いつか彼女が落ちついたら、会いにいこうとティアは思った。

　ディセルナティアに帰還してから一週間後、新王レオの即そく位いと聖なる花嫁ティアとの結婚の発表が行われた。この話題に国中が歓かん喜きしたのは言うまでもない。

　神殿は、ティアに聖女の称しよう号ごうを贈おくり、自みずから苦難に立ち向かって神の加か護ごを得た聖なる花嫁を心から祝福した。
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　翌月、レオの即そく位いとともに花嫁となったティアは、真っ白なレースに真しん珠じゆの縫ぬいとりがされたウェディングドレスを身にまとっていた。息をのむような花嫁の美しさに、レオはしばし手を差し出すのも忘れてその姿に見入った。恥はずかしそうに伏ふせられた瞳ひとみ、その姿はこの世の誰よりも清きよらかで美しい花嫁だった。その表情は、緊きん張ちようしつつも、この日を迎むかえられた喜びに生き生きと輝かがやいている。

　ようやく正気を取り戻したレオがティアに腕うでを差し出すと、二人はゆっくりと赤い絨じゆう毯たんの上を歩いた。騎き士し団だんが通路の両りよう脇わきを固め、両手に剣を支え持っている。

　この日二人は、神の御み前まえで永遠の愛をようやく誓ちかった。

　こうして無事に結婚した二人は、だが、相変わらず喧けん嘩かが絶たえない生活を送っていた。

「結婚したら、好きにしていいと仰おつしやったではないですか」

　ティアが、夫を睨にらむ。

「言った。言うには言ったが、まさかここまで好き勝手されるとは思っていなかった」

「でも、全部約束してくれました」

「ああ、もちろん覚えているさ。臆おく病びような俺は、おまえに逃げられたくない一いつ心しんで、医術学校に通うことを許可し、神しん殿でんの救きゆう護ご院いんの慰い問もんも許した。国こつ境きようでの小こ競ぜり合いに、看かん護ごの目的でついていくことにも文もん句くは言わなかった。いったいなにが不満だ？」

　するとティアが言いにくそうにぼそぼそと答えた。

「……一応、王おう妃ひとしての務つとめもありますから、夜にならないと、まとまった勉強の時間がとれません。医術学校の先生方には特別扱あつかいは無用だと言って、入学させてもらったのです。落らく第だいなんかしたら、レオ様の顔に泥どろを塗ぬることになります。お願いですから、邪じや魔ましに来ないでください」

　この言葉にさすがのレオも、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。

「言うにことかいて邪魔とはなんだ！　俺にだって我が慢まんの限界があるんだぞ。王妃の務めと言うがその第一の義務がなんなのか、考えるまでもないだろうが！　まさかそれも無む視しする気か？」

　王妃の義務とは言うまでもなく世よ継つぎをもうけることだ。

　するとティアが、ちょっと考えたあと、またまた言いにくそうに答えた。

「……そういう目的でしたら、なおさら困ります。その、今は……」

「なにが困ると言うんだ？　結婚してからふた月以上も、放置されている俺の身にもなってみろ！　自分のやりたいことにばかり夢中になっていないで、少しは俺の立場も考えろ」

　強ごう引いんにレオが腕を取ろうとするのを、ティアがするりとかわした。

　ティアがみるみる顔を赤める。

「その心配は、とりあえずは無用だと、あとでダーレン様にわたしからお伝えしておきます」

「意味がわからな……」

　そこでレオが絶ぜつ句くした。ティアの視線が泳ぐ。

「……まさか……」

　ティアの顔がますます赤くなるのをレオは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　レオがティアを自分のものにしたのは、ただの一度きり。

　逆ぎやく算さんすると三カ月以上前のことになる。

　ティアが結婚式の夜、疲れて眠ったふりをしたのは、まさかと警けい戒かいする気持ちがあったからだ。ティアとて、新婚早々一人で眠るのはさみしい。だが、事実がはっきりしない以上、下へ手たなことも言えない。

　医術学校に通うティアには、産さん科かを教える中年女性というつてがあった。決けつ死しの覚かく悟ごで診しん察さつしてもらうと、間違いないと言われた。もちろん教師には口止めしてある。

「秋が終わるころには生まれるそうです……」

　ぼそぼそと、そんな成り行きを説明すると、レオは急いで扉とびらの外に飛び出して大声でダーレンを呼んだ。

「こんな夜中に何事ですか？　言っておきますが、夫婦喧嘩の仲ちゆう裁さいなんかしませんよ」

　そう言いながらも、今までしっかりと仕事をこなしていた彼は、きちんとした服装をしていた。寝室で、互いに背中を向けるようにして立つ国王夫妻を見てダーレンはため息をつく。

「陛へい下か、あなたには何度も教えていますよね。女性には、とくに妻となった女性には優しくしなさいと。これでは、ディセルナティアは後こう継けい者しや問題でもめるはめになりますよ」

　ダーレンの説教に、国王夫妻は決まり悪そうに顔を伏せた。

「あのな、ダーレン、その、言いにくいんだが……」

　今度はなんだと、ダーレンが目を光らせる。

　レオの背中にだらだらと冷や汗が流れる。

　ティアがさらに小さくなった声で、ぼそりと言った。

「……すみません。ダーレン様。わたし、子供ができました。秋に生まれるそうです……」

　計算が合わないと、誰もが考えるだろう。二人は結婚してまだ二カ月だ。

　難むずかしい問題に直ちよく面めんしたダーレンが頭の切れる彼には珍めずらしく、頭痛をこらえるようにこめかみを押さえた。
















「……それは、非常に、頭の痛い問題ですね」

「あの、もちろん陛下のお子です、が……」

「それはわかっています。まったくあなたたちときたら……」

　はあ、とダーレンは深い苦悩のため息をついた。

　当たり前である。聖なる花嫁は純じゆん潔けつが命だ。

　二人が結婚した今、子供ができることになんの支し障しようもないのだが、今回の場合、結婚前に、すでにティアが聖なる花嫁の資格を失うしなっていた事実を世間に公表するようなものだ。せっかく聖なる王妃と呼んで人々が喜んであがめるティアの評判に傷がつく。

　ダーレンは疲れた顔で、またため息をつくと言った。

「とにかくそのことについては、明日話し合いましょう。いまさらどうこう言ってもどうにかなる問題でもありませんし」

　無言でダーレンが立ち去ると、二人はほっと息をついた。

　一番やっかいな人物に告白したとたん、心が軽くなった。

　レオは、ティアの体を横抱きにすると、そっとベッドの上に寝かせた。ティアはあわててもがく。

「レオ様、だめです」

「そんなことわかっている」

　レオは、ティアの体に毛布をかけると、そっと口づけを落とした。

「今は無理をしないでくれ。勉強を優先したいのなら、朝ちよう議ぎは休んでもいい。どうせすぐにおまえが妊にん娠しんしていることは知れ渡る。誰にも文句は言わせない。だから、体を大切にして、食事と睡すい眠みんはきちんととれ」

「……はい」

　ティアがうれしそうに頷うなずいた。

　レオの不器用な優しさに、ティアは心から幸せをかみしめていた。

　その夜、二人は同じ寝室で互いに身を寄せ合うようにして、静かに眠りについた。





[image: ]






　こうして秋も終わるころ、ディセルナティアの王宮に産うぶ声ごえが響ひびき渡った。

　一カ月近い早そう産ざんであったにもかかわらず、健康な男児が誕生した。

　人々は世よ継つぎの誕生を心から祝い、早産でありながらも無事に生まれたのは、やはり神の加護があったからだと心から感謝したのだった。





了　
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　新シリーズ「聖せいなる花はな嫁よめの失しつ踪そう」をお届けします。

　こんにちは、悠ゆう木き美み羽うです！

　今回はがんばる女の子が主人公です。コメディ路線のお嬢じよう様さまシリーズから一転、シリアスな物語です。悠木がネタを考えるとき、まず最初に書きたいシーンが浮かびます。それをつなげて物語を紡つむいでいきます。

　聖なる花嫁の失踪執しつ筆ぴつ時、妄もう想そうが爆発して頭の中を走り回っていました。書いてみたいシーンが多くて、何を減らすか散さん々ざん迷いました。改かい稿こう作業で読み返すたびに、恥ずかしさのあまり身み悶もだえして、夜中、頭のねじの一本外れた猿さるのように机をばしばし叩たたいて不ぶ気き味みに笑うという奇き行こうを繰り返していました。

　原稿が終わった今も、自分の初恋が世にさらされるようで非常に恥ずかしいです。

　さて、少女小説を執筆するときに、頻ひん出しゆつ単語のひとつに「姫」という漢字があると思います。聖なる花嫁の失踪の原稿にもたくさんでてきます。

　数年前、愛用のノートパソコンにお茶を引っかけて壊すという出来事がありました。十二万で買ったのに、修理に十三万かかると言われて、泣く泣く買い替えました。幸い、過去の原稿たちは、気まぐれでネットで購こう入にゆうしたＵＳＢメモリに移したばかりだったので、ほとんど無事でしたが、当時の応募原稿五十枚が犠ぎ牲せいになりました。

　ところがこの新しいパソコン、非常に迷めい惑わくなしろものでした。

　新品のパソコンでうきうき原稿を書いていたところ、「姫」という漢字が辞書登とう録ろくされていませんでした。これほど普通の漢字が登録されていないことが驚きでした。仕方なく自力で辞書登録した際に、どうせならと「ひ」のひと文字で変へん換かんされるようにしたところ、「姫ひ目め」と出てくるようになりました。一気に脱だつ力りよくしてしまい、もはや登録を修正する気にもなれず、おかげで今でも原稿を書くたびに「姫目」の「目」を消して執筆しています。

　他にも振り仮名のおかしな漢字が続出したり、基本的な漢字が登録されていないことはたびたびあり、いつか最新のノートパソコンに買い替えるのが密ひそかな野や望ぼうとなりました。

　機械に詳くわしい方、誰か助けてください……。

　今回イラストを担当してくださった成なる瀬せあけの先生、ティアとレオの素敵なイラストをありがとうございます！　感謝感激です！

　担当様、今回も迷惑をかけてばかりいたのに、最後まで温かく励はげましていただいてありがとうございます。とくに最後のほう、本当にすみません。

　そして、個人的なことになりますが激げき動どうの一年を一緒に乗り越えたおかしな姉とかわいい甥おいっ子こにこの場をかりて感謝を伝えたいと思います。それではまた！
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もうすぐ夏です！

ゴーヤと枝豆が美味しい季節になりました。

ビール片手に夏を乗り切ります。
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ティアがとても愛しくてすっかり虜になってしまいました！

ありがとうございました！
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